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Ⅰ 組織の目的 

１．教育の目的と内容 

（１）物質理工学院では、新しい物質と材料（物質の中で社会に直接に役立つもの）を創りだすこと

で、私たちの生活の質を向上し、環境・資源・エネルギー等の課題を解決する方法を学び、新し

い物質開発の方法を創り上げていくことを目指している。 

（２）物質の性質や反応性についての洞察力と革新的な材料を開発して展開する創造力と応用力に基づ

き、社会の潮流を俯瞰することで現状の問題点を発見し、独自の発想により未知の研究領域を開

拓して、先導的に解決するとともに、国際的な指導力を発揮しながら自然環境との共生を図り人

類の幸福に寄与する人材を養成することを教育の目的とする。 

（３）物質理工学院は、分子・化学に基礎をおく応用化学系と、固体の材料に基礎をおく材料系で構成

され、幅広い物質・材料の基礎理論から、私たちの生活をいかに支えるのか、を学ぶことができ

る。 

①材料系及び材料コースでは、広範囲に及ぶ材料の学問分野を、金属、有機材料、無機材料の

３つの分野に大別し、カリキュラムを体系化しており、学生自らの志望に応じて、専門分野

をフォーカスして学修することができる。各講義では、教員からの一方的な講義形式とは異

なり、"学生参加型"のアクティブラーニングを取り入れている。また、知識の習熟度を高め

るための演習科目も十分盛り込んでいる。 

また、創造性あるものづくり教育にも力を入れており、２年次と３年次で、それぞれ３クォ

ーターの実験科目を、必修科目として課している。 

②応用化学系及び応用化学コースでは、応化系共通科目、理工系教養科目、語学系科目などの

共通科目群に加えて、３つの専門科目群（化学システム工学、応用分子化学、高分子科学）

が用意されている。自分に適した科目群を選択し、科目のナンバリングとモデル履修例を参

考に基礎科目から高レベル専門科目まで段階的・自主的に学ぶことができるカリキュラム体

系となっている。また、広い裾野の応用化学分野に直結した充実の「学生実験プログラム」

が準備されており、応用化学系の学問で必要とされる基礎的な実験技術を修得し、化学者と

してのスキルを広げる教育を受けることができる。講義で学んだ理論を、時を置かずに自ら

の手で実験することにより、「物質や現象」に対する深い理解に到達する教育を行ってい

る。 

（４）大学及び学院が提供する様々な短期・長期の海外留学プログラムに、学生が積極的に参加するこ

とにより、世界の国々へ飛び出して現地の学生や研究者との交流を図り、国際感覚を身につける

ことができる。加えて、外国の大学・研究機関や国公立の研究所・民間企業との共同研究に従事

する機会も多く、修士論文研究、博士論文研究を通して、多くの学生・研究者と協力や議論をす

ることで、コミュニケーション力に加え、リーダーシップ力や協調性も向上する実践的な教育を

行っている。 

（５）いずれの系でも、一流の教授陣の指導や助言・支援を受けながら、最先端の研究設備を駆使しつ

つ、世界レベルの挑戦的な研究課題に取り組むことができる環境を提供している。 

（６）東工大では物質理工学院が中心となり申請した「物質×情報＝複素人材」育成を通じた持続可能

社会の創造」が文部科学省の 2018年度卓越大学院プログラムに採択された。2019 年１月より本

申請を実行する「物質・情報卓越教育院(TAC-MI)」が設置され、物質(r)と情報(i)を自在に操

り、「ものつくり」を社会のサービスに繋げて考える「複素人材」の育成がスタートした。 

「複素人材」とは、我が国が得意とする「ものつくり」を、情報科学を駆使して材料設計からデ

バイスや生産プロセスの設計にとどまらず、社会で必要となるサービスにまで繋げて発想し、持

続可能な社会に貢献する新産業やそれを支える新学問を創出する卓越した(TAC)材料インフォマ

ティクス(MI)を駆使できる人材のことである。 

物質・情報卓越教育院では、今後必要とされる新しい人材育成に必要な教育を、産業界と連携し

ながら、実践している。 

 

 

Administrator
★　番号については、全体の構成よりこちらにしました

Administrator
★　こちらを追記　配列も変更
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２． 研究の目的と内容 

（１）材料科学及び応用化学に関する科学・技術のフロンティアを開拓し、独創的・先端的研究を通じ

て、基礎的・基盤的学術の深化・体系化及び新しい萌芽的分野の創出と人材育成を行い、人類と

社会の持続的発展に貢献する新物質、新機能、新プロセス、新概念、新計測技術等を創出すると

共に、社会実装に繋げることで、地球環境保全やエネルギー、社会の安心・安全等の問題の解決

に積極的な役割を果たすことを目的とする。 

（２）物質理工学院に所属している教員の数は 212 名を超え、エレクトロニクス、環境、エネルギー、

ライフ・バイオ、プロセス、計測、計算、構造等、材料科学及び応用化学に関するほぼすべての

分野をカバーする陣容と設備を有し、各教員がそれぞれの分野で世界トップレベルの研究を展開

している。これまでのそれぞれの学科や専攻の分野を継承しつつ、その垣根を取り払い、新たに

「材料系」と「応用化学系」に集約したことで、従前の組織を跨いだ研究連携が進んでいる。 

（３）各教員が個別に実施している革新的な特定研究分野をグループ化して、国際的な研究拠点形成の

基盤或いは社会ニーズ/国家的目標に対応した新プロジェクトを戦略的に展開するため、物質理

工学院独自の理工統合物質創成イノベーション研究推進体（詳細は後述）を主導的に構築して研

究を推進している。イノベーション研究推進体は、企業ニーズにその研究シーズを一致させるこ

とで、産学連携のモデルを構築するとともに、国の資金等による大型プロジェクトのニーズに対

して、戦略的かつ機動的に対応することを可能としている。また、外部機関や企業に所属する職

員が、本学の教授、准教授を兼務して強い連携のもとに、研究・教育を推進している。 

（４）各教員個人及びそのグループは、多額の科学研究費補助金、競争的外部資金、共同研究、受託研

究、寄附金などを受入れ、研究活動を活発に行い、多数の優れた研究業績をあげている。これら

の中には文部科学省の大型プロジェクト（卓越大学院プログラム：「物質×情報＝複素人材」育

成を通じた持続可能社会の創造、後述）や産業界との大型研究連携（AGC マテリアル協働研究拠

点等、後述）がある。 

（５）学院の特徴と方向性については、2018年１月５日に「将来構想シンポジウム―物質理工学院の

未来を語る」（於:東工大蔵前会館、213 名参加）を開催し、学外への情報発信を積極的に行っ

ている。 
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Ⅱ 中期目標期間の実績に係る特記事項 

１．優れた点 

（１）論文の高インパクトファクター雑誌への掲載 

2016 年４月から 2022 年３月に至る期間までに、学院所属教員が関与する研究成果の論文でイ

ンパクトファクターが 10 を超える雑誌に掲載されたものの数は 507 編に上る。 

（２）研究成果分析 

研究成果解析システムの１つである Elsevier社の SciValを用いて 2022 年 3 月 31日時点にお

ける 2021 年のデータを解析すると、論文数 496 本、トップ 10 ジャーナルへの掲載率は 33.6％

であり、電気二次電池、リチウム合金、原子間力顕微鏡、自己組織化単分子膜、分子、ブロッ

クコポリマー、ミセル、ポリマー、触媒作用、合成（化学）等の研究分野での出力が多い。 

（３）研究成果 

         2016 年４月から 2022 年３月に至る期間までに教員の個人ベースで、167件の大型予算を獲得し

た。その総額は 269 億円に上る。及び，同期間における教員の個人ベースで、648 件の産学官

連 携による共同研究を実施しており、その総額は 33 億円に上る。 

（４）国際共著論文率 

 

２．特色ある点 

（１）リーダーを養成する分野横断型の学位プログラム 

文部科学省博士課程教育リーディングプログラムで採択されたグローバルリーダー教育課程、

環境エネルギー協創教育課程及びグローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育課

程を設置し、産学官からの要請に応えながら国際社会を牽引できるリーダーを養成する分野横

断型の学位プログラムとして運用している。さらに、文部科学省卓越大学院プログラムとして

2018 年度に「物質・情報卓越教育院」が採択された。物質と情報を自在に操り社会に貢献する

「複素人材」の育成を目標として、産業界とも有機的に連携し、運営を開始している。 

（２）新しい単位取得プログラム 

文部科学省・廃止措置等基盤研究・人材育成プログラムや原子力規制庁・原子力規制人材育成

事業に基づき構築した新しい単位取得プログラムにおいて、規定した修了条件を満たした学生

に対して、教育課程修了認定証を発行すると共に、優秀学生には奨励賞を授与することで、学

生のモチベーション向上・学習成果の向上を図っている。 

（３）大学院の全科目英語化 

大学院の全科目英語化を進めており、2019 年度にほぼ完了した。また、学生が英語化された講

義に取り残されないように、外部英語講師による学士課程講義「科学技術者実践英語」などを

通じて、英語能力の底上げを図っている。 

（４）国際大学院プログラム A 

国際大学院プログラム A（国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム）

として「持続可能な発展のための国際高等技術者育成特別プログラム」（2017 年まで）、国際大

学院プログラム A（国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム）「先端物質創成による

超スマート社会実現のための高度人材育成特別プログラム」（2018 年〜）に加え、清華大学と

のダブルティグリープログラム、理研連携国際スクール、東工大-MIT 学生支援プログラムな

ど、多数の国際共同プログラムを実施しており、学生の国際感覚醸成に大きく寄与している。 

（５）学生の長期、短期海外派遣プロジェクト 

学生の長期、短期海外派遣プロジェクトとして、文部科学省原子力人材育成等推進事業「グロ

ーバル原子力人材育成ネットワークによる戦略的原子力教育モデル事業」、大学の世界展開力強 

化事業「健康・医療産業や原子力・エネルギー産業を先導する日露工学系人材育成プログラ

Administrator
情報の更新，追記可能でしたら，更新等いただくとよいと思います。

Administrator
産連本部に確認し，更新しました。

Administrator
上記と同様です

Administrator
産連本部に確認し，更新しました。

Administrator
データをお持ちでしたら，第三期の，と修正いただくとよいかと思います。

Administrator
FISから関連データを抽出し，更新しました。
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ム」、日欧原子力交換留学生プロジェクト(EUJEP2)など、多数のプログラムを実施している。 

（６）早期卒業 

応用化学系では 2019 年３月には２名の学生が在学３年、2019 年９月には５名の学生が在学３

年半で早期卒業した。 

（７）理工統合物質創成イノベーション研究推進体 

各教員が個別に実施している革新的な特定研究分野をグループ化して、国際的な研究拠点形成

の基盤或いは社会ニーズ/国家的目標に対応した新プロジェクトを戦略的に展開するため、物質

理工学院独自の理工統合物質創成イノベーション研究推進体を主導的に構築して研究を推進し

ている。イノベーション研究推進体は、企業ニーズにその研究シーズを一致させることで、産

学連携のモデルを構築するとともに、国の資金等による大型プロジェクトのニーズに対して、

戦略的かつ機動的に対応することを可能としている。また、外部機関や企業に所属する職員

が、本学の教授、准教授を兼務して強い連携のもとに、研究・教育を推進している。 
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Ⅲ 各水準の分析 

１．教育の水準の分析 

（１）教育活動の状況 

＜１ 教育課程方針＞ 

・教育課程方針において、学生や授業科目を担当する教員が解り易いように 

①教育課程の編成の方針 

②教育課程における教育・学習方法に関する方針 

③学習成果の評価の方針 

を明確かつ具体的に明示していること 

・教育課程方針が学位授与方針と整合性を有していること 

 

＜２ 学位授与方針＞ 

・学位授与方針を、大学等の目的を踏まえて具体的かつ明確に策定していること 

 

Administrator
？　＜教育課程方針＞と＜学位授与方針＞が、後述の画像に集約されているなら、項目は二つを合わせてもよいでしょうか。
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〇複合系コース 
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＜３ 教育課程の編成、授業科目の内容＞ 

・教育課程の編成が、体系性を有していること 

1-1 学修の心得 

1-2 教養科目 

1-3 学士学修案内 

1-4 大学院学修案内 

1-5 リベラルアーツ研究教育院コア学修 

1-6 教育プログラムの特徴-くさび型教育 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 教養教育では、社会性と人間性を兼ね備えた「志」ある人材の育成を目標とし、定期的に履

修するコア学修プログラムを設置している。 
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〇 学士課程１年次必修「東工大立志プロジェクト」では、４名組のグループワークを通して大
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学での学びに向けて志を立て、強い動機を持たせ、３年次必修「教養卒論」では、将来の研

究や活動と社会との関わりや社会への貢献を、ペアワークによるピアレビューを通して５千

字以上の論文にまとめさせた。修士課程では、学生の半数が履修する選択科目「リーダーシ

ップ道場」で、グループワークを通してリーダーシップの基礎概念や発揮手法の実践的理解

を促した。 

〇 博士後期課程の選択必修科目「教養先端科目」「学生プロデュース科目」において、SDGs の解

決に向けたグループ論議を行わせ、ポスター発表を含むシンポジウムを学生主体で年３回開

催 した。  

〇 学士課程の 200 番台専門科目を再編・統合し基礎的導入部分の共通化を図るとともに、300 番

台科目で専門性の深化を促すカリキュラムを編成した。修士・博士後期課程の専門科目につ

いて、基礎的な講義・演習科目を拡充し、産官学の著名な研究者を招聘した集中講義を設置

するなど、基礎から応用までの幅広い階層に対応したカリキュラムを編成している。 

 

※別冊資料（教育） 

・1-1 学修の心得 

・1-2 学士学修案内 

・1-3 大学院学修案内 

 

〇 気候変動問題に具体的な対策を施し（SDGs-13） 、エネルギーをみんなにクリーンに供給

（SDGs-７）することが、人類が直面する全世界的な課題となっている。産業界においてもこ

れらの課題に対応することが要請されており、エネルギーコースではこれらの問題解決に資

する研究者、技術者を養成するために、大学院生に俯瞰力と課題発見力を身につけてもらう

ことを目的に省庁と産業界から講師を招き、エネルギーを取り巻く現代的視点を教授してい

ただいている｡ 

 

※エネルギーコースフライヤー 

http://www.energy.titech.ac.jp/en/news/files/EC_flyer_0327_low.pdf 

 

 
 

http://www.energy.titech.ac.jp/en/news/files/EC_flyer_0327_low.pdf
Administrator
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〇 知識のバックグラウンドにばらつきがある他大学出身の大学院生も円滑に学習が進められる

よう、応用化学系の大学院講義の導入となる各種の「概論科目」「基礎（導入）科目」を新た

に開講した。また、種々の実習を含む大学院講義「化学環境安全教育」を開講し、学士課程

時代に実験の経験が乏しい学生も安全に研究を進められるよう配慮している。 
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〇 2018 年９月 28 日に新日本製鐵(株)（現 日本製鉄(株)）と組織的連携協定を結び、産学官が

連携した研究及び教育プログラムを推進している。具体的には、特定教授として選任された

２ 名の専門家による 400 番台科目の開講、300 番台科目における製鉄所の工場見学及び研究

所訪問を通して、実践的な教育を実施している。さらに、社会人博士として在籍する研究者

の研究指導について、本学教員及び前述した特定教授が共同して指導する研究体制を構築す

ることで有機的な産学連携研究活動を実践している｡ 

〇  文部科学省博士課程教育リーディングプログラムで採択されたグローバルリーダー教育課程、

環境エネルギー協創教育課程及びグローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育

課程を設置し、産学官からの要請に応えながら国際社会を牽引できるリーダーを養成する分

野横断型の学位プログラムとして運用している。さらに、文部科学省卓越大学院プログラム

として 2018年度に「物質・情報卓越教育院」が採択された。物質と情報を自在に操り社会に

貢献する「複素人材」の育成を目標として、産業界とも有機的に連携し、運営を開始してい

る。  

 

  
 

〇 全ての大学院生にキャリア科目の取得を必修化、単位要件（修士課程２単位以上、博士後期

課程４単位以上）に加えて Graduate Attributes（GA）を全て満たすことを必須とし、全学

で 500 を超えるキャリア科目を提供している。特に博士後期課程の学生は、自らのキャリ

アプランに応じてアカデミックリーダー教育院（ALP）又はプロダクティブリーダー教育院

（PLP）を選択し、選択に応じた GA を修得するもので、社会ニーズに即したキャリア教育

体系を構築している。 
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＜４ 授業形態、学習指導法＞ 

・授業科目の内容が、授与する学位に相応しい水準となっていること 

・１年間の授業を行う期間が原則として 35 週にわたるものとなっていること 

・各科目の授業期間が 10 週又は 15週にわたるものとなっていること。10 週又は

15 週と異なる授業期間を設定する場合は、教育上の必要があり、10 週又は 15

週を期間として授業を行う場合と同等以上の十分な教育効果をあげていること 

・シラバスに授業名、担当教員名、授業の目的・到達目標、授業形態、各回の授

業内容、成績評価方法、成績評価基準、準備学習等についての具体的な指示、

教科書・参考文献、履修条件等が記載され、学生に対して明示されていること 

・教育上主要と認める授業科目は、原則として専任の教授・准教授が担当してい

ること 

1-7 授業日程 

1-8 キャリア支援部門令和 2 年度活動報告 

 

【在学生の海外派遣状況】 

◎海外派遣学生数 

年度 

学士課程 修士課程 博士後期課程 

学生数 
海外派遣 

学生数 
学生数 

海外派遣 

学生数 
学生数 

海外派遣 

学生数 

2016   349 17 51 15 

2017 192  756 44 148 20 

2018 387 50 847  222  

2019 775 37 867 24 260 3 

2020 799  876 2 259 1 

2021 791 2 887 7 273 1 

 

 

◎在学生の海外派遣率 

 

（学士課程） 

 

  
 

 

 

 

 

Administrator
★　以下、内容別に【】で分別した
　　“海外派遣”については、表が記載されているため、◎で分別した
“○○課程”は（）を追記した
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（修士課程） 

 

  
  

（博士後期課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【専任教員あたり学生数】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

         

   
 

（博士後期課程） 

 

 
 

【専任教員に占める女性教員の割合】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

 
 

（博士後期課程） 

 
 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 教養教育コア学修プログラムでは、学士課程から博士後期課程まで、ペアワーク、グループワ

ークを主体としたカリキュラムを推進した。 

〇 学士課程３年次で文章作成法とレビュー法を、修士課程でリーダーシップ発揮手法を実践的に

教授した。コア学修プログラムでは、大学院生がファシリテーターを務めるなど、学び合いの

環境を提供した。 

〇 教養卒論の優秀論文執筆者には発表会の機会を与え、博士後期課程では発表やシンポジウム実

施を課するなど、学修成果の可視化を推進した。 

〇 学生主体の多様な学びを支えるため、FD 研修を受講した教員が、複数名担当を含めた授業を

展開し、クォーター毎に振り返りの FD に参加し、学習指導法の見直しを行った．また、一部

の教室について、可動式の机や椅子の配置や床に座って話し合いができるように改装し、アク

ティブラーニングに適した整備を行った。 

〇 学士課程１年生科目「科学技術の創造プロセス」では新入生を５-６名の班に分け、身近にあ

るデバイス（キッチンタイマー等）を分解させ、その機構を解明させる過程で学生間の意見交

換により「なぜ？」が生まれ、自ら考える講義を行っている｡ 

〇 専門実験科目では実験結果の口頭発表と質疑応答を行い、プレゼンテーション能力、コミュニ

ケーション能力を必要とする学習内容としている。少人数のチームによるコンテスト形式の実

験課題を設定することで能動的な学習を促し、学習意欲を高める工夫もおこなっている。また

実験の内容を同時期開講の講義と連携させ、学生の理解を深めている｡  
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〇 学生の年次、レベルに応じて求められる倫理教育内容をチェックリストにまとめ、到達度を自

己評価する体制を整備した。「科学技術の最前線」「物質理工学リテラシ」などの研究倫理を扱

う 講義に加えて、E-ラーニングの受講や研究室教育を通じた多面的な倫理教育を実施してい

る。 

〇 エネルギーコースでは学院横断型の教育プログラムである特徴を活かして、異なる学術分野を

背景とする学生がお互いに意見交換できるプログラムとして「エネルギーイノベーション協創

プロジェクト」を実施しており、修士学生の約 80％が受講している｡ 

〇 社会課題や人材需要に即応できる人材の育成を目指し、広い視野を持つとともに自らの適性に

ついてのより深い洞察を得ることを目的として実施する科目として、材料系においては学士課 

程では国内組織向けと海外組織向けの「材料科学インターンシップ A及び B」を開講している。

また、修士課程では国内組織向けと海外組織向けの「材料工学オフキャンパスプロジェクト A

と B」、博士課程では「材料科学派遣プロジェクト」を開講している。応用化学系では、インタ

ーンシップ活動の時期、期間に応じて柔軟に単位化できる「応用化学インターンシップ」「応

用化学 Advanced Internship」「応用化学派遣プロジェクト」を開講している。また、学士課程

３年次の第２クォーターに必修科目は開講せず、夏休みと連動（６-８月）させてインターン

シップを実施しやすくなるようにしている｡ 

〇 文部科学省・廃止措置等基盤研究・人材育成プログラムや原子力規制庁・原子力規制人材育成

事業に基づき構築した新しい単位取得プログラムにおいて、規定した修了条件を満たした学生

に対して、教育課程修了認定証を発行すると共に、優秀学生には奨励賞を授与することで、学

生のモチベーション向上・学習成果の向上を図っている。 
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〇 博士後期課程の学生向けにアカデミックリーダー教育院（ALP）、プロダクティブリーダー教育

院（PLP）別に 10 日以上の授業型（単位取得型）インターンシップ科目を用意するとともに、

修士課程学生向けにもインターンシップ科目を設置し、大学院生のキャリア開発に有効な授業

形態を提供している。 また、産業界と連携して「中長期インターンシップ説明・情報交換会」

を開催するとともに、企業のインターンシップ受入れ情報の学内共有、インターンシップマッ

チングシステムの紹介、海外企業・研究機関でのインターンシップを目指す学生を対象とした

英語研修の実施等を通して、学生にインターンシップマッチング機会を提供している。 

 

＜５ 履修指導、支援＞ 

・大学院課程（専門職学位課程を除く）においては、学位論文（特定の課題について

の研究の成果を含む）の作成等に係る指導（以下「研究指導」という）に関し、指

導教員を明確に定めるなどの指導体制を整備し、計画を策定した上で指導すること

としていること 

・学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し、指導、助言が行われ

ていること 

・社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組を実施していること 

・障害のある学生、留学生、その他履修上特別な支援を要する学生に対する学習支援

を行う体制を整えていること 

 

1-8 キャリア支援部門令和 2 年度活動報告 

1-9 東京工業大学アカデミック・アドバイザー制度に関する規則 

1-10 学修コンシェルジュ 窓口のご案内 

1-11 学士課程（新入生向け）学修コンシェルジュによるガイダンス配布資料 

1-12大学院課程（新入生向け）学修コンシェルジュによるガイダンス配布資料（英） 

1-13大学院課程（新入生向け）学修コンシェルジュによるガイダンス配布資料（日） 

1-14 新入生（学士課程）総合オリエンテーション資料 

1-15 大学院新入生オリエンテーション資料 

1-16 東京工業大学学士課程における成績不振学生の修学指導に関する申合せ 

1-17 キャンパスガイドブック 

1-18 バリアフリー支援室案内 

1-19HUB-International Communications Space 

1-20 保健管理センターのしおり 

1-21 留学生チューター _ 留学生向け情報 _ 在学生の方 _ 東京工業大学 
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【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 対話を主としたコア学修プログラムにおいて、学生が対話に困難を有する場合は、各科目実

施ワーキンググループが対応した。必要な際は保健管理センターや学生支援センターと連携

し、年度をまたいで学生の履修に配慮した。 

〇 2019 年度からは初年次及び３年次の必修科目において、複数回欠席した学生を早期に発見し

て対応する取り組みを開始した。 

〇 University Education Administrator を中心としてワーキンググループを設置し、コア学修

プログラムの教育効果を可視化する取り組みを 2019 年に開始した。 

〇 学習目標や希望進路などとともに学修計画とその振り返り、自己分析等を各学生が web 入力

してその結果をアカデミックアドバイザー教員と共有する「学修ポートフォリオ」を用意し

た。可視化された達成度を学修指導に活用している。 

〇 新入生を６クラスに分けて、主・副アカデミックアドバイザーの教員を学生毎に配置し、系

所属に合わせてクラス編成を調整するなど、細やかな就学指導を行なっている。また、年次

進行に合わせて歓迎会や懇親会を設け、学生間及び学生と教員が交流する場を設けている。

定期的な面談や「学修ポートフォリオ」web システム、電子メールなどを通じて学修、生活面

で学生を支援するとともに、学習意欲向上のための助言をおこなっている。 

〇 大岡山キャンパス、すずかけ台キャンパスを遠隔講義システムで結び講義が可能となる環境

を用意した。大学院では、異なるキャンパスで同じコースの講義科目を行っているが、これ

までは、学生がキャンパス間を移動する必要があった。TV 中継遠隔講義を行える環境を用意

することで、学生はより多様な科目の受講が可能となり、幅広い分野の知識を得ることがで

きるようになった。 

〇  修士課程学生においても、各系や学生相談室と連携し、学生の就学上の課題や悩みを聞き出

し、指導教員と相談する等、学習環境の改善・意欲の向上に資する指導を行っている。大学

院講義の英語化が必須となった 2019 年度においては、基本的に授業を英語で実施している

が、英語があまり得意でない学生に対しても内容理解を助けるため、配布資料や板書、口頭

コメントを含めた日本語の補足を実施している。 

〇 大学院を修了した後のキャリアパスを考える機会を与えることを目的に、主に修士課程の学

生を対象とした企業見学会、業界説明会のプログラムを提供している。国、民間企業の最前

線で研究開発をしている方々と直接交流する機会を通して、将来の就労やキャリアの積み方

などに関するイメージを考え、作り上げるための機会として活用されている。 

〇 博士後期課程学生に対して、イノベーション人材養成機構（IIDP）が提供するキャリア科目

の履修を課している。アカデミックリーダー教育院（ALP）、プロダクティブリーダー教育院

（PLP）科目を用意しており、学生の多様なキャリアプランに応じた形でキャリア意識を涵養

できるように配慮している。 

〇 イノベーション人材養成（IIDP）コーディネーターを特任教授として配置して、大学院生が

社会に出た後にも継続してキャリア開発を可能とする教育プログラムを構成しており、社会

に出る前のキャリア支援とは明確に区別したキャリア教育の枠組みを構築している。 

 

＜６ 成績評価＞ 

・成績評価基準を学位授与方針及び教育課程方針に則して定められている学習成果の

評価の方針と整合性をもって、組織として策定していること 

・成績評価基準を学生に周知していること 

・成績評価基準に則り各授業科目の成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われて

いることについて、組織的に確認していること 

・成績に対する異議申立て制度を組織的に設けていること 

別冊資料（教育） 

1-22 東京工業大学における成績に対する確認及び不服申立てに関する要項 
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【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 教養教育コア学修プログラムでは、同一科目でも多数のクラスに分かれる授業があるので、

統一した成績評価基準を教員間で共有し、厳格に成績を評価している。対応に疑義のある場

合には、各科目実施ワーキンググループが対応し、基準がずれないように対応している。 

〇 各講義科目について成績評価の基準及び評価方法をシラバスに明記して公開し、学生の学習

の目安とするとともに、厳格な成績評価を担保している。また、低学年、多クラス開講の科目

を中心に、平均点を一定の範囲内とするように学院内での教育委員会で申し合わせ、情報共

有することによって、クラス間、科目間の不公平が生じないように配慮している。 

〇 エネルギーコースの必修科目において、講義時のクイズ回答等の評点と、期末試験の評点を

ミックスした評価手法を採用し、シラバスに明記した上で実施している。 

〇 大学院研究中間発表会を開催し、すべての教員によって全員を評価しているが、点数評価だ

けでなく、評価コメントをその場で口頭及び文書としてすべての学生に提供している。個々

の学 生はこの評価を参考に以後の研究や学習の計画にそれらを反映させることができてい

る。 

〇 各講義科目の成績から算出されるグレード・ポイント・アベレージ（GPA）及びグレード・

ポイント・トータル（GPT）を取得 GPA 単位数とともに成績表などに明示している。GPA 値

は系所属や研究室配属などの際の基礎資料として利用することを学生には周知し、学生の到

達度評価、及び学習意欲向上のための指標の一つとして活用している。 

〇 キャリア教育の学修成果を可視化する手法として Graduate Attributes（GA）を導入し、修

士課程では２項目（C0M、C1M）、博士後期課程ではアカデミックリーダー教育院（ALP）、 
プロダクティブリーダー教育院（PLP）それぞれ４項目（ALP では A0D、A1D、A2D、A3D、

PLP では P0D、P1D、P2D、P3D）用意している。これにより、修士課程及び博士後期課程

学生と教員双方がキャリア能力の開発状況を逐次確認できる体制を整えている。 

 

＜７ 卒業（修了）判定＞ 

・大学等の目的及び学位授与方針に則して、卒業又は修了の要件（以下「卒業修了要

件」という。）を組織的に策定していること 

・大学院課程においては、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査に

係る手続き及び評価の基準（以下「学位論文審査基準」という。）を組織として策

定されていること 

・卒業又は修了の認定を、卒業修了要件（学位論文評価基準を含む）に則して組織

的に実施していること 

※別冊資料（教育） 

1-23 東京工業大学学修規程 

1-24 東京工業大学大学院学修規程 

1-25 東京工業大学修士，博士及び修士(専門職)学位審査等取扱要項 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 教育改革を機に学士課程、修士課程ともに早期卒業、早期修了のための条件、判定プロセス

を明文化、共通化し、優秀な成績を修めた学生が積極的に活用できるようにした。また旧専

攻でまちまちであった修士中間発表会の開催時期や発表時間等を統一し、進捗状況の確認等、

指導のための重要な機会として位置づけ運営している｡ 

〇 卒業論文発表会では、本学教員だけでなく、民間企業等に就職した卒業生を外部評価者とし、

評価に加わっていただいている。産業界でキャリアを積んだ、大学教員とは異なる視点の評

価者を加えることで、多角的に発表を評価している。また、審査に当たっては、評価表を作

成し、審査基準を共有して進めている。 
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〇 ディプロマ・ポリシーの達成度を評価するための学位論文審査基準を設け、その審査基準に

基づいた客観的な評価を審査員５名以上で実施している。新規性と独創性に優れ、主要部分

が国際的な学術雑誌等に掲載されているか、あるいは掲載される水準であることを判定の基

準としている。 

〇 教育改革前には専攻毎で異なっていた学内外の審査員数、原著論文数、共著者の取り扱い、

公聴会、最終審査の時間内容、英語試験、類似度判定など博士修了要件に関する諸条件を、

早期修了のケースも含めて共通化、明文化し、厳格に学位論文審査を実施できる体制を整え

た。また、博士論文中間発表会についても開催時期や発表時間等を統一し、進捗状況の確認

等、指導のための重要な機会として位置づけ運営している。 

〇 エネルギーコースでは、修士課程、博士課程において中間発表などの機会を利用して学位論

文研究の進捗状況を管理するとともに、学位論文審査においては異分野の審査員を加えるこ

とを推奨し、多角的な審査を実施している｡ 

〇 博士学位論文は、新規性と独創性に優れ、十分な学術的価値を持つ自著の論文であり、主要

部分が国際的な学術雑誌等に掲載されているか、あるいは掲載される水準でなければならな

い｡材料系では英文での執筆を推奨している。 

〇 Graduate Attributes（GA）は倫理内容を含み、修士課程は C0M、C1M、博士後期課程は A0D～

A3D 及び P0D～P3D の取得が修士課程及び博士後期課程修了の要件とされており、キャリア能

力の明確な評価体制が構築されている。 

 

＜８ 学生の受入＞ 

・学生受入方針が確認できる資料 

・入学定員充足率 

※別冊資料（教育） 

       1-26 入学定員充足率（H28-R3) 

 

【学生受入方針】 

  

Administrator
★　何に該当する資料かを記載
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〇複合系コース 
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【女性学生の割合】 

（学士課程） 

        
 

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

        

 

【社会人学生の割合】 

（学士課程） 

        

（修士課程） 

        

（博士後期課程） 
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【留学生の割合】 

（学士課程） 

        
 

（修士課程） 

        
 

（博士後期課程） 

        
 

【受験者倍率】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

        
 

（博士後期課程） 

        
 

【入学定員充足率】 

（学士課程） 

        

（修士課程） 
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33 
 

（博士後期課程） 

        
 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 高校生・一般向けのオープンキャンパスを毎年８月に全学をあげて実施している。模擬講義

や説明会など系としての催しと、建物全体を会場として各研究室での催しを実施している。

オープンキャンパスを実施するとともに AO 入試、高大連携サマーチャレンジによる特別選抜

等の入試施策によって、多彩な背景、素養をもつ学生の入学を促している。また大学院につ

いても、教育改革に伴う入試方式の変更後、東工大以外の出身者の比率が約 53％（2020 年度

入試）となるなど入学者の経歴は多様化している。その他、高専訪問による入試説明会をは

じめ、様々な学習履歴をもつ学生の入学を促す方策を継続しておこなっている。 

〇 エネルギーコースでは、ウェブサイトの拡充やリーフレットを作成するとともに、志願者へ

のコースの認知を高めるため、各系で開催されている入試説明会において PR 活動を行ってい

る。機械系では、大岡山４回、すずかけ台６回の計 10 回実施している。応用化学系では、入

試説明会の際に、複合系コース説明の一環でエネルギーコースの説明をしている。またオリ

エンテーションでは、系の共通事項に加えて、コース毎の説明時間を設けている。 

〇 2018 年度より、大連理工大学材料系の日本語強化クラス(５年制)との間で転入学制度を開始

した。３年次を終了した大連理工大学の学生を、東工大の２年次の途中に編入させる制度で

あり、2018年度に１名、2019 年度に２名の学生が入学した。面接入試は現地に赴き行い、入

試終了後、次年度に入学対象となる学生に向けた入試説明会を行っている。  

 

＜９ 教育の国際性＞ 

・卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位授与

方針に則した学習成果が得られていること 

 

年度 

学士課程 修士課程 博士後期課程 

学生数 
海外派遣 

学生数 
学生数 

海外派遣 

学生数 
学生数 

海外派遣 

学生数 

2016   349 17 51 15 

2017 192  756 44 148 20 

2018 387 50 847  222  

2019 775 37 867 24 260 3 

2020 799  876 2 259 1 

2021 791 2 887 7 273 1 

 

 

67.4%
78.3%

56.6% 58.1%
66.7%

76.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2016 2017 2018 2019 2020 2021

指標7:入学定員充足率
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【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 博士後期課程の選択必修科目「教養先端科目」「学生プロデュース科目」は英語での対話を主

体としたアクティブラーニング形式の講義を行っている。最終回のグループ発表やシンポジ

ウム開催に向けて、学生が英語での会話を授業内外で積極的に行うことを促している。 

〇 全学協定及び旧工学系の派遣交換プログラム以外に、2016 年度以降、物質理工学院独自の交

流プログラムを開発し、派遣及び受入を行っている。これまでのパートナー校との重複を避

けて、部局間協定をヨンショーピング大学、ワルシャワ大学、ジェノバ大学+イタリア学術会

議―物質科学・エネルギー技術研究所、ドイツ航空宇宙センター、フランス国家計量標準研

究所、フランス航空宇宙研究所と新たに協定を締結している。 

※ 参考（東工大データブック 2021-2022，P26-30） 

https://www.titech.ac.jp/public-relations/pdf/databook2021-2022-ja.pdf 

〇 材料系と大連理工大学が協力し実施している国際教育イベントでは、毎年９月初旬に学士課

程３年生５−６名が大連理工大学を訪問し、８日間の合同実験を行なっている。また、大学院

生を中心に大連と東京の双方で合同ワ－クショップを開催し、両大学の学生及び教員間の研

究交流を図っている。 

〇 国際大学院プログラム A（国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム）

として「持続可能な発展のための国際高等技術者育成特別プログラム」（2017 年まで）、国際

大学院プログラム A（国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム）「先端物質創成に

よる超スマート社会実現のための高度人材育成特別プログラム」（2018 年〜）に加え、清華大

学とのダブルティグリープログラム、理研連携国際スクール、東工大-MIT 学生支援プログラ

ムなど、多数の国際共同プログラムを実施しており、学生の国際感覚醸成に大きく寄与して

いる。 

〇 学生の長期、短期海外派遣プロジェクトとして、文部科学省原子力人材育成等推進事業「グ

ローバル原子力人材育成ネットワークによる戦略的原子力教育モデル事業」、大学の世界展開

力 強化事業「健康・医療産業や原子力・エネルギー産業を先導する日露工学系人材育成プ

ログラム」、日欧原子力交換留学生プロジェクト(EUJEP2)など、多数のプログラムを実施して

いる。 

〇 エネルギーコースでは、海外有名大学の教員による特別講演会（18 年度、オーストラリア国

立大学、19年度、アーヘン工科大学）を企画・開講している｡ 

〇 大学院生向けイノベーション人材養成機構（IIDP）開講キャリア科目のうち約 40％を英語開

講科目とし、さらに英語を母国語とする特任教員を２名配置することで、キャリア教育の国

際性を担保するとともに、留学生及び外資系企業の要望に応えている。 

 

＜10 地域連携による教育活動＞ 

〇 大岡山キャンパス所在地の大田区と連携して「東工大・おおたサイエンスフェスタ（地域小

学校への出前授業）」「おおた区民大学」などのイベントを毎年開催しており、地元との協力

関係を築く上で一役買っている。また、各地の高校、高専への出張講義や、CERI（一般財団

法人 化学物質評価研究機構）寄附公開講座「ゴム・プラスチックの安全、安心―身の回りか

ら最新の話題まで―」、高分子インフォマティクス研究部門講演会の開講など、外部組織と連

携した数多くの活動をおこなっている。 
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〇 慶應義塾大学システムマネジメント研究科、首都大学東京、電気通信大学、横浜国立大学と

キャリア科目の受講やキャリアイベントへの参加について連携している。また、政府機関や

企業、同窓会組織と連携して Dr's K-meet（博士後期課程学生向けキャリア情報提供）、Career 

Talk（留学生向けキャリア情報提供）、中長期インターンシップ説明会等を開催し、大学院生

に対して社会との多様な接点機会を提供している。 

 



 

 

36 
 

   
 

＜11 教育の質の保証・向上＞ 

・就職先等からの意見聴取の結果により、大学等の目的及び学位授与方針に則した

学習成果が得られていること 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 毎年度、全学で開催している泊まり込みの FD 研修に教員を派遣し、分野の垣根を超えた教員

に関する問題点を議論し、教育プログラムの改善に役立てている。また、毎年度、各教員が

自身の教員評価を実施し、キャリア開発を心掛けている。 

〇 アクティブラーニング、英語講義、科目設計法、オンライン教育、アカデミックハラスメン

ト等の幅広いトピックについて FD研修を適宜開催し、教員の教育力の向上に努めている。ま

た学生による授業学修アンケート結果の教員へのフィードバックによって、授業改善を図っ

ている。研究、社会貢献も含めた教員評価の結果は、東工大ポータル内の教員自己点検シス

テム内にまとめられており、教員自身で把握できる環境が整えられている。 

〇 エネルギーコースでは、エネルギー学理講義群科目を対象にして授業評価アンケートの結果

に基づいて講義内容の見直しや、講義実施体制の確認、成績評価方法の在り方について、月

１回開 催している教育委員会において検討し、継続的な教育改善に取り組んでいる｡ 

〇 キャリア教育に携わる教員の海外研修の機会を設けて担当教員のキャリア開発を進めるとも

に、海外のキャリア教育状況の理解を深めてキャリア教育の改善を継続する体制を整えてい

る。さらに、学院の専門教育担当教員との意見交換を実施してキャリア教育の課題を抽出し、

PDCA サイクルを継続している。 
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＜12 学際的教育の推進＞ 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 応用化学系と材料系の学域における異分野融合教育のため、大学院において安全に関する講

義「化学環境安全教育第一」を合同で開講している。互いの系における教育内容を見直すと

共に、安全教育という実験系では共通の課題に対して協力して教育にあたっている。また、

研究室に所属している学士課程４年生も本講義を履修してよいこととしており、広範な学生

と教員の融合から学際的教育の推進を実現している。 

〇 学際的教育のための複合系コースとしてエネルギーコース、ライフエンジニアリングコース、

原子核工学コース設立に参加し、他系と協力し、学際的研究・教育環境を推進した。合わせ

て、これら複合系コースの応用化学系講義から応用化学コース学生の推奨科目を選定し、応

用化学コース学生にも学際的教育の機会を開いた。応用化学系のみならず他系の複合系コー

ス学生に対しては、応用化学コース講義から、他系の複合系コース学生への推奨科目を選定

し、応用化学コース以外の学生も幅広く受け入れ、全学的な学際的教育のテーラーメードの

履修を可能とした。 

〇 従来の学術分野の分類では、物理、化学、材料、機械、電気などにまたがるエネルギーに関

連する学術体系を、新たに「多元的なエネルギー学理」として再構築し、2016年度より学院

を横断する複合系コースとして、エネルギーコースを修士、博士の教育プログラムとして設

置した｡ 

〇 エネルギーコースでは、学院横断型の教育プログラムである特徴を活かして、異なる学術分

野を背景とする学生が、お互いに意見交換できるプログラムとして「エネルギーイノベーシ

ョン協創プロジェクト」を実施しており、修士学生の約 80％が受講している｡ 

〇 エネルギーコースでは、修士課程、博士課程において中間発表などの機会を利用して学位論

文研究の進捗状況を管理するとともに、学位論文審査においては異分野の審査員を加えるこ

とを推奨し、多角的な審査を実施している｡ 

〇 教務 WEB の履修申告システムを利用することで、他系・他学院で開講される専門科目を含め

た履修計画が容易となっている。第一、第二、第三クォーターには、材料の観察・分析技術

を習得することを目的とした大学院科目「実践 SEM 観察技術概論」を開講し、他学院からも

多くの履修希望が寄せられている。 

 

＜13 リカレント教育の推進＞ 

【社会人学生の割合】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

        
 

（博士後期課程） 

         

 

【正規課程学生に対する科目等履修生等の比率】 

（学士課程） 

         

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

         
 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 設置されている全科目に対し、科目履修生として受講できる受け入れ体制を整えている。特

に現役の社会人が履修生の場合、就業時間との兼ね合いから全授業を受講できないケースが

発生する場合もあるが、柔軟に対応して期間内に履修を進められるように個別対応するなど、

リカレント教育を安心して進められるように工夫している。 

〇 エネルギーコースでは「エネルギー理工学社会人特別実験・演習」などの講義を準備し、社

会人博士課程学生の自主的な学習を促している。 

〇 2016 年度以降、様々な産業分野から計 16 名の社会人博士を受け入れている(金属分野)。年

度別の入学者の内訳は、2016 年度入学（１名）、2017 年度入学（２名）、2018 年度入学（11

名）、2019 年度入学（２名）であり、年度推移に目立った傾向は見られない。 

〇 材料系金属分野では、日本の産業界を支えている中小企業、特に、鉄鋼材料の熱処理に関わ

る中小企業の現場で働き将来会社の中核の担う方々のために、１年半をかけて熱処理の意味、

重要性を講義する製造中核人材育成講座「金属熱処理スーパーマイスタープログラム」を隔

年で実施している。 

毎回、約 20 名の受講生を募集し、本学での座学及び実習約 100 コマ(各週の土曜日)の講義、

及び企業インターンシップを行うことにより、将来の産業界を支える人材を養成しており、

2008 年に開始して以来、合計 119名が受講し、本学学長名の修了証を授与している。 

〇 社会人として博士後期課程に在籍する学生に対してはリカレント教育発展研修等の科目を用

意している。自己のキャリアデザインを指導教員とともに振り返り、さらに再考することで、

本学が求める Graduate Attributes（GA）項目を勤務先での業務活動を通して評価し、キャリ

ア能力開発を継続発展させるプログラムを提供している。 
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（２）教育成果の状況 

＜１ 卒業（修了）率、資格取得等＞ 

・標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率、

資格取得等の状況が、大学等の目的及び学位授与方針に則して適正な状況にある

こと 

別冊資料（教育） 

・標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率 

・博士の学位授与数（課程博士のみ） 

 

【博士の学位授与数（課程博士のみ）】 

授与年 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

個数  1 40 81 63 78 

     【留年率】 

（学士課程） 

        
 

（修士課程） 

        
 

Administrator
★　「Ⅱ」→「（２）」　サイズ等変更
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（博士後期課程） 

        

【退学率】 

（学士課程） 

        

（修士課程） 

        



 

 

42 
 

 

（博士後期課程） 

        

【休学率】 

（学士課程） 

        

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

        
 

【卒業・修了者のうち標準修業年限内卒業・修了率】 

（学士課程） 

        
 

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

        
 

【卒業・修了者のうち標準修業年限×1.5 年以内での卒業・修了学率】 

（学士課程） 

        
 

（修士課程） 

Administrator
？ ”学”は削除していいでしょうか
　　（グラフの題名ご参照）
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（博士後期課程） 

        
 

【受験者数に対する資格取得率（教員免許）】 

（学士課程） 

        

 

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

        

 

【卒業・修了者数に対する資格取得率（教員免許）】 

（学士課程） 

         
 

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

        
 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 第３期中期目標期間における学生数は修士課程の一学年で平均 50 名、博士課程の一学年で平

均 10 名程度となっており、教員数を考慮すると高い水準を維持している。優秀な学生は多く

の学会発表や学術論文の発表を行っており、学会ポスター賞などの受賞歴も多数ある。 

〇 早期卒業は珍しいことではなくなり、実質的に概ね１年の卒業研究（学士特定課題研究）を

行っている。卒業研究では専門分野の大きな変更やリベラルアーツでの実施もあり、学生の

志向に対応した運営を行っている｡ 

〇 応用化学系では 2019 年３月には２名の学生が在学３年、2019 年９月には５名の学生が在学

３年半で早期卒業した。 

 

＜２ 就職、進学＞ 

・就職（就職希望者に対する就職者の割合）及び進学の状況が、大学等の目的及び

学位授与方針に則して適正な状況にあること 

 

【進学率】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

        
 

（博士後期課程） 

        

【卒業者に占める就職者の割合】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

        

 

（博士後期課程） 
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【職業別就業率】 

（学士課程） 

         

 

（修士課程） 
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（博士後期課程） 

         
 

【産業別就職率】 

（学士課程） 
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（修士課程） 

         
 

（博士後期課程） 
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【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 毎年度、就職担当教員が修士課程２年生の就職活動に関する助言を行っている。また、分野

のホームページにインターンシップや求人情報を掲載しており、学生が迅速に情報を収集で

きる環境を整えている。全学の進学セミナーや就職活動イベントを通じて多様なキャリアパ

スの提示を行っている。 

〇 学修ポートフォリオへの記入により、積極的な自己分析を行うことができている。また、そ

れを基にした将来設計について考えることにつながっている。進路決定では、学修ポートフ

ォリオの記入をもとにアカデミックアドバイザーからのアドバイスも活用し、適切に判断し

ている。 

〇 これまで比較的多くの卒業生・修了生が就職している企業から、OB・OG を主体とした方々を

招き、学生に関係業種の説明や就職にまつわる体験談を披露いただく会及び懇談会を開催し

ている。 

〇 学士課程１年次の系所属に関する説明会や博士後期課程進学説明会等で、社会における博士

号取得者の重要性や、博士課程で伸ばせる力、身につく力を示しつつ、多様なキャリアパス

を示すことで、未来へつながることを啓蒙している。また、東工大博士の採用のため 80 社以

上の企業が学内に来訪する蔵前工業会主催の「Dr’s K-meet(旧ドクターズキャリアフォーラ

ム）」なども活用することで、博士後期課程学生の就職率は向上している。具体的には 2016 か

ら 2017 年度の平均就職率は 85%であったが、2018 年度は 98%と好調であった。2018 年度就

職先は、IHI、クレハ、コニカミノルタ、三洋化成工業、島津製作所、昭和電工、住友ゴム工

業、スリーエムジャパン、武田薬品工業、東亞合成、東京エレクトロン、日本ゼオン、日本

ビックメント、日立化成、日立製作所(２名)、東芝デバイス＆ストレージ、東芝東北テクノ

アーチ、マーレフィルターシステム、ホルス、三菱ケミカル(２名)、BASF ジャパン、Stemirna 

Therapeutics、LG 化学、産業技術総合研究所(２名)、日本原子力機構、物質•材料研究機構、

国内大学(５名)、国外大学(２名)、ポスドク(10名)と広範な業種にわたり、優秀な人材を広

く社会に輩出している。 

〇 日本で企業に就職する留学生比率が増加（2018 年度：約 25％→2019 年度：約 32％）してい

ることから、留学生と外資系企業の情報交換の場を提供している。また、博士後期課程学生

（留学生含む）向けに特化したキャリアイベントを継続開催している。 
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＜３ 卒業（修了）時の学生からの意見聴取＞ 

【教育改善に関するアンケート】 

・学士課程 

https://www.eduplan.titech.ac.jp/wp-content/uploads/01_result_R03b.pdf 

・修士課程 

https://www.eduplan.titech.ac.jp/wp-content/uploads/02_result_R03m.pdf 

・博士後期課程 

https://www.eduplan.titech.ac.jp/wp-content/uploads/04_result_R03d.pdf 

 

2-2 学士課程教育改善アンケート 

2-3 修士課程教育改善アンケート 

2-5 博士課程教育改善アンケート 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 例えば材料の分野では、材料の独特な性質を学び、製品開発に活かす能力を培うことができ

たと回答する学生が大半であり、早い段階から系統的に整理されたカリキュラムが確立して

いたことを裏付けている。また、インターンシップ科目を経験した学生は海外大学や国立の

研究機関で、研究活動に従事する機会を得たことがキャリア形成に重要な影響を与えたと回

答している。 

〇 応用化学の分野では、従来の応用化学、高分子、化学工学の学問分野にとらわれることなく、

幅広い学習ができたことに満足度が高いことがうかがえる。 

〇 エネルギーコースでは、すべての学生を対象として卒業生アンケートを実施しており、特に

「エネルギーイノベーション協創プロジェクト」において異なる分野に属する教員や学生と

様々な議論や意見交換を行えたことが、研究遂行におけるモチベーションの向上につながっ

ていることが確認されている｡ 

 

 

＜４ 卒業（修了）生からの意見聴取＞ 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 修士課程修了生は、大学院での実践的な研究活動が研究の基礎となる技術の習得に役立った

と述べており、修士論文研究がキャリア形成において重要な役割を担っていることを示唆し

ている。アカデミ  アで活躍している博士後期課程修了生は、大学院での研究によって確か

な実験手法を修得し、論文執筆の能力を向上させることができたと述べている。[B.1] 

〇 博士教養科目については、その意義を見出せた学生にとっては大変有意義であり、就職後に

おけるリーダーシップの養成に結びつくことがうかがえる。一方、意味を見出せなかった学

生に取っては、講義よりも研究に時間を費やしたいとの意見が見られた。均質な博士学生を

養成することは本来の目的ではなく、幅広い視野を持った博士と専門性に突出した博士と、

異なる特性を個性として認め、特徴ある博士を輩出することが重要である。[B.1] 

〇 同窓会の会誌では、卒業生からの寄稿を掲載する場合がほとんどであるが、その中には、卒

業後の社会での経験を踏まえて、本学の未来に向けた有益な提言が含まれるケースがある。 

 

＜５ 就職先等からの意見聴取＞ 

・就職先や進学先等の関係者への意見聴取の概要及びその結果が確認できる資料            

※別冊資料（教育） 

2-6 東工大の卒業生に関する企業アンケート 
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【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 修士課程及び博士後期課程の修了生が就職した企業の採用担当者は、大学院修了生の魅力と

して「専門分野での深い知識」を高く評価しているようである。先輩・後輩の垣根を超えた

同窓生の繋がりがある企業もあり、優秀で尖った人材を輩出する大学との認識があるとのこ

とであった。 

〇 企業の採用担当者の意見として、極めて高い専門力を修得した学生であるが故に、専門とは

異なる分野や研究対象に対して、周りの人と連携する経験が浅いのではないかとの指摘があ

る。経験を積めば突出した専門力を基盤に大きく横展開できることを期待される。 

〇 エネルギー機械系では求める人材像や教育プログラム等の６項目を対象として約 30 社にア

ンケートを行った。電気電子系でも OB 会組織を通じて同様なアンケートを行っており、これ

らの結果に基づいてエネルギーコースの教育プログラムの改善につなげている｡ 

〇 学校推薦による就職活動を希望せず、自由応募にて自身の志、能力、実績を適切に伝えるコ

ミュニケーション力を発揮し、自身が希望する就職先に合格する学生が増えている。 

 

＜６ 学生による社会貢献＞  

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学生による社会貢献を推進するため、ボランティア活動などの社会貢献活動等において顕著

なリーダーシップを発揮した学生を対象とした「東工大学生リーダーシップ賞」を設けてい

る。工学院所属の学生は、インドにおける国際開発サークルでの義足開発プロジェクト活動、

VR を用いた小学生向け宇宙教室の主催、孤食の子どもの支援及び母親の育児の休息を目的と

した子ども食堂の企画・参加、和歌山県警等が主催する情報危機管理コンテストでの経済産

業大臣賞（全国１位）の受賞等が評価され、同賞を受賞している。 

〇 環境（Environment）・社会（Social）・ガバナンス（Governance）要素も考慮した ESG 投資に

関する実証分析結果を、経営工学コースの大学院生が、年金積立金管理運用独立行政法人と

の共同セミナーにて報告し、ESG 投資に関する重要性の認識の普及に貢献した。 

 

２．研究の水準の分析 

（１）研究活動の状況 

＜１ 研究の実施体制及び支援・推進体制＞ 

【本務教員の年齢構成】 
 
教員年齢区分 

本務教員数 

教授 准教授 講師 助教 合計 

～24歳 0 0 0 0 0 

25～34歳 0 0 0 21 21 

35～44歳 2 14 1 17 34 

45～54歳 19 18 0 11 48 

55～64歳 28 14 0 1 43 

65歳～ 0 0 0 0 0 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学院独自で、2016年から 2020年３月までに、若手教員を主な対象に、研究経費を総額

Administrator
? 他学院のことでしょうか。

Administrator
？　他学院のことでしょうか。

Administrator
★　冒頭に合わせて項目変更

Administrator
★・文章を【】書きに変更
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1,750 万円、海外渡航及び外国人受け入れ経費として総額 194 万円、シンポジウム開催等の

経費を総額 57 万円支援している。[1.1] （別添資料 2803-i1-3～7） 

 

 

◎物質理工学院研究助成実績一覧 

申請者 所属系 賞 研究題目 受賞年 金額 



 

 

57 
 

一杉 太郎 応化系 
創成的

研究賞 
二次元ヘテロ界面制御に基づく革新的全固体電池の創製 2017 1,000,000 

松下 伸広 材料系 
創成的

研究賞 
低環境負荷プロセスによる高結晶性Cu2O膜の高速堆積 2018 1,000,000 

佐藤 浩太郎 応化系 
創成的

研究賞 
異種活性種の共存による革新的高分子合成反応の研究 2019 1,000,000 

中田 伸生 材料系 
若手    

研究賞 
変態誘起再結晶を利用した新規高強度・高剛性・低熱膨張合金の創成 2017 500,000 

松本 英俊 材料系 
若手    

研究賞 

垂直配向カーボンナノチューブ複合膜を利用した 1次元ナノ空間に

おける物質輸送機構の解明 
2017 500,000 

下山 裕介 応化系 
若手 

研究賞 
分子表面情報と統計熱力学との融合による超臨界溶剤の機能設計 2017 500,000 

和田 裕之 応化系 
若手 

研究賞 

液中レーザーアブレーションによる近赤外光吸収有機ナノ粒子の作製

と光音響イメージングへの応用 
2017 500,000 

豊田 栄 応化系 
若手 

研究賞 

水素社会が大気環境に及ぼす影響評価に資する安定同位体比測定法の

開発と適用 
2018 500,000 

眞中 雄一 応化系 
若手 

研究賞 

環境中未利用資源有効活用のための炭酸アンモニウム塩類からの尿素

誘導体合成 
2018 500,000 

早水 裕平 材料系 
若手 

研究賞 
結晶成長技術を基盤とした構造と物性を繋げるペプチド工学 2018 500,000 

保科 拓也 材料系 
若手 

研究賞 
機械学習によるペロブスカイト型化合物の強誘電性の予測 2019 500,000 

道信 剛志 材料系 
若手 

研究賞 
共役高分子ナノ粒子を用いたバイオイメージング技術の開発 2019 500,000 

桑田 繁樹 応化系 
若手 

研究賞 
プロトン、電子、光応答型配位子を活用する水素発生触媒の開発 2019 500,000 

高尾 俊郎 応化系 
若手 

研究賞 

多核反応場上でのアンモニアの活性化を利用したアニリンの直截的 

合成 
2019 500,000 

赤坂 修一 材料系 
研究 

奨励賞 

EHD対流を用いたフィラー充填高分子複合材料のネットワーク構造 

制御 
2017 150,000 

芦沢 実  材料系 
研究 

奨励賞 
キノイド構造から構成されるゼロギャップ有機半導体の創成 2017 150,000 

岩橋 崇  材料系 
研究 

奨励賞 

電解液/電極界面のヒステリシス挙動とマーデルングエネルギーとの

相関性の解明 
2017 150,000 

塩田 忠  材料系 
研究 

奨励賞 
生体適合性コーティングへの応用を目指した炭化物薄膜の合成 2017 150,000 

原田 陽平 材料系 
研究 

奨励賞 
異種材料接合への国相スタッド接合法の適用 2017 150,000 

春本 高志 材料系 
研究 

奨励賞 
水素による革新的膜改質プロセス 2017 150,000 

保科 拓也 材料系 
研究 

奨励賞 
新規ペロブスカイト型酸窒化物材料のテラヘルツ誘電スペクトル測定 2017 150,000 

宮嶋 陽司 材料系 
研究 

奨励賞 
インピーダンス測定を用いた粉体層の厚さ測定 2017 150,000 

宮澤 知孝 材料系 
研究 

奨励賞 

小角X線散乱における合金中析出粒子の超球近似を用いた形状評価法

の開発 
2017 150,000 

山口 晃  材料系 
研究 

奨励賞 
気相反応に向けた金属酸化物上におけるプロトン移動の誘起 2017 150,000 

青木 大輔 応化系 
研究 

奨励賞 

動的共有結合の構造再編成を駆動力とした環状高分子の合成とその 

応用 
2017 150,000 

後関 頼太 応化系 
研究 

奨励賞 

剛直なシクロペンタジチオフェンを側鎖に有する高分子の合成と特性

評価 
2017 150,000 

澤田 敏樹 応化系 
研究 

奨励賞 
繊維状ウイルスを素材とする液晶性分離膜の構築 2017 150,000 

鈴木 耕太 応化系 
研究 

奨励賞 
液相法による硫黄正極複合体の合成と全固体電池特性向上 2017 150,000 

田中 祐圭 応化系 
研究 

奨励賞 

ミネラリゼーションペプチドライブラリーを利用した金ナノ粒子合成

に関する研究 
2017 150,000 

西山 寛樹 応化系 
研究 

奨励賞 

第14族、第15族ヘテロール類をπ配位子として用いた多積層型金属

錯体の創製 
2017 150,000 

宮地 輝光 応化系 
研究 

奨励賞 

直鎖ブタンから立体異性体2-ブタノールを高選択的に合成する酵素

反応場の構築 
2017 150,000 

矢野 隆章 応化系 
研究 

奨励賞 
アクティブ・ナノフォトニクスの創成 2017 150,000 
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山本 浩二 応化系 
研究 

奨励賞 
ヘテロアレーン類の遷移金属中心に対する配位挙動 2017 150,000 

吉松 公平 応化系 
研究 

奨励賞 
チタン酸化物薄膜の巨大異方性伝導と酸化物トランジスタ応用 2017 150,000 

池澤 篤憲 応化系 
研究 

奨励賞 
制限イオン・酸素輸送場における空気極反応解析 2018 150,000 

磯部 敏宏 材料系 
研究 

奨励賞 
ユビキタス元素で構成された負熱膨張性物質の合成とその熱的性質 2018 150,000 

岩橋 崇 材料系 
研究 

奨励賞 
軟X線発光分光を用いた電解液のマーデルングエネルギー計測 2018 150,000 

大井 梓 材料系 
研究 

奨励賞 

固体高分子形燃料電池触媒の開発に向けた白金銅合金触媒ナノ粒子溶

解機構の解明 
2018 150,000 

榧木 啓人 応化系 
研究 

奨励賞 
二酸化炭素固定による脂肪族ポリウレタンの合成研究 2018 150,000 

倉科 佑太 材料系 
研究 

奨励賞 
超音波を用いたナノ粒子の経皮浸透作用の解明 2018 150,000 

後関 頼太 応化系 
研究 

奨励賞 

凝集誘起発光特性を利用した高分子界面構造と熱可塑性エラストマー

特性の相関 
2018 150,000 

Massimiliano 

Zamengo 
材料系 

研究    

奨励賞 

Development of an apparatus for characterization 

and optimization of novel hydrogel-made heat 

exchangers based on evaporative cooling. 

2018 150,000 

澤田 敏樹 応化系 
研究 

奨励賞 遺伝⼦⼯学改変した繊維状ウイルスを素材とした熱伝導性材料の創製 2018 150,000 

柴田 祐 応化系 
研究 

奨励賞 
修飾Cpロジウム触媒の特性を活かした電解C-H官能基化 2018 150,000 

清水 壮雄 材料系 
研究 

奨励賞 
蛍石型酸化物強誘電体の低温作製によるフレキシブル圧電体の創出 2018 150,000 

鈴木 耕太 応化系 
研究 

奨励賞 
Li10GeP2S12系硫化物固体電解質の液相合成法の確立 2018 150,000 

田中 祐圭 応化系 
研究 

奨励賞 

ナノ・マイクロ材料を活用した生体膜曲率認識タンパク質の網羅的 

探索 
2018 150,000 

椿俊 太郎 応化系 
研究 

奨励賞 
マイクロ波を用いたバイオマスの急速熱分解法の開発 2018 150,000 

服部 祥平 応化系 
研究 

奨励賞 
スバールバル諸島 東西ブレッガー氷河における硝酸の動態 2018 150,000 

長谷川 馨 応化系 
研究 

奨励賞 

急速エピタキシーによる太陽電池用Ｓｉ単結晶薄膜の作成と半導体

特性評価 
2018 150,000 

藤墳 大裕 応化系 
研究 

奨励賞 

水素キャリアからの高効率水素生成を目指した高機能炭素担持合金触

媒の開発 
2018 150,000 

丸林 弘典 応化系 
研究 

奨励賞 

フランジカルボン酸系ポリエステルの結晶構造及び分子間相互作用の

解明と高性能化 
2018 150,000 

宮澤 知孝 材料系 
研究 

奨励賞 

放射光白色X線による透過ラウエ測定を用いた多結晶金属局所変形解

析法の開発 
2018 150,000 

矢野 隆章 応化系 
研究 

奨励賞 

光と貴金属ナノ構造の相互作用を利用した新奇ナノスケール光加工法

の開発 
2018 150,000 

服部 祥平 応化系 
研究 

奨励賞 
硫黄安定同位体を用いた硫化カルボニルの生成源の特定 2019 150,000 

倉科 佑太 材料系 
研究 

奨励賞 

磁性体ナノ粒子含有ハイドロゲルマイクロビーズを用いた磁気緩和現

象によるバイオセンサ 
2019 150,000 

久保田 雄太 材料系 
研究 

奨励賞 

多孔質酸化セリウム膜の多孔質アルミナ基板への成膜と酸素ガスセン

サ応用 
2019 150,000 

宮澤 直己 材料系 
研究 

奨励賞 
材料強化における相乗効果の原子シュミレーション 2019 150,000 

田中 祐圭 応化系 
研究 

奨励賞 
医療用金ナノマテリアルデザイン 2019 150,000 

鈴木 耕太 応化系 
研究 

奨励賞 
硫化物固体電解質の液相合成と硫黄正極複合体作製への応用 2019 150,000 

藤墳 大裕 応化系 
研究 

奨励賞 

活性点を精密制御した金属内包ゼオライト触媒によるナフサ超低温接

触分解 
2019 150,000 

清水 荘雄 材料系 
研究 

奨励賞 
非鉛圧電体材料のドメインスイッチングダイナミクスの解明 2019 150,000 

青木 大輔 応化系 
研究 

奨励賞 
犠牲結合を用いた架橋高分子の強靭化とその物性発現メカニズムの 

解明 

2019 150,000 

澤田 敏樹 応化系 
研究 

奨励賞 
生体高分子の自己集合化に基づく熱伝導性材料の創製 2019 150,000 
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井口 翔之 応化系 
研究 

奨励賞 
SPE 型電解反応中の活性金属種のin-situ 観察 2019 150,000 

西山 寛樹 応化系 
研究 

奨励賞 

ヘテロ元素とアラインとの反応を鍵反応に用いた化学的安定性および

イオン伝導性に優れたアニオン交換膜の開発 
2019 150,000 

山本 浩二 応化系 
研究 

奨励賞 
サンドイッチ骨格の連結による環状構造形成と分子認識への応用 2019 150,000 

春本 高志 材料系 
研究 

奨励賞 
水素の拡散促進作用による新奇磁性合金薄膜の創製 2019 150,000 

岩橋 崇 材料系 
研究 

奨励賞 
電解液/電極界面の和周波分光/電気化学インピーダンス同時計測の試

み 

2019 150,000 

石毛 亮平 応化系 
研究 

奨励賞 
秩序構造を活用した均一架橋による高耐熱・超低熱膨張高分子の創製 2019 150,000 

岸哲 生 材料系 
研究 

奨励賞 
テルライトガラス自立膜の室温直接接合と光学応用 2019 150,000 

池澤 篤憲 応化系 
研究 

奨励賞 

高規則配列垂直貫通孔を有するモデル電極を用いた細孔内酸素電極反

応の解析 
2019 150,000 

芦沢 実 材料系 
研究 

奨励賞 
キノイド型チエノイソインジゴ骨格の構築と導電性ポリマーへの展開 2019 150,000 

原田 陽平 材料系 
研究 

奨励賞 

縦型高速双ロールキャスト法により作製したA356アルミニウム合金

薄板材の破断伸び異方性の解消 
2019 150,000 

石川 大輔 応化系 
研究 

奨励賞 
二次元界面を基軸とする生体分子の超高感度光学的検出 2020 150,000 

後関 頼太 応化系 
研究 

奨励賞 

アニオン共重合による三成分配列制御ポリマーの精密合成と天然模倣接

着性ゴム材料の開発 
2020 150,000 

織田 耕彦 応化系 
研究 

奨励賞 

薬物共結晶の高速形成に向けた超臨界ミリング法の開発と分子情報によ

る設計 
2020 150,000 

安原 颯 材料系 
研究 

奨励賞 
BaTiO3ナノドットの表面被覆率と高速充放電特性の関係 2020 150,000 

田中 祐圭 応化系 
研究 

奨励賞 
ペプチドマトリックス界面を用いた超高感度VOCバイオセンサの開発 2020 150,000 

倉科 佑太 材料系 
研究 

奨励賞 
多重周波数を用いた超音波経皮浸潤作用の効率化 2020 150,000 

中川 泰宏 材料系 
研究 

奨励賞 
水酸アパタイト中空ナノ粒子を用いた核酸医薬送達システムの開発 2020 150,000 

相馬 拓人 応化系 
研究 

奨励賞 
酸化物二次元物質の実現 2020 150,000 

山本 浩二 応化系 
研究 

奨励賞 

二核錯体の選択的付加・脱離反応によるオレフィンの熱的E-Z異性化反

応の開発 
2020 150,000 

渡邉 学 材料系 
研究 

奨励賞 
高強度X線吸収微細構造解析に基づく新たな金属溶液論の創出 2020 150,000 

澤田 敏樹 応化系 
研究 

奨励賞 

遺伝子工学に基づく繊維状ウイルスの集合化制御とそれに基づく高熱伝

導化 
2020 150,000 

岩橋 崇 材料系 
研究 

奨励賞 

反応イオン濃厚電解液の固液界面相（SEI）の機能性発現メカニズム 

解明 
2020 150,000 

永島 佑貴 応化系 
研究 

奨励賞 
光励起状態を用いる革新的ヘテロ元素導入反応の開発 2020 150,000 

久保 智弘 応化系 
研究 

奨励賞 
主鎖分解性をもつ導電性高分子の精密合成 2020 150,000 

井口 翔之 応化系 
研究 

奨励賞 
室温でNOx を還元するための新規電極触媒の開発 2020 150,000 

池澤 篤憲 応化系 
研究奨

励賞 

部分還元チタン酸リチウム参照電極を用いた全固体リチウムイオン電池

における電極作動機構解明 
2020 150,000 

藤墳 大裕 応化系 
研究 

奨励賞 

ナフサ接触分解の超低温化を実現する金属内包ゼオライト触媒の活性点

制御 
2020 150,000 

大井 梓 材料系 
研究 

奨励賞 

オンライン腐食量測定システムの開発と貴金属の腐食劣化機構解明への

適用 
2020 150,000 

久保田 雄太 材料系 
研究 

奨励賞 
液中ジルコニアコーティング技術の構築 2020 150,000 

織田 耕彦 応化系 
研究 

奨励賞 
超臨界CO2を利用した有機修飾ナノ結晶の革新的ドライ合成への挑戦 2021 150,000 

田中 祐圭 応化系 
研究 

奨励賞 
生体膜構造を制御するノンコーディングRNAの探求 2021 150,000 

倉科 佑太 材料系 
研究 

奨励賞 
超音波マイクロニードルによる薬剤投与の高速化 2021 150,000 

Administrator
本表について，可能でしたら追記更新いただけるとよいかと思います。


Administrator
学院資料をもとに，更新しました。
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青木 大輔 応化系 
研究 

奨励賞 
糖由来プラスチックの合成とそのリサイクルシステムに関する研究 2021 150,000 

中川 泰宏 材料系 
研究 

奨励賞 

表面改質水酸アパタイト中空ナノ粒子を用いた核酸医薬の肝実質細胞へ

の送達 
2021 150,000 

AMBARA 

RACHMAT 

PRADIPTA 

応化系 
研究 

奨励賞 
アクロレインとの反応に基づくα線放出放射性がん治療分子 2021 150,000 

井口 翔之 応化系 
研究 

奨励賞 
エタノールのSPE電解改質反応に活性なアノード触媒の開発と評価 2021 150,000 

後関 頼太 応化系 
研究 

奨励賞 

解重合性に立脚したサステナブル材料および特殊構造高分子のアトムエ

コノミー 

な合成法の開発 

2021 150,000 

宮澤 直己 材料系 
研究 

奨励賞 
Ti-Al-V三元系合金における原子間力の予測手法の確立 2021 150,000 

永島 佑貴 応化系 
研究 

奨励賞 
光励起を基軸とする第14族元素化合物の新規合成法の開発 2021 150,000 

望月 泰英 材料系 
研究 

奨励賞 
第一原理格子動力学に基づく四面体配位構造を有する負熱膨張材料の機

構解析 

2021 150,000 

榧木 啓人 応化系 
研究 

奨励賞 
アミンポリマーが媒介するCO2からメタノールへの逐次的水素化還元 2021 150,000 

石川 大輔 応化系 
研究 

奨励賞 

分子透過能と化学変換能を具備するDNAハイドロゲル粒子安定化人工細

胞の創出 
2021 150,000 

大井 梓 材料系 
研究 

奨励賞 
3Dインピーダンス法による土壌中の鋼材の腐食劣化機構解析 2021 150,000 

宮地 輝光 応化系 
研究 

奨励賞 

カチオン性ポリマー・シリカコーティングによるメタン変換バイオ触媒

の性能向上 
2021 150,000 

池澤 篤憲 応化系 
研究 

奨励賞 

全固体リチウムイオン電池における良好な界面設計に向けた 

全固体四電極式セルを用いた固固界面におけるリチウムイオン輸送挙動

の解析 

2021 150,000 

安原 颯 材料系 
研究 

奨励賞 

種々の担持材料を用いたマイクロパッド堆積LiCoO2エピタキシャル薄膜

の高速充放電特性評価 
2021 150,000 

芹沢 実 材料系 
研究 

奨励賞 

高温有機エレクトロニクスに向けた耐熱性高移動度半導体ポリマーの 

開発 
2021 150,000 

久保 智弘 応化系 
研究 

奨励賞 
共役系高分子の精密合成と化学分解 2021 150,000 

白石 貴久 材料系 
研究 

奨励賞 
圧電性増強に向けた無機－無機ナノコンポジット圧電体膜の合成 2021 150,000 

 

◎若手研究集会開催支援実績一覧 
 

申請代表者 申請者

所属 

研究会・交流会名称 会議開催日場所等 講演者等 助成金額

（円） 

難波江 裕太 材料系 第２回ポリマー材料

科学若手研究会 

2017.12.6 

本学大岡山キャンパス

（南8号館623号室） 

14:00～14：05 趣旨説明 

14:05～14:50  若手研究者によるショ

ートプレゼン１ 

14:50～15:40 招待講演 

「含窒素高分子から作製される燃

料電池カソード用炭素触媒の開

発」 帝人株式会社  畳開真之氏 

15:55～16:40  若手研究者によるショ

ートプレゼン２ 

16:40～17:30 招待講演 

「量子ドットを使った太陽電池」  

東大 久保貴哉先生  

17:30～18:20 招待講演 

「異種重合反応の組み合わせによる

新しいポリマー材料設計技術」        

名大 佐藤浩太郎先生 

100,000 
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藤墳 大裕  応化系 東工大応用化学系 

次世代を担う若手シ

ンポジウム 

2018.3.24（土) 

12:30-17:30 

本学大岡山キャンパス 

12:20～12:30：開会の挨拶 藤墳大裕 

12:30～13:10：座長 藤墳大裕 

「燃料電池用細孔フィリング電解質

薄膜の設計・開発」       

東京工業大学大 柴雄平先生 

13:10～14:00：座長 青木大輔 

「リオトロピック液晶と金属酸化物

からなる有機無機メソ組織体のオン

デマンド調整」        

名古屋大学  原光生先生 

14:00～14:40：座長 田中裕也 

「ホウ素の特性を活かした電子・光

電子機能性材料の創製」      

東京工業大学  庄子良晃先生 

14:40～15:20：休憩 

15:20～16:10：座長 長谷川馨 

「電場触媒反応による不活性メタ

ン分子の高効率転換」       

早稲田大学 小河脩平先生 

16:10～16:50：座長 澤田敏樹 

「高分子トポロジー変換システム

の構築とその応用」       

東京工業大学 青木大輔先生 

16:50～17:40：座長 アルブレヒト建 

「１分子熱電計測」 

大阪大学 筒井真楠先生 

17：40～ 閉会の挨拶 藤墳大裕 

100,000 

本倉 健  応化系 産総研×東工大 エ

ネルギー×触媒 若

手クロスシンポシ 

ウム」 

2019.3.8（金） 

本学すずかけ台キャン

パス（すずかけホール

集会室１） 

13:30～13:35「趣旨説明」 

13:35～14:05 

「物質循環を伴うエネルギ貯蔵触

媒の開発」 

東工大物質理工学院准教授/産総研 

再生可能エネルギー研究センター 

眞中雄一先生    

14:05～14:40 

「シリコーン材料の精密合成へ向

けて」 

産総研触媒化学融合研究センター）

松本和弘先生 

14:40～15:15 

「燃料電池・水電解の電極触媒にお

ける材料機能システム設計」 

東工大科学技術創成研究院化学生

命科学研究所准教授 田巻孝敬先生 

15:15～15:35 休憩  

15:35～16:10 

「機能性溶媒を用いた省エネ型ガス

吸収・圧縮プロセスの開発」 

産総研 材料・化学領域研究戦略部

牧野貴至先生 

16:10～16:45 

「機能性有機材料創出を指向した

電解合成」 

東工大物質理工学院准教授 稲木信

介先生 

17:00～18:00 

「総合討論：エネルギー問題解決へ

向けた産総研と東工大の協働」 

産総研 再生可能エネルギー研究

センター 難波哲哉先生 

100,000 
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東工大物質理工学院准教授/産総研 

再生可能エネルギー研究センター 

松本秀行先生 

産総研材料・化学領域研究戦略部

牧野貴至先生 

東工大物質理工学院准教授 本倉健

先生 

打田 聖  応化系 第３回ポリマー材料

科学若手研究会 

2019.1.23(水) 

13:30–17:20 

本学大岡山キャンパス 

（南1号館S1-215会議

室） 

13:30～13:35 (開会の挨拶) 

13:35～14:05  参加者のショートプレ

ゼン（自己紹介・研究

紹介） 

14:35～16:10 

「官能基シナジーを活用した次世代

モノマーの設計と新奇重合反応」  

信州大学 高坂泰弘先生 

15:25～15:40 (休憩) 

15:40～16:30 招待講演２ 

「分子ネックレスのダイナミクスと

動的架橋材料の力学・破壊物性」 

東京大学 眞弓皓一先生 

16:30～17:20 招待講演３ 

「可逆的な結合・可動性架橋を用い

た高分子材料の機能化：自己修復・

刺激応答・タフ化への挑戦」 

 大阪大学  高島義徳先生 

100,000 

後関 頼太  応化系 第3回 東工大応用化

学系 次世代を担う

若手シンポジウム 

2018.3.23（土）

12:30-17:30  

本学大岡山キャンパス 

東大 嘉副先生 

名古屋大 伊藤先生 

群馬大 覚知先生 

東工大（すずかけ台） 田巻先生 

東工大（大岡山） 清水先生 

東工大（すずかけ台）石割先生 

93,760 

難波江 裕太 材料系 第四回ポリマー材料

科学若手研究会 

2019.11.21 

本学大岡山キャンパス

（南8号館623号室） 

14:00～14:05 趣旨説明 

14:05～15:05  

理化学研究所創発物性科学研究セ

ンター 荒岡 史人氏 

15:15～16:15  

味の素  食品事業本部食品研究所 

好村和歌子氏 

16:25～16:35 助教の研究分野紹介 

16:35～17:35  

九州大学大学院工学研究員応用化

学部門 藤ヶ谷剛彦先生 

74,406 

 清水 亮太 応化系 第4回 東工大物質理

工学院応用化学系 

次世代を担う若手シ

ンポジウム 

2019.3 

本学大岡山キャンパス 

12:30～12:40：開会の挨拶 

12:40～13:20：本学教員 

13:20～14:10：招待研究者 

14:10～14:50：本学教員 

15:10～16:00：招待研究者 

16:00～16:40：本学教員 

16:40～~17:30：招待研究者 

60,000 

澤田 敏樹 応化系 第五回ポリマー材料

科学若手研究会 

2021.3.1 

オンライン 

15:00～15:05 趣旨説明 

15:05～16:05  

大阪工業大学 工学部応用化学科 

藤井秀司 先生 

16:15～17:15  

奈良先端科学技術大学院大学  

網代広治 先生 

17:25～17:35 若手研究者の研究分野 

              紹介 

17:35～18:35  

九州大学 大学院工学研究員化学工

学部門 星野友 先生 

100,000 
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18:45～20:15 交流会 (オンライン) 

澤田 敏樹 応化系 第5回 東工大物質理

工学院応用化学系 

次世代を担う若手シ

ンポジウム 

2022.3.19 

オンライン 

13:10～13:50 

東京工業大学 神戶徹也先生   

13:50～14:40 

北海道大学 中島祐先生     

14:50～15:30 

東京工業大学 大⻑谷川馨先生     

15:30～16:20 

関西学院大学 田中大輔先生 

16:30～17:10 

東京工業大学 井口翔之先生 

17:10～18:00 

 筑波大学  伊藤 良一 先生 

100,000 

 

◎海外交流派遣受入支援実績一覧 

申請代表者 
申請者 

所属 
内容 対象 日時 

助成金額

（円） 

伊藤 繁和  

 

 

応化系 申請者のカナダ渡航費 

(TRIUMFサイクロトロン

施設) 

申請者 平成29年9月18日 

～9月26日（9日間） 

180,000 

林 智広 

 

 

材料系 申請者のシンガポール

渡航費(ナンヤン工科大

学) 

申請者 平成29年11月27日 

～12月3日（7日間） 

150,000 

早水 裕平 

 

材料系 申請者のUSA渡航費(ワ

シントン大およびコロラ

ド大) 

申請者 平成29年7月24日 

～7月29日（6日間） 

230,000 

大友 明 

 

応化系 Ramchandra SAHOO, 

Ph.D.（29歳・男・国

籍：インド）の来日費用 

Ramchandra SAHOO, 

Ph.D. 

平成31年2月24日 

～3月19日（24日間） 

300,000 

田中 祐圭 

 

応化系 韓国訪問（旅費、滞在

費）、韓国連携研究者

の訪日（旅費、滞在 

費） 

申請者およびDr. 

Jonghoon Choi 

（Chung-Ang 

University） 

平成31年1月24日 

～1月25日（2日間） 

183,500 

倉科 佑太 

 

 

材料系 University College 

London訪問費用 

申請者 平成31年2月12日 

～2月19日（8日間） 

300,000 

史 蹟  

 

材料系 ２０１９東工大-大連理

工大材料工学合同ワー

クショップ 

大連理工大の７名

の学生の滞在費と

会場費 

令和元年11月15日 

～11月17日（3日間） 

297,800 

谷口 泉  

 

 

応化系 海外研究員（カザフス

タン共和国）の招聘旅費 

Molkenova Anara

（Nazarbayev 

University、カザ

フスタン共和国） 

令和元年12月11日 

～12月27日（17日

間） 

300,000 

 

 

◎国際ミニシンポジウム開催助成実績一覧 
申請者 

氏名 

申請者 

所属 
集会名 実施日 

助成金額

（円） 

早水 裕平 材料系 バイオ‐ナノ融合研究会 平成29年12月18日 

～20日 

50,000 

荒井 創 応化系 Christel Laberty-Robert教授 講演会 平成29年12月12日 2,550 

早水 裕平 材料系 KAIST Students Visiting, Tokyo-

tech/KAIST international exchange 

meeting 

平成29年6月19日 50,000 

森川 淳子 材料系 Symposium on Recent topics in 

thermal science and enginering 

平成29年12月2日 20,000 

Administrator
可能でしたら，追記更新等いただくとよいかと思います。

Administrator
学院資料をもとに更新しました。

Administrator
★　項目行を追加しました

Administrator
可能でしたら追記更新等いただくとよいかと思います。

Administrator
2020年度，2021年度の採択者情報なし。
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早川 晃鏡 材料系 Mini-Symposium on Tokyo Tech Polymer 

Self-Assembly (TTPSA) 

平成29年6月26日 80,000 

 

〇 革新的な特定研究分野をグループ化して、国際的な研究拠点形成の基盤或いは社会ニーズ/国 

家的目標に対応した新プロジェクトを戦略的に展開するため、学院独自の理工統合物質創成

イノベーション研究推進体を主導的に構築し、産官学連携共同研究推進のため、以下のよう

な活動を実施している。  

 

 

① 2018 年３月 20 日に、高分子の基礎から応用に至る広範囲領域に関連する本学の研究者、

一般 企業・公的研究所等の研究員が集い、交流・連携するとともに、その叡智を活かし

多様な情報を収集・集積・解析することにより、研究活動の幅と深さを極めた画期的な新

物質を創成する先進高分子科学研究拠点として「高分子インフォマティクス研究部門

（RIPST）」を設立した。 

※ 研究部門について：  http://www.ripst.mac.titech.ac.jp/ 

② 日本製鉄（旧新日鐵住金）と 2018 年９月 28日に、将来の鉄鋼材料及びプロセスに資する

基礎基盤研究を行うため、「組織的連携に関する協定書」を締結した。それに基づく「連

携共同研 究契約」を 2019 年４月１日付で締結した。これらの協定に基づき、製鉄技術の

向上と、研究成果の社会還元及び研究・教育の推進を図る。また、本学教員と日本製鉄に

所属する特定教員の共同指導による博士人材の養成を行う。 

③ 物質理工学院を中心とする産学連携活動により、本学が全体として推進している「協働研

究拠点」として、2019年７月１日より「AGC マテリアル協働研究拠点（拠点長：物質理工

学院 副学院長 中島章）」が設置され、運営を開始した。設置に伴い「マルチマテリア

ル領域」として、物質理工学院材料系の扇澤敏明研究室が、次の領域設置も見据えた

「NEXT（ネクスト）テーマ候補」として、物質理工学院応用化学系の一杉太郎研究室が共

同研究を開始した。 

※ 該当東工大ニュース：  https://www.titech.ac.jp/news/2019/044568 

④ 物質と情報の融合の観点から物質・情報卓越教育院での社会人教育に関心のあった LG 

Japan Lab と連携に向けた協議を行い、その結果として、「物質理工学院と情報理工学院

が連携した マテリアルインフォマティクス関連の共同研究」に関する契約書を締結する

とともに、LG Japan Labの研究者を博士後期課程学生として受け入れた。これと並行し

Administrator
可能でしたら追記更新いただくとよいかと思います。

Administrator
2020年度，2021年度は該当無し
（2018，2019年度のデータもなし）

Administrator
★　“会議等の開催”が入っていたため、削除しました
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て協議が進められ、2019 年４月１日に設置された「LG×JXTG エネルギー スマートマテリ

アル＆デバイス共同研究講座」については、物質理工学院担当教員の曽根教授の研究室が

参画している。 

※ 該当東工大ニュース：  https://www.titech.ac.jp/news/2019/044190 

⑤ Evonik とは、学院長がドイツ本社訪問したことをきっかけに、翌年大岡山キャンパスで

合同のワークショップを開催する等の相互交流を通じ連携を深めてきた。同社より「全固

体電池」に関する共同研究の要望があり、全固体電池研究ユニットを含めた共同研究の枠

組みを検討した。その結果、JST 産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム

（OPERA）の 2019 年度新規研究領域・共創コンソーシアムとして採択された本学「全固体

電池技術共創コンソーシアム（代表：菅野了治教授：2016～2018 年度物質理工学院研究

評価担当副学院長）」の参画機関の一つとして、同社が加わることとなった。 

⑥ 卓越大学院プログラムにおいて、産学連携面で「７年目の自立運営のための『産業界から

の支援』の仕組み作り」の実施と支援企業 16社を確保した。 

※ 本学会員企業制度について： https://www.tac-mi.titech.ac.jp/company/ 

 

※イノベーション研究推進体の国際共同研究推進のため活動は、＜選択記載項目Ｂ 国

際的な連携による研究活動＞に記載した。また、異分野融合の推進については、＜必

須記載項目２ 研究活動に関する施策／研究活動の質の向上＞＜選択記載項目Ｄ 総

合的領域の振興＞に記載している。 

 

＜２ 研究活動に関する施策／研究活動の質の向上＞ 

・構成員への法令遵守や研究者倫理等に関する施策の状況が確認できる資料 

：別冊資料 1-1～1-31 

  ・研究活動を検証する組織、検証の方法が確認できる資料 

：物質工学院外部評価コメント 

・博士の学位授与数（課程博士のみ） 

 

【博士の学位授与数（課程博士のみ）】 

獲得年 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

個数 0 1 40 81 63 78 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 2016 年～2020 年の物質理工学院としての活動（学院長：和田雄二教授）について、2020 年

１月に、滝澤博胤東北大学副学長、田中敏宏大阪大学副学長、林俊一日本製鐵（株）フェロ

ー、後藤浩樹出光興産（株）次世代技術研究所所長の４名に独自に評価を受け、有益なアド

バイスを頂いた。また、本学で 2019 年度から開始された教員評価システムでは、物質理工

学院独自の評価項目とそのウエートを決定した。特にインパクトファクターが５を超える雑

誌に筆頭著者または責任著者として論文発表を行った場合は、論文業績を高く評価してい

る。これらの数や金額等にウエートをかけた点数で研究業績を定量化し、各教員の研究活動

を評価している。 

〇 学院内の安全意識を高めるため、隣接する研究室同志で相互視察による安全パトロールを実

施した。 

〇 研究でソフトウエアを使用する際の情報セキュリティ関連の法令順守に関する態勢を整備す

るため、学院独自に WGを設置し、教員・学生への注意喚起を行っている。  

〇 学院に所属する教員の専門分野を相互に理解し、協働による新たな研究分野や研究成果の創

https://www.tac-mi.titech.ac.jp/company/
Administrator
別冊資料として掲載しますか？（こちらで別冊資料の一つとしてリンクを作成します。4年目終了時の時にPDFファイルをいただきました）4年目終了時評価資料「2803-i2-25_外部評価コメント（研究関連抜粋）」

Administrator
掲載OKです。

Administrator
★　項目追加
？　「年度」or「年」　　
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出を目的として、若手教員を中心として学院横断物質科学研究会を実施している。特に第３

回・ 第４回の学院横断物質科学研究会では、イノベーション研究推進体の「異分野融合研

究プロジェクト」に参画する若手研究者の選考を兼ねて実施し、４名を選抜した。また、選

抜した若手研究者には共通機器の選定と導入の作業を委ね、それらの機器は学院共通機器と

して、特に若手教員で積極的に共有してもらうようにした。 

       

 

〇 物質(r)と情報(i)を自在に操り、「ものつくり」を社会のサービスに繋げて考える「複素人

材」の育成を目的に設置された物質・情報卓越教育院を核に、マテリアルズインフォマティ

クスを研究教育のコアに導入し、新たな物質科学研究の方向探索と計算科学・シミュレーシ

ョンを駆使した物質科学の学理の構築を進めている。 
 

＜３ 論文・著書・特許・学会発表など＞ 

・研究活動状況に関する資料 

 

【査読付き論文数】 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

査読付 

論文数 
789 789 762 962 672 691 

 

 

 

 

Administrator
？　「年度」でいいでしょうか
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【本務教員あたりの特許出願数】 

 

【本務教員あたりの特許取得数】 

 
 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 2016 年４月から 2022 年３月に至る期間までに、学院所属教員が関与する研究成果の論文

でインパクトファクターが 10 を超える雑誌に掲載されたものの数は 507 編に上る。 

 

◎IFが10以上の論文 

著者 タイトル 雑誌名 巻 号 該当ページ 
発行  

年 

Hongyu An, Takeo Ohno, 

Yusuke Kanno, 

Yuito Kageyama, 

Yasuaki Monnai,  

Hideyuki Maki, Ji Shi 

Kazuya Ando 

Current-induced magnetization 

switching using an electrically 

insulating spin-torque generator 

Science 

Advanvaces (!F 

12.8) 

4 2 eaar2250-1-

8 

2018 

Yuito Kageyama,  

Yuya Tazaki, Hongyu An, 

Takashi Harumoto, 

Tenghua Gao, Ji Shi, 

Kazuya Ando 

Spin-orbit torque manipulated by 

fine tuning of oxygen-induced 

orbital hybridization 

Science 

Advanvaces (!F 

12.8) 

  in press 

(accepted) 

2019 

C. Wadell, S. Inagaki, 

T. Nakamura,  

J.Shi, Y. Nakamura,  

T. Sannomiya 

Nanocuvette: A Functional 

Ultrathin Liquid Container for 

Transmission Electron 

Microscopy 

ACS Nano 11 2 1264-1272 2017 

Administrator
可能でしたら更新等お願いします。

Administrator
産連本部に確認し，情報更新済みです。
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T. Sannomiya, H. Saito, 

J. Junesch, 

N.Yamamoto 

Coupling of Plasmonic Nanopore 

Pairs: Facing Dipoles Attract 

Each Other 

Light: Science & 

Applications 

5  e16146 2016 

Raymond A. Wong, 

Chunzhen Yang, 

Arghya Dutta, Minho O, 

Misun Hong, 
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Side Chains 

Macromolecular 

Rapid 

Communications 

42 17 - 2021 

K. Kameda, S. Manzhos,  

M. Ihara  

Carbon/air secondary battery 

system and demonstration of its 

charge-discharge 

Journal of Power 

Sources 

516 - - 2021 

S. Kato, N. Nakajima,  

S. Yasui, S. Yasuhara,  

D. Fu, J. Adachi,  

H. Nitani, Y. Takeichi, 

A. Anspoks 

Dielectric response of BaTiO3 

electronic states under AC fields 

via microsecond time-resolved X-

ray absorption spectroscopy 

Acta Materialia 207 - - 2021 

H. Taniguchi, T. Hattori, 

T. Isobe, A. Nakano,  

I. Terasaki, M. Hagiwara  

A large piezoelectric voltage 

coefficient in aluminate-

sodalite-type improper 

ferroelectric oxides 

Journal of 

Materials 

Chemistry C 

9 43 15649-15653 2021 

Y. Takahashi,  

S. Ichinokura,  

R. Shimizu, S. Shiraki, 

T. Hitosugi, T. Hirahara  

Metallic band structure of CaF2 

thin films grown on silicon(1 1 

1): Possible formation of CaSi2 

Applied Surface 

Science 

509 - - 2020 

S. Yasuhara, S. Yasui,  

T. Teranishi, O. Sakata, 

T. Hoshina, T. Tsurumi, 

Y. Majima, M. Itoh  

Suppression Mechanisms of the 

Solid-Electrolyte Interface 

Formation at the Triple-Phase 

Interfaces in Thin-Film Li-Ion 

Batteries 

ACS Applied 

Materials and 

Interfaces 

13 29 34027-34032 2021 

M. Kodera, A. Taguchi,  

T. Shimizu, H. Moriwake, 

H. Funakubo  

Fabrication and characterization 

of ReO3-type dielectric films 

Journal of 

Materials 

Chemistry C 

8 14 4680-4684 2020 

 

〇 2016年４月から 2022年３月に至る期間に学院所属教員が受けた学協会等の受賞数（学術賞、

学会賞、功績賞等のみ。国内/国際学会等でのポスター賞や口頭発表賞は含まない。）は、111

件に上る。 

 

        ◎受賞一覧 

教員名 受賞名 受賞日時 

春本 高志 日本金属学会 奨励賞 2017.9.6 

須佐 匡裕 日本金属学会 学術貢献賞 2019.9 

須佐 匡裕 日本鉄鋼協会 澤村論文賞 2020.3 

田原 正樹 日本金属学会 奨励賞 2017.9.6 

細田 秀樹 日本金属学会 功労賞 2019.9.11 

熊井 真次 スマートプロセス学会 論文賞 2016.5.20 

熊井 真次 日本鋳造工学会 飯高賞 (学術功績賞） 2016.5.21 

熊井 真次 日本金属学会 学術貢献賞 2017.9.6 

熊井 真次 日本鉄鋼協会 学術貢献賞 （三島賞） 2019.3.20 

熊井 真次 軽金属学会 軽金属学会賞 2019.5.10 

合田 義弘 日本金属学会 功労賞 2018.3 

小林 覚 日本鉄鋼協会 学術記念賞（西山記念賞）受賞 2017.3 

梶原 正憲 日本金属学会 学術貢献賞 2016.9.21 

西方 篤 日本鉄鋼協会 里見賞 2019.3 

西方 篤 日本金属学会 学術貢献賞 2019.9 

多田 英司 日本鉄鋼協会 学術記念賞（西山記念賞） 2019.3 

林 幸 日本鉄鋼協会 俵論文賞 2019.3 

中田 伸生 日本金属学会 村上奨励賞 2018.9 

Administrator
可能でしたら追記更新等お願いします。

Administrator
産連本部に確認し，情報更新済みです

Administrator
同上
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中田 伸生 東工大挑戦的研究賞 2016.7 

竹山 雅夫 日本金属学会 学術貢献賞 2018.9.19 

竹山 雅夫 日本鉄鋼協会 学術功績賞 2018.3.19 

竹山 雅夫 東工大教育賞 2018.3.6 

竹山 雅夫 INTERMETALLICS 2017 AWARD - for seminal contributions 

to the field of intermetallic materials 

2017.1 

扇澤 敏明 日本接着学会学会賞（および論文賞） 2016.6 

扇澤 敏明 プラスチック成形加工学会功績賞 2018.6 

森 健彦 分子科学会賞 2018.9 

森川 淳子 日本熱測定学会学会賞 2017 

松本 英俊 第 42回繊維学会賞 2016.6.8 

難波江 裕太 Publons Peer Review Awards 2018, Top 1% in Chemistry 2018.8 

難波江 裕太 FCDIC奨励賞 2018.2 

難波江 裕太 触媒学会奨励賞 2017.12 

保科 拓也 JCS-JAPAN優秀論文賞 2019.6.8 

中島 章 日本セラミックス協会・フェロー表彰 2019 

矢野 哲司 日本セラミックス協会学術賞 2016 

松田 晃史 日本セラミックス協会 進歩賞 2019.6.7 

舟窪 浩 応用物理学会 フェロー会員表彰 2019.9 

林 智広 日本学術振興会 第 174委員会 若手研究者賞 2018.7 

林 智広 東京工業大学 教育賞 2019.2 

鎌田 慶吾 平成 29年度東工大挑戦的研究賞 学長特別賞 2017 

鎌田 慶吾 平成 30年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞 2018 

鎌田 慶吾 JACI 第 7回新化学技術研究奨励賞 2018 

笹川 崇男 AAPPS(アジア太平洋物理学会連合) C.N. Yang Award 2016.12 

笹川 崇男 フロンティアサロン永瀬賞特別賞 2017.9 

若井 史博 日本セラミックス協会フェロー表彰 2019.6 

松石 聡 文部科学大臣 若手科学者賞 2016.4.20 

神谷 利夫 第 2回日本セラミックス大賞 2016.6.3 

片瀬 貴義 第 71回 日本セラミックス協会賞 進歩賞 2017.6 

大場 史康 第 75回日本金属学会功績賞 2017.3.15 

大場 史康 第 35回井上学術賞 2019.2.4 

北野 政明 平成 27年度石油学会奨励賞（千代田化工建設賞) 2016.5.23 

北野 政明 東工大挑戦的研究賞学長特別賞 2016.7.29 

北野 政明 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞 2017.4.19 

北野 政明 第 18回 GSC賞 奨励賞 2019.5.31 

後関 頼太 高分子学会 高分子研究奨励賞 2017.5 

冨田 育義 高分子学会賞 2015年度 

(2016.5表彰) 

冨田 育義 Distinguished Award 2016 for IUPAC Novel Materials and 

Their Synthesis XII 

2016.10表彰 

稲木 信介 The Inernational Society of Electrochemistry, The 

Tajima Prize 

2019.6 

稲木 信介 高分子学会 日立化成賞 2018.9 

稲木 信介 科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞 2016.4 

田中 健 日本化学会学術賞 2017 
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田中 健 根岸賞大賞 (JST, ACT-C) 2018 

馬場 俊秀 公益社団法人石油学会 学会賞 2016.5 

澤田 敏樹 奨励賞（一般社団法人繊維学会） 2017.6.7 

澤田 敏樹 広報委員会パブリシティ賞（高分子学会） 2018.11.7 

澤田 敏樹 若い世代の特別講演会講演証 （公益社団法人日本化学会） 2019.3.17 

澤田 敏樹 ヤングサイエンティスト講演賞（公益社団法人高分子学会関

西支部） 

2019.7.12 

一杉 太郎 日本結晶成長学会 第 40回結晶成長学会討論会 

討論会賞 

2017 

一杉 太郎 東京工業大学  物質理工学院・創成的研究賞 2017 

小坂田 耕太郎 錯体化学会賞 2017.9.17 

福島 孝典 

庄子 良晃ほか 

第３８回応用物理学会優秀論文賞「Raising the metal–

insulator transition temperature of VO2 thin films by 

surface adsorption of organic polar molecules」 

2016.8.1 

庄子 良晃 文部科学大臣表彰若手科学者賞「ホウ素カチオンの創製と新

反応開拓に関する研究」 

2019.1.16 

小坂田 耕太郎 

矢野 哲司 

岡本 昌樹 

桑田 繁樹 

竹内 大介 

田中 浩士 

渕野 哲郎 

加藤 博子 

平成 27 年度関東工学教育協会賞(業績賞) 2016.5.23 

菅野 了次 

鈴木 耕太 

平山 雅章 

粉体粉末冶金論文賞 2016.6 

菅野 了次 加藤記念賞（加藤科学振興会） 2016.11 

菅野 了次 232nd ECS Meeting Battery Division Research Award 2017.1 

菅野 了次 IBA(International Battery Materials Association) 

Research award 

2018.3 

菅野 了次 第 56回粉体粉末冶金協会研究功績賞 2018.5 

菅野 了次 第 18回山﨑貞一賞 2018.11 

鈴木 耕太 

平山 雅章 

菅野 了次 

平成 30年度 電気化学会 論文賞 2019.3 

本倉 健 文部科学大臣表彰若手科学者賞「機能集積型触媒の開発と高

効率合成反応に関する研究」 

2019.4.17 

本倉 健 東工大挑戦的研究賞「固体表面への触媒活性点集積による新

規分子変換反応の開発」 

2016.7.29 

塚原 剛彦 東工大の星支援「STAR] 2016～現在 

眞中 雄一 石油学会  論文賞 2018.5 

眞中 雄一 東京工業大学物質理工学院 若手研究賞 2019.1 

今岡 享稔 文部科学大臣表彰 若手科学者賞 2017.4 

長谷川 馨 堀場雅夫賞 特別賞 2019.7.7 

吉田 尚弘 紫綬褒章 2018 

大河内 美奈 化学工学会 女性賞 2017.3 

稲木 信介 手島精一記念研究賞（著述賞） 2020.2.27 

稲木 信介 第 8回新化学技術研究奨励賞 2019.5.30 

稲木 信介 The Tajima Prize 2019.6.14 
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合田 義弘 手島記念研究賞（若手研究賞） 2020.2.27 

田中 祐圭 東工大挑戦的研究賞 2019.6.1 

永島 佑貴 日本化学会 第 36回若い世代の特別講演賞 2021.3.26 

望月 泰英 手島精一記念研究賞（博士論文賞） 2022.3.15 

相良 剛光 挑戦的研究賞 末松特別賞 2022.8.4 

中嶋 健 FERNLEY H. BANBURY AWARD 2020.2.20 

柘植 丈治 令和元年度東工大教育賞 2021.2.19 

岩橋 崇 東工大工系教育賞 2021.3.10 

岩橋 崇 第 60回学術奨励賞 2020.6.9 

冨田 育義 サイエンティスト賞 2020.10.14 

松下 祥子 第 1回エコテックグランプリ サカタインクス賞  2020.10.3 

松下 祥子 第 1回エコテックグランプリ ダイキン賞 2020.10.3 

松下 祥子 エコテックグランプリ 最優秀賞 2020.10.3 

中田 伸生 俵論文賞 2021.3.16 

中田 伸生 功績賞（学術部門） 2021.3.16 

中田 伸生 本多記念研究奨励賞 2020.5.1 

渡邉 学 奨励賞 2020.9.8 

澤田 敏樹 文部科学大臣表彰若手科学者賞 2021.4 

松下 祥子 ESG Tech Battle 2022 powered by NEDO CIC会長賞 2022.3.18 

相良 剛光 ATI 研究奨励賞 2021.5 

 

〇 2016 年４月から 2021 年３月に至る期間に学院所属教員が関与する研究で雇用したポスドク

の数は、のべ 306 名である。 

〇 2016 年４月から 2019 年９月に学院所属教員が関与する研究から製品化等の社会実装が始ま

ったもの及び継続しているものが６件、ISO の発行に至ったものが１件ある。 

 

◎社会実装・技術移転等 

教員名 研究成果の発信の内容 

曽根 正人 東京工業大学単独で出願した特許「無電解めっき用膜状触媒組成物」特許第 

4992085号が 2017年に東洋鋼鈑で実用化した。 

森川 淳子 国際標準(ISO)の発行, ISO 19935-1:2018 

Plastics — Temperature modulated DSC — Part 1: General principles 

中島 章 神奈川科学技術アカデミー（現、神奈川産業技術総合研究所）の流動研究プロ

ジェクトで開発し、協和界面科学に技術移転した「液滴転落挙動解析システム」

は、販売実績が 100台以上になった。 

小西 玄一 溶融法によるナノファイバー作製装置の市販 

田中 浩士 放射性医薬品用合成装置の販売 

伊原 学 スマートエネルギーシステム 「エネスワローver.3.2」東工大大岡山キャンパ

スでの実装 

加藤 之貴 化学蓄熱材料を開発し（特許 4765072、特許 51177386）その材料がライセンス

生産され、実用された。 

 
 

〇 2016 年４月から 2022 年３月に至る期間に学院所属教員が関与する研究で 195件の国内・国

際会議、シンポジウム、ワークショップ等を主宰している。 

 

◎会議等の開催 

教員名 会議等名 開催日時 開催場所 
参加者数 

(概数可) 

Administrator
同上

Administrator
人事課提供データにより抽出，反映済みです。
研究から製品化等の社会実装が始まったもの及び継続しているもの
→データ抽出方法が不明のため，未反映です。

Administrator
★　「可」→「含」に　
　　→やはりこのままに
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熊井 真次 2019年度 軽金属溶接協会年次講演大会 2019年6月12日 溶接会館(東京

都千代田区） 

110名 

熊井 真次 2018年度 軽金属溶接協会年次講演大会 2018年6月6日 溶接会館(東京

都千代田区） 

120名 

小林 郁夫 国際標準化機構第84専門委員会

（ISO/TC84）東京会議 

2016年5月 東工大 100名 

梶原 正憲 CALPHAD XLV 2016年5月29日 

〜6月3日 

淡路島夢舞台 

国際会議場 

約200名 

竹山 雅夫 5th INTERNATIONAL WORKSHOP ON 

TITANIUM ALUMINIDES（IWTA-

2016,Tokyo） 

2016年8月28日 

〜9月2日 

東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

143名 

(海外74名 

国内69名） 

竹山 雅夫 耐熱金属 材料第１２３委員会 

設立60周年記念国際シンポジウム 

2017年11月6日 

〜11月7日 

東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

196名 

大内 幸雄 第7回SFG研究会 2016年6月10日 

〜6月11日 

東京工業大学

大岡山キャン

パス 

110名 

扇澤 敏明 Asian Conference on Adhesion 2016年6月16日 

〜6月18日 

東京工業大学

大岡山キャン

パス 

400名 

鞠谷 雄士 Chair person, The Fiber Society 

2018 Spring Conference 

2018年6月12日 

〜6月14日 

Tokyo, Japan 200名 

森川 淳子 the third Quantitative Infrared 

Thermography Asian Conference 

(QIRT-Asia 2019 

2019年7月1日 

〜7月5日 

東京工業大学

大岡山キャン

パス 

120名 

鶴見 敬章 2018 ISAF-FMA-AMF-AMEC-PFM Joint 

Conference 

2018年5月27日 

〜6月1日 

広島国際会議

場(広島) 

1,000名 

松下 伸広 IUMRS-ICAM2017 2017年8月7日 

〜9月1日 

京都 2000名 

矢野 哲司 ICG Annual Meeting 2018 2018年9月23日 

〜9月26日 

横浜 588名 

生駒 俊之 日本セラミックス協会  

第２２回生体関連セラミックス討論会 

2018年11月30日 東京工業大学

田町キャンパ

ス イノベー

ションセンタ

ー 

100名 

舟窪 浩 日本セラミックス協会  

第 38 回エレクトロセラミックス研究

討論会 

2018年11月15日

〜11月16日 

富士通労働会

館(神奈川県  

川崎市ユニオ

ンビル) 

200名 

北本 仁孝 12th International Conference on 

Ferrites 

2019年10月29 

〜11月1日 

米国・ボスト

ン 

150名 

(見込み) 

原 亨和 

鎌田 慶吾 

第８６回フロンティア材料研究所講演会

「高機能材料・触媒による反応場制御」 

2018年11月20日 東京工業大学

すずかけ台キ

ャンパス 

97名 

原 亨和 

鎌田 慶吾 

バイオマス変換触媒研究会講演会「ケミ

カルズ合成の新しい触媒材料〜有機合成

からバイオマス変換まで〜」 

2017年11月13日 東京工業大学

すずかけ台キ

ャンパス 

94名 

鎌田 慶吾 ナノ構造触媒研究会講演会「特異的ナノ

構造のもたらす触媒作用」 

2016年11月4日 東京工業大学

すずかけ台キ

ャンパス 

90名 

笹川 崇男 第78回応用物理学会秋季学術講演会特

別シンポジウム「物質中のトポロジー：

応用にどのように結びつくのか？」 

2017年9月7日 福岡 500名 

川路 均 第54回日本熱測定討論会 2018年10月31日 

〜11月2日 

すずかけ台キ

ャンパス 

197名 

鷹尾 康一朗 Actinide2017国際会議 2017年07月09 

〜7月14日 

東北大 約300名 

石曽 根隆 Japan Taiwan Bilateral Polymer 2019年7月23 くにびきメッ 58名 
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Symposium 2019（JTBPS2019） 〜7月27日 セ(島根県松江

市) 

石曽 根隆 Korea Japan Joint Symposium on 

Polymer Science (KJJS2019) 

2019年9月18日 

〜9月22日 

延世大学(韓国

ソウル市) 

70名 

冨田 育義 The Commemorative Symposium for 

the 50th Issue of Macromolecules 

2017年5月31日 幕張 150名 

冨田 育義 IPC2018(The 12th International 

Polymer Conference) 

2018年12月4日 

〜12月7日 

広島 900名 

田中 健  π造形科学第4回公開シンポジウム 2017年10月19日

〜10月20日 

東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

150名 

田中 健  創薬人育成セミナー 2017年6月10日 東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

150名 

田中 健  平成29年度有機金属部会第２回例会 2017年6月23日 東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

150名 

田中 浩士 第一回糖化学フォーラム 2018年3月9日 東京工業大学 

大岡山キャン

パス 

80名 

小坂田 耕太郎 43rd International Conference on 

Coordination Chemistry symposium 

53 :Organometallics of new σ-

ligands 

2018年7月31日〜

8月1日 

仙台国際会議

場 

60名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第７回国際

シンポジウム・領域成果報告会 

2019年3月29〜3

月30日 

大阪大学シグ

マホール 

125名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第６回国際

シンポジウム 

2018年11月23日

〜11月25日 

スペイン・マ

ドリッド 

22名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第５回国際

シンポジウム 

2018年11月4日 

〜11月7日 

クロアチア・

ドブロブニク 

47名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第４回国際

シンポジウム 

2017年11月13日

〜11月14日 

ドイツ・ハイ

デルベルグ 

47名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第４回公開

シンポジウム 

2017年10月19日

〜10月20日 

東京工業大学

蔵前会館 

107名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第３回国際

シンポジウム 

2017年1月27日 

〜1月28日 

名古屋大学 87名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第３回公開

シンポジウム 

2016年10月20日

〜10月21日 

東北大学 99名 

福島 孝典 新学術領域「π造形科学」第２回国際

シンポジウム 

2016年4月14日 

〜4月15日 

さいたま市浦

和コミュニテ

ィセンター 

120名 

横井 俊之 Pre-symposium of ZMPC2018 in Tokyo 

"International Symposium on 

Advanced Zeolite Science & 

Technology" 

2018年8月4日 東京 100名 

横井 俊之 International Symposium on Porous 

Materials 2019 

2019年11月17 

〜11月19日 

東京 200名 

山元 公寿 IUPAC 17th International Symposium 

on Macro Molecular Complexes (MMC-

17） 

2017年8月28日 

〜8月31日 

東京 300名 

山口 猛央 12th Japan-Korea Symposium on 

Materials & Interfaces 

2016年11月2日 

〜11月5日 

静岡県御殿場

市 

127名 

山口 猛央 The 10th Conference of Aseanian 

Membrane Society (AMS10) 

2016年7月26日 

〜7月29日 

奈良県奈良市 557名 

加藤 之貴 The Fifth International Symposium 

on Innovative Materials and 

Processes i 

2019年10月20日

〜10月23日 

金沢 160名 

加藤 之貴 1st International Conference on 

Energy and Material Efficiency and 

2017年10月11日

〜10月13日 

神戸 150名 
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CO2 Re 

加藤 之貴 The 5th COE-INES International 

Symposium on Innovative Nuclear 

Energy S 

2016年10月31日

〜11月2日 

東京 150名 

大河内美奈 

(実行委員長) 

田中 祐圭 

(実行委員） 

化学とマイクロ・ナノシステム学会第

35回研究会 

2017年5月22日 

〜5月23日 

東京工業大学

大岡山キャン

パス 

 

宮澤 知孝 日本銅学会第60回記念講演大会 2020年10月24日   

保科 拓也 第37回強誘電体応用会議 2020年5月   

中嶋 健 第34回 特別研究会「走査型プローブ顕

微鏡」28th International Colloquium 

on Scanning Probe Microscopy 

(ICSPM28) 

2020年12月10日   

大内 幸雄 イオン液体研究会 2020年7月16日   

大内 幸雄 イオン液体ワークショップ2020 2020年12月4日   

岩橋 崇 電気化学会第88回大会The 88th ECSJ 

Spring Meeting 

2021年3月22日   

O MIN HO 日本銅学会 第60回記念講演大会 2020年10月24日   

中薗 和子 Molecular Chirality Asia 2020 2020年10月31日   

木村 好里 日本金属学会2021年春期講演大会 公

募シンポジウム S7 材料機能特性のア

ーキテクチャー構築シンポジウムII 

2021年3月18日   

木村 好里 日本金属学会研究会・材料機能特性の

アーキテクチャー研究会（第3回） 

2020年12月17日   

木村 好里 2020 TMS Annual Meeting, Alloys and 

Compounds for Thermoelectric and 

Solar Cell Applications IX 

2021年3月15日   

石川 謙 The 27th International Display 

Workshops 

2020年12月3日   

赤坂 修一 2020年技術交流会 2020年12月4日   

久保山 敬一 第31回プラスチック成形加工学会年次

大会 

2020年6月24日   

久保田 雄太 日本セラミックス協会第34回秋季シン

ポジウム 

2021年9月1日   

久保田 雄太 IUMRS-ICYRAM2022 2022年8月3日   

荒井 創 電気化学会第88回大会 2021年3月22日   

田中 祐圭 生物工学フォーラム 2020年8月24日   

田中 克典 化学フェスタ 2020年10月20日   

田中 克典 化学フェスタ 2021年10月19日   

田中 健 有機合成化学協会関東支部シンポジウ

ム 

2021年5月29日   

宮澤 知孝 日本金属学会2021年春期(第168回)講演

大会 

2021年3月16日   

芹澤 武 第30回日本MRS年次大会 2020年12月9日   

三宮 工 顕微鏡学会関東支部講演会 2020年3月3日   

岸 哲生 GLASS MEETING 2020 2020年12月1日   

岸 哲生 日本セラミックス協会2022年年会 2022年3月   

岸 哲生 日本セラミックス協会秋季シンポジウ

ム 

2020年9月   

松本 英俊 ナノファイバーシンポジウム2021 2021年3月   

松本 英俊 電気化学会第88回大会 2021年3月   

松本 英俊 2020年度繊維学会関東支部講演会 2020年12月25日   

松本 英俊 2020年度繊維学会秋季研究発表会 2020年11月   

松本 英俊 ナノファイバー学会第10回年次大会 2020年10月   
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宮澤 知孝 第17回 ヤングメタラジスト研究交流会 2020年11月9日   

宮内 雅浩 Joint Workshop of Central South 

University & Tokyo Institute of 

Technology for CO2 Recycle 

Catalysis Technology (under JST-

SICORP project) 

2021年1月15日   

大井 梓 材料と環境2020 2020年5月20日   

大井 梓 電気化学会第88回大会 2021年3月22日   

宮澤 知孝 2020年電子顕微鏡解析技術フォーラム 2020年1月24日   

宮澤 知孝 2021年新春電子顕微鏡解析技術フォー

ラム 

2021年1月22日   

松本 秀行 The 14th International Symposium on 

Process Systems Engineering 

(PSE2021) 

2021年7月   

稲木 信介 The 14th International Symposium on 

Organic Reactions (ISOR-14) 

2020年4月   

稲木 信介 電気化学会第88回大会 2021年3月   

保科 拓也 第40回電子材料研究討論会 2020年11月   

宮澤 知孝 2022年新春電子顕微鏡解析技術フォー

ラム 

2022年1月21日   

宮澤 知孝 2021年電子顕微鏡解析技術フォーラム 2021年8月24日   

宮澤 知孝 第18回 ヤングメタラジスト研究交流会 2021年10月6日   

久保内 昌敏 2022年新春研究会 明るく伸びゆく日

本の産業のための「2つの柱」 事業・

売上げテーマ探求・各種設備保全活動 

2021年1月22日   

宮澤 知孝 日本銅学会第61回講演大会 2020年10月23日   

久保内 昌敏 2021年新春研究会 明るく伸びゆく日

本の産業のための「2つの柱」 事業・

売上げテーマ探求・各種設備保全活動 

2021年1月22日   

久保内 昌敏 第１回材料のパフォーマンス研究会 2021年1月15日   

久保内 昌敏 第４回材料のパフォーマンス研究会 2020年10月2日   

久保内 昌敏 第３回材料のパフォーマンス研究会 2020年7月3日   

久保内 昌敏 第１回材料のパフォーマンス研究会 2022年1月14日   

久保内 昌敏 第４回材料のパフォーマンス研究会 2021年10月1日   

久保内 昌敏 第３回材料のパフォーマンス研究会 2021年7月2日   

久保内 昌敏 第２回材料のパフォーマンス研究会 2021年4月2日   

久保内 昌敏 2020年FRP入門講習会（オンライン講習

会） 

2020年11月11日   

久保内 昌敏 2021年FRP入門講習会（オンライン講習

会） 

2021年6月30日   

MANZHOS 

SERGEI 

8th International Congress on 

Ceramics (ICC8), April 25-30, 2021, 

BEXCO, Busan, Korea 

2021年4月   

MANZHOS 

SERGEI 

46th International Conference and 

Expo on Advanced Ceramics and 

Composites (ICACC 2021), Daytona 

Beach FL, USA, January 24-28, 2022 

2022年1月   

松本 英俊 2021年度繊維学会年次大会 2021年6月   

松本 英俊 1st Energy & Informatics 

International Forum: Connecting, 

Creating, Energy · Information ·  

Human · Society 

2021年12月   

松本 英俊 日本膜学会第43年会 2021年6月   

松本 英俊 ナノファイバー学会第11回年次大会 2021年9月3日   

松本 英俊 日本海水学会第50回荷電膜コロキウム 2021年12月20日   



 

 

112 
 

松本 英俊 2021年度繊維学会年次大会 2021年6月   

松本 英俊 2021年度繊維学会関東支部講演会 2021年12月24日   

田中 祐圭 日本化学会 第102春季年会 プログラム

編成委員 

2022年3月23日   

澤田 敏樹 第30回MRS年次大会 2020年12月9日   

澤田 敏樹 第4回ポリマー材料科学若手研究会 2020年3月1日   

平山 雅章 電気化学会 2021年3月22日   

平山 雅章 固体イオニクス討論会 2020年12月8日   

平山 雅章 金属学会 2020年9月14日   

松下 伸広 日本MRS第30回年次大会Annual Meeting 

of MRS-J 

2020年12月9日   

北本 仁孝 粉体粉末冶金協会2020年度秋季大会 2020年10月27日   

矢野 哲司 GLASS MEETING 2020 2020年12月7日   

北本 仁孝 Virtual Irago Conference 2020 2020年12月11日   

早川 晃鏡 JIEP第35回春季講演大会 2021年3月17日   

早川 晃鏡 69th Symposium on Macromolecules 

Special Session, Japan-Taiwan Young 

Scientists Polymer Symposium 

2020年9月18日   

早川 晃鏡 高分子説100年記念シンポジウム 2021年3月12日   

稲木 信介 PRiME 2020 2020年10月1日   

池澤 篤憲 電気化学会第88回大会 2021年3月22日   

宝田 亘 プラスチック成形加工学会第28回秋季

大会 

2020年12月1日   

久保内 昌敏 エポキシ樹脂技術協会 第４８期第４

回 特別講演会 

2021年11月1日   

木村 好里 2022 TMS Annual Meeting, Alloys and 

Compounds for Thermoelectric and 

Solar Cell Applications X 

2022年2月27日   

大塚 英幸 Pacifichem 2021 2021年12月   

戸木田 雅利 2019年繊維学会秋季研究発表会 2019年11月   

戸木田 雅利 2020年繊維学会年次大会 2020年6月   

戸木田 雅利 2021年繊維学会年次大会 2021年6月   

大内 幸雄 イオン液体シンポジウム2021 2021年9月17日   

大内 幸雄 第11回イオン液体討論会 2021年11月18日   

久保田 雄太 IUMRS-ICYRAM2022 2022年8月3日   

佐藤 浩太郎 The 2021 International Chemical 

Congress of Pacific Basin 

Societies, Pacifichem 2021 

2021年12月   

岩橋 崇 第11回イオン液体討論会 2021年11月18日   

赤坂 修一 第32回エラストマー討論会 2021年11月24日   

赤坂 修一 第55回夏期講座 2021年6月29日   

赤坂 修一 繊維学会 2021年度年次大会 2021年6月8日   

赤坂 修一 2021年技術交流会 2021年12月3日   

稲木 信介 日本化学会第102春季年会 2022年3月1日   

稲木 信介 The 72nd Annual Meeting of the 

International Society of 

Electrochemistry 

2021年8月1日   

O MIN HO 日本金属学会 若手研究交流会 2021年10月6日   

小林 郁夫 2020年度(第60回)日本銅学会講演大会 2020年10月24日   

宮地 輝光 第9回次世代天然ガス利用を考える若手

勉強会 

2022年11月20日   

扇澤 敏明 日本接着学会 年次大会 2021年6月24日   
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久保山 敬一 成形加工シンポジア'21Seikei-Kakou 

Autumnal Meeting 2021 

2021年11月30日   

久保山 敬一 第32回プラスチック成形加工学会年次

大会 

2021年6月16日   

安藤 慎治 第28回 日本ポリイミド・芳香族系高分

子会議28th Japan Polyimide and 

Aromatic Polymers Conference  

2020年12月4日   

安藤 慎治 第29回 日本ポリイミド・芳香族系高分

子会議29th Japan Polyimide and 

Aromatic Polymers Conference  

2021年12月10日   

芹澤 武 第31回日本MRS年次大会 2021年12月14日   

林 智広 IWSBN2021The 174 Committee Workshop 

IWSBN (International workshop on 

Symbiosis of Biology and 

Nanodevices)  

2021年11月4日   

林 智広 実用顕微評価技術セミナー2021 2021年7月14日   

林 智広 日本表面真空学会 2021年度関東支部講

演大会 

2021年4月3日   

林 智広 MNC202033th International 

Microprocesses and Nanotechnology 

Conference 

2020年11月9日   

林 智広 MRM2020MATERIALS RESEARCH MEETING 

2020 

2020年12月7日   

林 智広 MNC202134th International 

Microprocesses and Nanotechnology 

Conference 

2021年10月26日   

林 智広 MRM2021MATERIALS RESEARCH MEETING 

2021 

2021年12月13日   

林 智広 応用物理学会春期学術講演会The Japan 

Society of Applied Physics Spring 

Meeting 

2021年3月16日   

林 智広 応用物理学会秋季学術講演会The Japan 

Society of Applied Physics Autumn 

Meeting 

2020年9月8日   

林 智広 応用物理学会春期学術講演会The Japan 

Society of Applied Physics Spring 

Meeting 

2020年3月12日   

岸 哲生 日本セラミックス協会2020年年会 2020年3月   

岸 哲生 日本セラミックス協会2022年年会 2022年3月   

岸 哲生 日本セラミックス協会秋季シンポジウ

ム 

2021年9月   

久保内 昌敏 エポキシ樹脂技術協会 エポキシ樹脂

技術に関する基礎講座２０２１ 

2021年6月15日   

久保内 昌敏 エポキシ樹脂技術協会 第４８期第３

回 特別講演会 

2021年9月21日   

木村 好里 日本金属学会2022年春期講演大会 公

募シンポジウム S4 材料機能特性のア

ーキテクチャー構築シンポジウムIII 

2022年3月16日   

伊原 学 東工大InfoSyEnergy/アーヘン工科大 

ジョイントワークショップ 

2021年12月   

冨田 育義 Pacifichem 2021 2021年12月17日   

宝田 亘 37th International Conference of 

Polymer Processing Society 

2022年4月11日   

宝田 亘 The 48th Textile Research Symposium 2021年12月8日   

宝田 亘 プラスチック成形加工学会第29回秋季

大会 

2021年11月1日   
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宝田 亘 プラスチック成形加工学会第32回年次

大会 

2021年6月1日   

河村 憲一 International Symposium on High-

temperature Oxidation and Corrosion 

2022 

2022年10月16日   

保科 拓也 第31回日本MRS年次大会 2021年12月   

保科 拓也 第41回電子材料研究討論会 2020年11月   

保科 拓也 第38回強誘電体応用会議 2021年6月   

石毛 亮平 2021年 繊維学会秋季研究発表会 2021年11月18日   

石毛 亮平 2021年繊維学会年次大会 2022年6月9日   

早川 晃鏡 Japan-Taiwan Young Scientists 

Online Symposium 

2021年10月28日   

早川 晃鏡 70th Symposium on Macromolecules, 

Japan-Taiwan Joint Symposium 

2021年5月26日   

早川 晃鏡 70th Symposium on Macromolecules, 

Japan-Korea Joint Session 

2021年9月6日   

澤田 敏樹 第5回 東工大応用化学系 次世代を担う

若手シンポジウム 

2021年3月19日   

梁 暁斌 29th International Colloquium on 

Scanning Probe Microscopy  

2021年12月9日   

平山 雅章 電池討論会 2020年11月30日   

平山 雅章 金属学会 2021年9月14日   

早水 裕平 The Second International Workshop 

by the 174th Committee JSPS  

2022年1月20日   

中嶋 健 第35回 特別研究会「走査型プローブ顕

微鏡」29th International Colloquium 

on Scanning Probe Microscopy 

(ICSPM28) 

2020年12月9日   

池澤 篤憲 第62回電池討論会 2021年11月30日   
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〇  研究成果解析システムの１つである Elsevier 社の SciVal を用いて 2022 年 3月 31 日時点に

おける 2021年のデータを解析すると、論文数 496 本、トップ 10 ジャーナルへの掲載率は

33.6％であり、電気二次電池、リチウム合金、原子間力顕微鏡、自己組織化単分子膜、分

子、ブロックコポリマー、ミセル、ポリマー、触媒作用、合成（化学）等の研究分野での出

力が多い。  

 

 

     

Administrator
上記について，追記更新等していただくといいかと思います。

Administrator
産連本部に確認し，情報更新済みです。
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＜４ 研究資金＞ 

【本務教員あたりの科研費申請件数（新規）】 

 

 

【本務教員あたりの科研費採択内定件数】 

 

 

【科研費採択内定率（新規）】 
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【本務教員あたりの科研費内定金額】 

 

 

【本務教員あたりの競争的資金採択件数】 

 

 

【本務教員あたりの競争的資金受入金額】 
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【本務教員あたりの共同研究受入件数】 

 

 

【本務教員あたりの共同研究受入金額】 

 

 

【本務教員あたりの受託研究受入件数】 
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【本務教員あたりの受託研究受入金額】 

 

 

【本務教員あたりの寄付金受入件数】 

 

 

【本務教員あたりの寄付金受入金額】 

 

 



 

122

 

 

 

 

【本務教員あたりのライセンス契約数】 

 

 

【本務教員あたりのライセンス収入額】 

 

 

【本務教員あたりの外部研究資金の金額】 
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【本務教員あたりの民間研究資金の金額】 

 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇  2016 年４月から 2022 年３月に至る期間までに教員の個人ベースで、別紙に示す 167 件の大

型予算を獲得した。その総額は 269 億円に上る。 

 

◎大型予算の獲得実績一覧 

教員名 大型研究名 期間 役職 予算規模 

須佐 匡裕 スケールの伝熱特性支配因子調査研究会 2014～2046 主査 ¥15,000,000 

細田 秀樹 基盤研究(S) 2014 

～2018年度 

研究代表者 ¥182,000,000 

稲邑 朋也 さきがけ・力学機能のナノエンジニアリング 2019.10 

～2023.3 

研究代表者 ¥40,000,000 

曽根 正人 JST-CREST「ナノ慣性計測デバイス・システム技術と  その

応用創出」（益一哉教授・代表研究者） 

2014 

～2019年度 

材料班リーダー ¥100,000,000 

合田 義弘 MEXT元素戦略プロジェクト「磁性材料研究拠点(ESICMM)」 2012～2022 PI ¥120,000,000 

合田 義弘 MEXTポスト京プロジェクト重点課題7CDMISI 2016～2021 サブサブ課題責

任者 

¥40,000,000 

合田 義弘 JST-CREST「界面マルチフェロイク材料の創成」 2019～2024 主たる共同研究

者 

¥50,000,000 

 

中田 伸生 

JST産学共創基礎基盤研究プログラム 

「革新的構造用金属材料創製を目指したヘテロ構造制御に基づ

く新指導原理の構築」 

2016.4 

～2020.3 

 ¥100,000,000 

竹山 雅夫 戦略的イノベーション創造プログラム (SIP)課題名「統合

型材料開発システムによるマテリアル革命」 

2018,10.1 

～2023.3.31 

Leader ¥160,000,000 

竹山 雅夫 戦略的創造研究推進事業  先端的低炭素化技術開発（ALCA） 2012.4.1 

～2020.3.31 

研究開発代表者 ¥306,540,000 

竹山 雅夫 ジェットエンジン用高性能TiAI基合金の設計・製造技術の開

発 

2015.1.27 

～2019.3.31 

研究開発代表者 ¥508,470,000 

Vacha Martin 新学術領域研究「高次複合光応答」 2014 

～2018年度 

研究計画班代表者 ¥45,100,000 

大内 幸雄 基盤研究(A) 2014～2017 研究代表者 ¥31,900,000 

早川 晃鏡 JST さきがけ「分子技術と新機能創出」 2013～2016 研究代表者 ¥42,830,000 

森 健彦 JST ACT-C 2012.10 

～2018.3 

研究代表者 ¥40,000,000 

森川 淳子 戦略的創造研究推進事業（CREST） 2019.10 

～2025.3 

代表者 ¥250,000,000 

Administrator
予算規模にある金額は，HP上では伏せていただけますと幸いです。
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松本 英俊 NEDO非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発/セルロー

スナノファイバーの機能性向上を目指した木質系バイオマスか

らＣＮＦを製造するための原料評価手法の開発 

2017～2019 研究テーマリー

ダー 

¥46,990,000 

難波江 裕太 NEDO先導研究プログラム／ 

エネルギー・環境新技術先導研究プログラム／ 

革新的非白金触媒のビルドアップ的作製方法の研究開発 

2018 

～2019年度 

研究代表者 ¥20,000,000 

難波江 裕太 NEDO 固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発／普及拡大

基盤技術開発／ 

非白金系触媒の革新的高機能化のためのメカニズム解析

（カーボン系） 

2018 

～2019年度 

研究代表者 ¥56,000,000 

難波江 裕太 NEDO 固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発／普及拡大

基盤技術開発／ 

触媒・電解質・MEA内部現象の高度に連成した解析、セル

評価／複数の活性点が混在する複合電極触媒の設計基盤

技術の確立 

2016 

～2017年度 

研究代表者 ¥65,000,000 

生駒 俊之 科研費基盤研究B 分野融合による魚鱗コラーゲンマテリアルテ

クノロジーに関する研究 

2016.4.1 

～2018.3.31 

代表者 ¥12,000,000 

宮内 雅浩 JST ACT-C 2013～2017 代表研究者 ¥40,000,000 

宮内 雅浩 JST CREST 2015～2020 主たる共同研究者 ¥71,760,000 

吉田 克己 文部科学省 原子力システム研究開発事業 10月～2020.3 研究代表者 ¥314,303,044 

舟 窪浩 独立行政法人科学技術振興機構 研究成果展開事業 研究成果

最適展 

開支援プログラムA-STEPステージⅠ 産業ニーズ対応タイプ 

技術テーマ名 ：セラミックスの高機能化と製造プロセス革新

「非鉛圧電配向体の焼結しない低温作製法の確立 ～ IoTセン

サーおよびエネルギーハーベスター応用に向けて」 

2016.12 

～2020.3 

代表者 ¥109,330,000 

舟 窪浩 文部科学省、国家課題対応型研究開発推進事業、元素戦略プ

ロジェクト＜研究拠点形成型＞、「東工大元素戦略拠点

（TIES)」 

2012～2021.3 主任研究者 ¥100,000,000 

柘植 丈治 JST未来社会創造事業「中分子膜輸送強化による発酵技術改

革」 

2017～2021 代表 ¥180,000,000 

柘植 丈治 JST・CREST「植物バイオマス原料を利活用した微生物工場に

よる新規バイオポリマーの創製および高機能部材化」 

2012～2017 主たる共同研究者 ¥390,000,000 

林 智広 JSTさきがけ 2017～2020  ¥40,000,000 

原 亨和 基盤研究S 2018～2022  ¥146,000,000 

原 亨和 ＪＳＴ ＡＬＣＡ 2012～2019  ¥194,000,000 

鎌田 慶吾 ＪＳＴさきがけ 2015～2019  ¥40,000,000 

笹川 崇男 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2016.10 

～2022.3 

 ¥350,000,000 

神谷 利夫 文部科学省 元素戦略プロジェクト電子材料領域 東工大元素戦

略拠点 

2012 

～2022年度 

副センター長 ¥0 

片瀬 貴義 科学技術振興機構 さきがけ 2016.10 

～2020.3 

 ¥40,000,000 

大場 史康 JST-CREST革新材料開発領域「データ駆動型材料探索に立脚し

た新規半導体・誘電体の加速的開拓」 

2017.10 

～2023.3 

研究代表者 ¥89,000,000 

東 正樹 科研費基盤Ｓ 2019 

～2023年度 

 ¥150,000,000 

東 正樹 神奈川県立産業技術総合研究所 有望シーズ展開事業 2019 

～2022年度 

 ¥120,000,000 

北野 政明 JST さきがけ「ヒドリドイオンの光励起により駆動するアンモ

ニア合成触媒の開発」 

2018～2021  ¥40,000,000 

鷹尾 康一朗 内閣府革新的研究開発推進プログラム(ImPACT), 核変換による

高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化(藤田プログラ

ム)「ガラス固化体湿式処理技術の開発」 

2015.10 

～2019.3 

研究代表者 ¥26,961,000 

鷹尾 康一朗 文科省国家課題対応型研究開発推進事業, 英知を結集した原子

力科学技術・人材育成推進事業「ウラン選択性沈殿剤を用い

たトリウム燃料簡易再処理技術基盤研究」 

2015.10 

～2018.3 

研究代表者 ¥29,735,000 

鷹尾 康一朗 独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構(JOGMEC), 金

属資源の生産技術に関する基礎研究「難抽出性白金族元素活性

化による迅 

速溶媒抽出技術の開発」 

2017.9 

～2019.3 

研究代表者 ¥10,000,000 

鷹尾 康一朗 文科省国家課題対応型研究開発推進事業, 英知を結集した原子

力科学技術・人材育成推進事業「ウラニル錯体化学に基づく

テーラーメイド型新規海水ウラン吸着材開発」 

2019.10 

～2022.3 

研究代表者 ¥15,000,000 

Administrator
?  何年からでしょう

Administrator
このままいくことに
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稲木 信介 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 さきがけ 2018 

～2021年度 

代表 ¥40,000,000 

田中 健 JST ACT-C 2012～2018 研究代表者 ¥60,000,000 

田中 浩士 JST 先端計測分析技術・機器開発プログラム 2016～2019 研究代表者 ¥140,000,000 

下山 裕介 

 

JST 先端的低炭素化技術開発（ALCA) 

「相分離型省エネルギーCO2吸収剤の開発」 

2018.10 

～2022.3 

主たる共同研究者 ¥23,000,000 

中嶋 健 戦略的創造研究推進事業（JST CREST）実験と理論・計算・デ

ータ科学を融合した材料開発の革新「熱可塑性エラストマーに

おける動 

的ネットワークのトポロジー制御」 

2017.10.1 

～2023.3.31 

研究代表者 ¥300,000,000 

宍戸 厚 さきがけ「分子技術と新機能創出」 2016.10 

～2018.3 

さきがけ研究者 ¥31,000,000 

宍戸 厚 新学術領域「発動分子科学 エネルギー変換が拓く自律的機

能の設計」 

2018.6 

～2022.3 

計画班 ¥93,340,000 

宍戸 厚 CREST「分子ダイナミクスを利用した熱マネージメント」 2018.10 

～2023.3 

主たる共同研究者 ¥14,000,000 

澤田 敏樹 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業さきがけ 2017.10 

～2021.3 

助教 ¥46,990,000 

一杉 太郎 CREST 2015.10 

～2021.3 

代表 ¥2,000,000,00

0 

大塚 英幸 科学研究費補助金基盤研究A 2017.4 

～2021.3 

研究代表者 ¥33,500,000 

大塚 英幸 JST-ImPACT 公募研究 2015.2 

～2019.3 

研究代表者 ¥60,000,000 

青木 大輔 JST-さきがけ 2018.10 

～2022.3 

研究代表者 ¥40,000,000 

大塚 英幸 JST-CREST 2019.10 

～2025.3 

研究代表者 ¥280,000,000 

福島 孝典 新学術領域研究(研究領域提案型)「π造形科学：電子と構造

のダイナミズム制御による新機能創出」 

2014 

～2018年度 

領域代表 ¥1,143,000,00

0 

福島 孝典 JST CREST「分子ダイナミクスを利用した熱マネージメント」 2019 

～2023年度 

研究代表者 ¥250,000,000 

青木 才子 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「革新的燃焼技

術」 

2014.10 

～2019.3 

損失低減チー

ム・クラスター

大学08・研 

究担当者 

¥10,000,000,0

00 

桑田 繁樹 JSTさきがけ研究「分子技術」領域 2014.10 

～2018.3 

研究者 ¥30,000,000 

野村 淳子 JSTさきがけ研究「超空間」領域 2013.10 

～2017.3 

研究員 ¥39,900,000 

横井 俊之 戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）課題「脱炭

素社会実現のためのエネルギーシステム」研究課題名「平衡制

約脱却を目 

指した低温部分酸化型CH4改質プロセスの開発」 

2018.10 

～2020.3 

研究代表者 ¥200,000,000 

山中 一郎 CREST「革新的触媒」 2015～2020 研究代表者 ¥300,000,000 

山中 一郎 CREST「革新的反応」 2018～2023 主たる研究者 ¥150,000,000 

塚原 剛彦 文部科学省・英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進

事業 日 

2017～2019 研究代表者 ¥60,000,000 

塚原 剛彦 文部科学省・英知を結集した原子力科学技術・人材育成事業 

廃止措置人材育成プログラム 

2014～2018 主たる研究者 ¥500,000,000 

塚原 剛彦 科学技術振興機構 未来社会創造事業 「持続可能な社会の実

現」領域 

2018～2020 

(ステージゲ

ート通過+5年) 

研究代表者 ¥200,000,000 

菅野 了次 NEDO 革新型蓄電池実用化促進基盤技術開発 2016.4.1 

～2020.3.31 

研究代表者 ¥203,000,000 

菅野 了次 NEDO エネルギー・環境新技術先導プログラム 2017.1.4 

～2019.1.31 

研究代表者 ¥61,400,000 

菅野 了次 NEDO 先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第２期） 2018.4.16 

～2023.3.31 

研究代表者 ¥51,200,000 

菅野 了次 科学研究費 新学術領域研究（研究領域提案型） 

ナノ構造情報に基づいた新しい固体イオニクス材料の創出 

2016.4.1 

～2018.3.31 

研究代表者 ¥32,200,000 

菅野 了次 科学研究費 基盤研究(S) 超イオン導電体の創出 2017.5.31 

～2021.3.31 

研究代表者 ¥129,500,000 

Administrator
?  削除してもいいでしょうか
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菅野 了次 科学技術振興機構 先端的低炭素化技術開発（ALCA） 2016.4.1 

～2020.3.31 

研究代表者 ¥76,700,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2016.4.1 

～2020.3.31 

研究代表者 ¥96,000,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2018.4.1 

～2020.3.10 

研究代表者 ¥54,500,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2017.9.29 

～2020.9.28 

研究代表者 ¥34,700,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2018.10.1 

～2019.9.30 

研究代表者 ¥13,000,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2018.6.1 

～2020.5.31 

研究代表者 ¥23,200,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2018.11.1 

～2019.10.31 

研究代表者 ¥12,000,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2019.4.1 

～2020.3.31 

研究代表者 ¥42,700,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2019.8.1 

～2020.7.31 

研究代表者 ¥1,500,000 

菅野 了次 産業界との共同研究 2019.3.1 

～2020.2.29 

研究代表者 ¥15,000,000 

山雅 章 科学研究費 新学術領域研究（研究領域提案型）高機能固体

イオニクス材料の創出 

2019.6.28 

～2024.3.31 

研究代表者 ¥78,400,000 

鈴木 耕太 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業さきがけ 2017.10.1 

～2020.3.31 

研究代表者 ¥32,000,000 

本倉 健 JSTさきがけ（革新的触媒） 

「アルカンの協奏的活性化を指向した活性点集積型触媒の開

発」 

2017.10 

～2021.3 

さきがけ研究者

（兼 

¥37,000,000 

本倉 健 NEDO 「高密度蓄熱材料に関する研究」 2016.4 

～2018.3 

 ¥9,000,000 

本倉 健 科研費 基盤研究B 

「固体表面における協同触媒作用概念に基づく不活性結合と不

活性分子の活性化」 

2015.4 

～2018.3 

 ¥16,000,000 

眞中 雄一 ＮＥＤＯ先導研究プログラム／ 

エネルギー・環境新技術先導研究プログラム／ 

産業廃水からの反応性窒素の高濃縮・資源化技術 

2019.8 

～2021.7 

機関代表 ¥50,000,000 

アルブレヒト 

建 

JST 戦略的創造研究推進事業 さきがけ 

研究領域名「電子やイオン等の能動的制御と反応」 

2018.10 

～2022.3 

助教 ¥40,000,000 

今岡 享稔 JST 戦略的創造研究推進事業 さきがけ 

研究領域名「超空間制御と革新的機能創成」 

2015.10 

～2019.3 

准教授 ¥40,000,000 

山元 公寿 JST ERATO 

「山元アトムハイブリッドプロジェクト」 

2015.10 

～2021.3 

教授 ¥1,472,778 

山元 公寿 科研費 基盤（S） 

「精密無機合成を基盤とする超原子の創成と機能解明」 

2015.4 

～2020.3 

教授 ¥200,000,000 

荒井 創 NEDO先導研究プログラム「車載用蓄電池の内部状態解析に基

づく診断技術の研究開発」 

2019.7 

～2021.7 

研究開発責任者 ¥100,000,000 

伊原 学、 

長谷川 馨 

NEDO 水素利用等先導研究開発事業 2016.6.23 

～2018.2.28 

教授 ¥69,887,000 

伊原 学 科学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究(A)（一

般） 

「30%超タンデム太陽電池用超薄膜ペロブスカイト太陽電池と

光閉じ込め貼り合わせ技術」 

2016.4.1 

～2021.3.31 

教授 ¥44,070,000 

伊原 学、 

長谷川 馨 

科学技術振興機構 未来社会創造事業 委託事業 

低コスト社会実装を前提とした再エネ電源の大量導入を可

能にする系統協調/分散型リアルタイムスマートエネルギー

システムの開発 

リアルタイムスマートエネルギーシステム(エネスワロー 

verX)の開発 

2018.11.15 

～2020.3.31 

(ステージゲ

ート通過すれ

ば+5年) 

教授 ¥19,500,000 

山口 猛央 JST-CREST 再生可能エネルギーからのエネルギーキャリア

の製造とその利用のための革新的基盤技術の創出, 液体燃

料直接型固体アルカリ燃料電池用触媒層および MEA基盤

技術の構築 

2015.10 

～2021.3 

 

研究代表者 ¥187,800,000 

山口 猛央 NEDO 水素利用等先導研究開発事業/水電解水素製造技術高

度化のための基盤技術研究開発/高性能・高耐久な固体高

分子形および固体アルカリ水電解の材料・セルの設計開発 

2018.6 

～2021.2 

 

研究代表者 ¥152,000,000 

Administrator
? 削除してもいいでしょうか
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加藤之貴 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「エネルギーキ

ャリア」、「高温太陽熱供給システム」チーム 

2014～2017 チームリーダー ¥1,800,000,00

0 

和田雄二 科研費基盤研究（S)：マイクロ波誘起非平衡状態の学理とその

固体・ 

2017 

～2021年度 

研究代表者 ¥160,200,000 

吉田尚弘、 

豊田栄、 

山田桂太 

基盤研究S 「アイソトポログによる地球表層環境診断」 2017 

～2021年度 

代表（吉田）、 

分担（豊田、 

山田） 

¥160,000,000 

大河内美奈 革新的研究開発推進プログラムImPACT 2014～2019 教授  

大河内美奈 戦略的イノベーション創造プログラムSIP 2019～2024 教授  

大友 明 

 

Study on field-effect control of the electronic phase 

in transition-metal oxide thin films and demonstration 

of room-temperature operation of phase-change memory 

2018.9.1 

～2022.8.31 

教授 ¥50,000,000 

舟窪 浩 民間企業との共同研究 2018.1.1 

～2021.3.31 

教授 ¥14,950,000 

宮内 雅浩 民間企業との共同研究 2017.4.1 

～2022.3.31 

教授 ¥30,000,000 

道信 剛志 民間企業との共同研究 2021.4.1 

～2024.3.31 

教授 ¥16,825,250 

松下 祥子 増感型熱利用発電素子の実用化 2020.4 

～2021.10.31 

准教授 ¥13,046,960 

早川 晃鏡 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.01 

～2022.3.31 

教授 ¥14,118,000 

 

村橋 哲郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2020.12.01 

～2023.3.31 

教授 ¥104,520,000 

荒井 創 

 

車載用蓄電池の内部状態解析に基づく診断技術の研究開発 2019.7.24 

～2021.7.31 

教授 ¥10,022,000 

山中 一郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1  

～2022.3.31 

教授 ¥11,050,000 

山中 一郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥11,050,000 

山中 一郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2015.12.1 

～2021.9.30 

教授 ¥18,330,000 

中嶋 健 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2017.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥15,080,000 

大塚 英幸 未来社会創造事業 2018.11.15 

～2022.3.31 

教授 ¥10,400,000 

大塚 英幸 未来社会創造事業 2018.11.15 

～2023.3.31 

教授 ¥10,400,000 

大塚 英幸 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥23,400,000 

大塚 英幸 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥40,050,400 

冨田 育義 水素利用等先導研究開発事業 2021.4.23 

～2023.2.28 

教授 ¥47,576,000 

伊原 学 未来社会創造事業 2018.11.15 

～2021.5.31 

教授 ¥11,099,400 

早川 晃鏡 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥14,485,900 

稲木 信介 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥11,700,000 

稲木 信介 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥11,830,000 

豊田 栄 ムーンショット型研究 研究開発事業 2020.11.2 

～2023.2.28 

准教授 ¥20,771,000 

森 伸介 NEDO先導研究プログラム 2021.5.12 

～2022.3.31 

准教授 ¥15,856,000 

戸木田 雅利 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥16,250,000 

宮内 雅浩 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2015.12.1 

～2021.9.30 

教授 ¥12,090,000 

森川 淳子 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥30,199,000 

森川 淳子 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥27,820,000 

Administrator
★　「研究研究」でお間違いないでしょうか
　　　※ムーンショット型研究開発事業   (AMED) という名称があるので、ここでは研究の開発事業の意より、研究と研究の間にスペースをいれました。　他同
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森川 淳子 CREST熱制御 2019.10.1 

～2025.3.31 

教授 ¥10,000,000 

矢野 哲司 民間企業との受託研究 2021.5.6 

～2022.3.31 

教授 ¥17,253,000 

舟窪 浩 民間企業との受託研究 2017.4.1 

～2021.3.31 

教授 ¥15,999,100 

中田 伸生 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2020.11.1 

～2022.3.31 

教授 ¥10,400,000 

中田 伸生 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2020.11.1 

～2023.3.31 

教授 ¥34,814,000 

柘植 丈治 未来社会創造事業 2017.11.1 

～2022.3.31 

准教授 ¥14,398,800 

柘植 丈治 未来社会創造事業 2017.11.1 

～2022.3.31 

准教授 ¥14,398,800 

柘植 丈治 ムーンショット型研究研究開発事業 2020.8.24 

～2023.2.28 

准教授 ¥50,017,000 

合田 義弘 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1 

～2022.3.31 

准教授 ¥13,000,000 

合田 義弘 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2018.10.1 

～2023.3.31 

准教授 ¥13,000,000 

合田 義弘 科学技術試験研究委託事業 2020.4.1 

～2021.3.31 

准教授 ¥17,938,420 

合田 義弘 科学技術試験研究委託事業 2021.4.1 

～2022.3.31 

准教授 ¥18,041,926 

難波江 裕太 燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官

連携研究開発事業 

2020.7.31～

2022.6.30 

准教授 ¥36,400,000 

難波江 裕太 燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官

連携研究開発事業 

2020.7.31 

～2022.6.30 

准教授 ¥46,8000,00 

相良 剛光 戦略的創造研究推進事業個人型研究（創発） 2021.4.1 

～2023.3.31 

准教授 ¥11,700,000 

相良 剛光 戦略的創造研究推進事業個人型研究（さきがけ） 2020.4.1 

～2021.3.31 

准教授 ¥16,719,300 

佐藤 浩太郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2022.3.31 

教授 ¥13,390,000 

佐藤 浩太郎 戦略的創造研究推進事業チーム型研究(CREST) 2019.10.1 

～2023.3.31 

教授 ¥13,390,000 

佐藤 浩太郎 ムーンショット型研究 研究開発事業 2020.8.24  

～2023.2.28 

教授 ¥22,100,000 

佐藤 浩太郎 ムーンショット型研究 研究開発事業 2020.8.24 

～2023.2.28 

教授 ¥17,615,000 

松本 秀行 ムーンショット型研究 研究開発事業 2020.8.25 

～2023.1.28 

准教授 ¥33,378,000 

松本 秀行 ムーンショット型研究 研究開発事業 2020.8.25 

～2023.1.28 

准教授 ¥55,142,000 

松本 秀行 NEDO先導研究プログラム 2021.4.1 

～2023.3.31 

准教授 ¥11,999,000 

関口 秀俊 エジプト日本科学技術大学プロジェクト フェーズ3 エネル

ギー資源工学・環境工学専攻支援 

2020.4.1 

～2021.3.31 

教授 ¥19,808,474 

関口 秀俊 エジプト日本科学技術大学プロジェクト フェーズ3 エネル

ギー資源工学・環境工学専攻支援 

2021.9.1 

～2024.4.30 

教授 ¥56,666,025 

関口 秀俊 エジプト日本科学技術大学プロジェクト フェーズ3 エネル

ギー資源工学・環境工学専攻支援 

2019.2.15 

～2021.8.31 

教授 ¥14,213,680 

伊原 学 JST 未来社会創造事業 2018.11.1 

～2021.5.1 

教授 ¥50,000,000 

矢野 哲司 先端研究基盤共用促進事業(新たな共用システム導入支援プロ

グラム) 

2020.4.1 

～2021.3.31 

教授 ¥15,184,632 

平山 雅章 Solid EVプロジェクト 2021.4.1 

～2022.3.31 

教授 ¥10,000,000 

藤居 俊之 異分野融合によるキンク形成・強化の理論構築 2020年度 教授 ¥28,860,000 

藤居 俊之 異分野融合によるキンク形成・強化の理論構築 2021年度 教授 ¥27,820,000 

佐藤 浩太郎 利用環境下における高分子鎖切断の精密設計と時系列解析 2020年度 教授 ¥17,940,000 

平山 雅章 高機能固体イオニクス材料の創出 2020年度 教授 ¥17,160,000 

平山 雅章 高機能固体イオニクス材料の創出 2021年度 教授 ¥19,500,000 

Administrator
★　「ムーンショット型研究開発事業」の名称はあるようなので、研究と研究の間にスペースをいれました　他同
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伊原 学 マルチスコープ・エネルギー卓越人材 2020年度 教授 ¥422,890,000 

伊原 学 マルチスコープ・エネルギー卓越人材 2021年度 教授 ¥365,040,000 

   合計：¥26,945,675,889 

 
 

〇 2016 年４月から 2022 年３月に至る期間に教員の個人ベースで、別紙に示す 648件の産学官連

携による共同研究を実施しており、その総額は 33 億円に上る。 

 

◎産学官連携による共同研究 

教員名 相手 期間 
予算規模 

（概算可） 

中川 茂樹、史 蹟  

高村 陽 太  

メーカー 2016/1～2018/12 ¥40,000,000 

史 蹟 、中村 吉男 

春本 高志 

メーカー 2017/7～2019/6 ¥1,300,000 

史 蹟 、 中村 吉男 

春本 高志 

メーカー 2018/11～2019/3 ¥800,000 

春本 高志 メーカー 2016/4～2017/3 ¥1,080,000 

三宮 工  メーカー 2011〜 ¥9,000,000 

三宮 工  メーカー 2018〜  

三宮 工  メーカー 2019〜 ¥0 

須佐 匡裕 学協会 2014-2016 ¥15,000,000 

須佐 匡裕 メーカー 2007〜現在 ¥13,000,000 

須佐 匡裕 メーカー 2014〜現在 ¥6,000,000 

須佐 匡裕 メーカー 2018〜現在 ¥2,000,000 

細田 秀樹 メーカー 2017/10/1～2020/9/30 ¥2,000,000 

細田 秀樹 メーカー 2009/10/1～2017/9/30 ¥8,000,000 

細田 秀樹 メーカー 2019/4/1～2022/3/31 ¥6,000,000 

細田 秀樹 メーカー 2019/4/1～2021/3/31 ¥4,000,000 

細田 秀樹 メーカー 2018/4/1～2020/3/31 ¥4,000,000 

海瀬 晃  メーカー 2019/10/1～2020/9/30 ¥2,000,000 

河村 憲一、上田 光敏 公的機関 2018/4～2020/3 ¥0 

河村 憲一、上田 光敏 公的機関 2015/5～2018/3 ¥10,000,000 

Minho O. 学内協力 2019/4～2021/3 ¥2,000,000 

稲邑 朋也、篠原 百合 メーカー 2015/4～現在 ¥1,000,000 

稲邑 朋也、篠原 百合 メーカー 2019/4～現在 ¥1,000,000 

曽根 正人 メーカー 2016-2017年度 ¥10,000,000 

曽根 正人 メーカー 2016～現在 ¥8,000,000 

曽根 正人 メーカー 2016～現在 ¥4,000,000 

曽根 正人 メーカー 2018～現在 ¥2,000,000 

曽根 正人 メーカー 2019年度～ ¥70,000,000 

小林 郁夫 メーカー 2018～2020 ¥74,700,000 

小林 郁夫 他大学 2019～2020 ¥6,000,000 

宮澤 知孝 メーカー 2017〜現在 ¥3,000,000 

宮澤 知孝 学協会 2018〜2022 ¥250,000 

渡邊 玄  メーカー 2018/10/5〜2020/3/31 ¥2,600,000 

村石 信二 メーカー 2017/10〜2020/3 ¥4,200,000 

合田 義弘 メーカー 2018〜現在 ¥3,000,000 

合田 義弘 メーカー 2018〜現在 ¥1,200,000 

西方 篤  学協会 2016〜2019 ¥5,000,000 

Administrator
予算規模にある金額は，HP上では伏せていただけますと幸いです。

Administrator
★　「継続中」→「現在」　以下同
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西方 篤  学協会 2016〜2019 ¥4,500,000 

西方 篤  メーカー 2016〜2017 ¥5,500,000 

西方 篤  メーカー 2016〜2017 ¥3,000,000 

西方 篤  メーカー 2016、2017、2019 ¥4,000,000 

西方 篤  メーカー 2017〜2019 ¥4,500,000 

多田 英司 メーカー 2018〜現在 ¥2,000,000 

多田 英司 メーカー 2018〜現在 ¥3,000,000 

多田 英司 メーカー 2016〜現在 ¥3,000,000 

林幸（代表者）、渡邊 玄 メーカー 2016/4/1～2018/2/28 ¥7,560,000 

林幸（代表者）、 

須佐 匡裕、渡邊 玄 

メーカー 2018/8/1〜2020/7/31 ¥4,000,000 

林幸（代表者）、渡邊 玄 メーカー 2018/8/20〜2020/3/31 ¥2,000,000 

林幸（代表者）、渡邊 玄 メーカー 2019/6/1〜2020/3/31 ¥1,100,000 

中田 伸生 メーカー 2016/4〜現在 ¥8,000,000 

中田 伸生 メーカー 2016/4〜現在 ¥4,000,000 

中田 伸生 メーカー 2016/4〜現在 ¥4,000,000 

中田 伸生 メーカー 2017/4〜2018/3 ¥1,000,000 

中田 伸生 メーカー 2017/4〜現在 ¥1,500,000 

中田 伸生 メーカー 2017/4〜現在 ¥6,000,000 

竹山 雅夫 メーカー 2016/1/20〜2017/3/31 ¥14,000,000 

竹山 雅夫 メーカー 2016/4/1〜2017/3/31 ¥1,800,000 

竹山 雅夫 メーカー 2016/12/1〜2017/3/22 ¥0 

竹山 雅夫 メーカー 2017/9/1〜2018/3/31 ¥1,500,000 

竹山 雅夫 メーカー 2017/4/1〜2018/3/31 ¥1,800,000 

竹山 雅夫 メーカー 2018/4/1〜2019/3/31 ¥1,500,000 

扇澤 敏明 メーカー 2019/07～現在 ¥12,900,000 

扇澤 敏明 メーカー 2019/04～現在 ¥3,000,000 

扇澤 敏明 メーカー 2019/04～現在 ¥1,300,000 

扇澤 敏明 メーカー 2017/04～現在 ¥4,950,000 

鞠谷 雄士 メーカー 2017/4/1〜2020/3/31 ¥78,000,000 

鞠谷 雄士 公的機関 2014/9/26〜2017/3/31 ¥9,100,000 

早川 晃鏡 他大学等 2018～2023 ¥3,400,000 

早川 晃鏡 メーカー等 2016～2018 ¥9,000,000 

早川 晃鏡 メーカー等 2015～2017 ¥16,340,000 

早川 晃鏡 メーカー 2009～現在 ¥28,750,000 

早川 晃鏡 メーカー 2012～現在 ¥14,500,000 

森川 淳子 メーカー 2018～2019 ¥3,000,000 

森川 淳子 メーカー 2018 ¥1,500,000 

森川 淳子 メーカー 2018 ¥500,000 

森川 淳子 メーカー 2016 ¥800,000 

森川 淳子 メーカー 2018～ ¥3,000,000 

塩谷 正俊 メーカー 2016/4/1〜2019/3/31 ¥3,000,000 

塩谷 正俊 メーカー 2016/4/1〜2019/3/31 ¥3,000,000 

松本 英俊 メーカー 2016～2019 ¥5,000,000 

松本 英俊 メーカー 2016～2019 ¥2,300,000 

松本 英俊 メーカー 2016～2017 ¥3,000,000 

松本 英俊 メーカー 2016 ¥2,500,000 

早水 裕平 メーカー 2019/1〜2023/3 ¥250,000,000 

早水 裕平 メーカー 2018/7〜2019/3 ¥2,000,000 
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難波江 裕太 メーカー 2016-2017年度 ¥2,000,000 

難波江 裕太 メーカー 2016-2019年度 ¥2,500,000 

難波江 裕太 メーカー 2016-2019年度 ¥5,800,000 

難波江 裕太 メーカー 2017年度 ¥1,380,000 

松下 伸広 メーカー 2017/4〜2018/3 ¥1,200,000 

松下 祥子 メーカー 2017〜2019 ¥9,000,000 

松下 祥子 メーカー 2019〜2020 ¥4,290,000 

松下 祥子 メーカー 2018〜2020 ¥1,300,000 

磯部 敏宏 メーカー 2015/7〜2019/6 ¥6,500,000 

磯部 敏宏 メーカー 2017/6〜2018/3 ¥2,800,000 

磯部 敏宏 メーカー 2019/5〜 ¥3,000,000 

矢野 哲司 公的機関 2016～2019年度 ¥1,300,000 

矢野 哲司 メーカー 2016～2024年 ¥30,000,000 

矢野 哲司 メーカー 2016～2019年度 ¥7,000,000 

矢野 哲司 メーカー 2018～2019年度 ¥6,500,000 

生駒 俊之 メーカー 2016/4/1～2019/3/31 ¥12,000,000 

生駒 俊之 メーカー 2016/4/1～2019/現在 ¥4,500,000 

宮内 雅浩、坂井 悦郎 メーカー 2017/4〜2019/3 

（3年間） 

¥90,000,000 

宮内 雅浩 メーカー 2018/11〜2019/10 

（1年間） 

¥3,000,000 

宮内 雅浩 メーカー 2018/4〜2019/3 

（2年間） 

¥1,500,000 

宮内 雅浩 メーカー 2017/4〜2019/3 

（3年間） 

¥1,500,000 

宮内 雅浩 メーカー 2018/10〜2020/9 

（3年間） 

¥2,000,000 

吉田 克己 公的機関 2016/4〜2020/2 ¥1,603,320 

吉田 克己 メーカー 2016/4〜2020/3 ¥3,000,000 

吉田 克己 メーカー 2016/9〜2019/3 ¥4,486,953 

吉田 克己 メーカー 2016/7〜2016/12 ¥550,000 

柘植 丈治 メーカー 2017〜2020 ¥72,000,000 

柘植 丈治 地方自治体 2019〜2020 ¥30,000,000 

柘植 丈治 メーカー 2017〜2020 ¥6,000,000 

北本 仁孝 メーカー 2018/4〜現在 ¥3,000,000 

北本 仁孝 メーカー 2016/9〜2019/3 ¥0 

林  智広  メーカー 2017～2018 ¥2,000,000 

林  智広  メーカー 2017～現在 ¥3,000,000 

原  亨和  メーカー 2017～2019 ¥18,500,000 

笹川 崇男 メーカー 2016/4～現在 ¥7,600,000 

笹川 崇男 メーカー 2017/4～2019/3 ¥2,200,000 

若井 史博 メーカー 2019/6～２年間 ¥3,000,000 

真島  豊  技術研究組合 2016/4〜2019/1 ¥17,000,000 

川路  均  メーカー 2018/9/1〜 ¥1,800,000 

大場 史康 メーカー 2016/4/1〜2018/3/31 ¥14,000,000 

大場 史康 メーカー 2017/9/1〜2020/8/31 ¥10,000,000 

大場 史康 メーカー 2018/6/11〜2019/3/31 ¥4,000,000 

大場 史康 メーカー 2018/5/22〜2020/3/31 ¥5,000,000 

大場 史康 メーカー 2019/4/1〜2022/2/28 ¥0 

東  正樹  メーカー 2017/1/16～2018/1/15 ¥2,440,000 
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東  正樹  メーカー 2018/9〜 ¥2,000,000 

冨田 育義 メーカー 2016、2018～2019 ¥7,100,000 

冨田 育義 メーカー 2016～2019 ¥6,000,000 

冨田 育義 メーカー 2016～2019 ¥2,000,000 

冨田 育義 メーカー 2016～2019 ¥2,000,000 

冨田 育義 メーカー 2019 ¥1,000,000 

稲木 信介 メーカー 2018〜2019年度 ¥3,000,000 

伊藤 繁和 メーカー 2010～現在 ¥5,000,000 

田中 浩士 メーカー 2016～2017 ¥2,300,000 

田中 浩士 メーカー 2016～2019 ¥2,100,000 

宍戸 厚 メーカー 2016/4～2018/3 ¥3,000,000 

宍戸 厚 メーカー 2017/～2018/3 ¥6,000,000 

宍戸 厚 メーカー 2018/12～2019/11 ¥1,000,000 

大友  明  メーカー 2017/4〜現在 ¥16,200,000 

大友  明  メーカー 2018/9〜現在 ¥10,000,000 

芹澤 武、澤田 敏樹 メーカー 2016/4〜2016/10 ¥1,000,000 

芹澤 武、澤田 敏樹 メーカー 2017/8〜2020/3 ¥7,500,000 

芹澤 武、澤田 敏樹 メーカー 2018/5〜2020/3 ¥3,500,000 

一杉 太郎 メーカー 2017/7/15～2018/6/30 ¥300,000 

一杉 太郎 メーカー 2018/5/1～2018/10/31 ¥25,000,000 

一杉 太郎 メーカー 2018/7/1～2019/6/30 ¥0 

一杉 太郎 メーカー 2019/11/1～2020/3/31 ¥4,400,000 

一杉 太郎 メーカー 2017/4/1～2018/9/30 ¥1,500,000 

一杉 太郎 メーカー 2019/4/1～2020/3/31 ¥2,500,000 

一杉 太郎 メーカー 2019/7/1～2020/6/30 ¥1,573,000 

川内 進 メーカー 2019/6/3～2021/5/31 ¥12,000,000 

安藤 慎治、石毛 亮平 メーカー 2016/4～2019/9 ¥12,000,000 

安藤 慎治、石毛 亮平 メーカー 2017/4～2019/9 ¥9,000,000 

安藤 慎治、石毛 亮平 メーカー 2018/4～2019/9 ¥3,000,000 

小坂田 耕太郎 メーカー 2017/4～2020/3 ¥3,600,000 

久保内 昌敏 メーカー 2019/6〜2020/3 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 

荒尾 与史彦 

メーカー 2017/4〜2020/3 ¥4,680,000 

久保内 昌敏 地方共同法人 2019/2〜2019/3 ¥650,000 

久保内 昌敏 

荒尾 与史彦 

メーカー 2018/4〜2020/3 ¥650,000 

久保内 昌敏 

荒尾 与史彦 

メーカー 2016/4〜2020/3 ¥6,739,200 

久保内 昌敏 メーカー 2019/4〜2020/3 ¥2,002,000 

久保内 昌敏 メーカー 2016/7〜2017/6 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 

荒尾 与史彦 

メーカー 2016/4〜2017/3 ¥1,500,000 

久保内 昌敏 

荒尾 与史彦 

メーカー 2018/4〜2019/3 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 メーカー 2016/7〜2019/3 ¥4,500,000 

桑田 繁樹、榧木 啓人 メーカー 2018/9/1〜 ¥500,000 

榧木 啓人 メーカー 2014/4/1〜 ¥2,500,000 

榧木 啓人 メーカー 2018/11/19〜2019/6/30 ¥1,500,000 

榧木 啓人 メーカー 2016/11/1〜2017/3/31 ¥1,080,000 

桑田 繁樹、榧木 啓人 メーカー 2012/11/1〜 ¥7,050,000 
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横井 俊之 メーカー 2019/4～2020/3 ¥1,000,000 

横井 俊之 メーカー 2017/10～2018/3 ¥4,000,000 

横井 俊之 メーカー 2018/11～2019/9 ¥7,000,000 

横井 俊之 メーカー 2019/3～2020/3 ¥2,000,000 

横井 俊之 メーカー 2018/4～2019/3 ¥1,000,000 

和田 裕之 他大学 2016〜2018 ¥0 

和田 裕之 他大学 2016〜2017 ¥0 

山中 一郎 メーカー 2015～2017 ¥6,000,000 

山中 一郎 メーカー 2018～ ¥2,000,000 

山中 一郎 メーカー 2017～ ¥3,000,000 

山中 一郎 メーカー 2017～ ¥1,500,000 

山中 一郎 メーカー 2018～ ¥2,000,000 

山中 一郎 メーカー 2019～ ¥1,500,000 

塚原 剛彦 公的機関および他大学 2018〜2019 ¥0 

塚原 剛彦 メーカー 2016〜2017 ¥0 

菅野 了次 メーカー 2016/4/1～2020/3/31 ¥110,700,000 

菅野 了次 メーカー 2017/7/19～2020/3/10 

（連続ではない） 

¥58,250,000 

菅野 了次 メーカー 2016/9/1～2020/3/31 ¥4,600,000 

菅野 了次 メーカー 2016/10/1～2020/3/31 ¥13,050,000 

菅野 了次 メーカー 2016/4/1～2018/3/31 

2019/7/1～2020/6/30 

¥8,900,000 

菅野 了次 メーカー 2016/6/3～2017/2/28 

2017/5/1～2018/2/28 

¥4,600,000 

菅野 了次 メーカー 2016/7/15～2019/3/15 

（連続ではない） 

¥3,400,000 

菅野 了次 メーカー 2017/5/1～2019/10/31 ¥7,400,000 

菅野 了次 メーカー 2017/9/29～2020/9/28 ¥34,500,000 

菅野 了次 メーカー 2018/10/1～2021/9/30 ¥26,000,000 

菅野 了次 メーカー 2018/10/1～2019/9/30 ¥7,700,000 

菅野 了次 メーカー 2018/12/1～2019/11/30 ¥10,000,000 

菅野 了次 メーカー 2018/6/1～2021/5/31 ¥23,000,000 

菅野 了次 メーカー 2018/6/25～2020/3/31 ¥51,300,000 

菅野 了次 企業 2018/8/1～2019/3/31 ¥8,300,000 

菅野 了次 メーカー 2018/11/1～2019/10/31 ¥12,000,000 

菅野 了次 メーカー 2019/3/1～2021/2/28 ¥15,000,000 

菅野 了次 メーカー 2019/7/1～2020/6/30 ¥6,000,000 

菅野 了次 メーカー 2019/8/1～2022/7/31 ¥11,500,000 

菅野 了次 メーカー 2019/8/1～2020/7/31 ¥3,850,000 

本倉  健  国研 2018/4〜 ¥2,000,000 

本倉  健  国研 2016/4〜 ¥4,000,000 

本倉  健  メーカー 2016/4〜2018/3 ¥3,000,000 

眞中 雄一 国研・他大学等 2019/8〜2021/7 ¥50,000,000 

山元 公寿、今岡 享稔、 

田邊 真 

メーカー 2017〜2020年度 ¥6,000,000 

山元 公寿、今岡 享稔 

田邊 真 

メーカー 2018〜2020年度 ¥4,500,000 

山元 公寿、今岡 享稔 メーカー 2018年度 ¥1,720,000 

荒井 創、池澤 篤憲 メーカー 2018/5〜2019/5 ¥100,000,000 

荒井 創、池澤 篤憲 

菅野 了次、平山 雅章 

国研・他大学等 2019/7〜2021/7 ¥100,000,000 
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鈴木 耕太 

荒井 創、北村 房男、 

岡島 武義、池澤 篤憲 

メーカー 2018/7〜2023/7 ¥60,000,000 

荒井 創、池澤 篤憲 メーカー 2018/4〜 ¥40,000,000 

荒井 創、池澤 篤憲 メーカー 2018/7〜 ¥20,000,000 

荒井 創、池澤 篤憲 メーカー 2019/6〜 ¥100,000,000 

伊原 学、長谷川 馨 メーカー 2019/10/1～ ¥1,500,000 

伊原 学、長谷川 馨 コンサルほか 2019/5/9～ ¥2,000,000 

伊原 学、長谷川 馨 メーカー 2019/4/1～ ¥3,000,000 

山口 猛央 メーカー 2015/11～2016/10 ¥1,170,000 

山口 猛央 メーカー 2016/10～2017/3 

2017/9～2019/3 

¥2,628,000 

山口 猛央 メーカー 2016/4～2017/3 ¥1,000,000 

山口 猛央 メーカー 2016/4～2018/3 ¥3,240,000 

山口 猛央 メーカー 2017/9～2020/2 ¥2,102,000 

山口 猛央 メーカー 2018/4～2019/9 ¥500,000 

加藤 之貴 メーカー 2016～2018 ¥10,000,000 

加藤 之貴 メーカー 2015～2019 ¥12,000,000 

加藤 之貴 メーカー 2018～2019 ¥2,000,000 

大川原 真一 メーカー 2018/4-2020/3 ¥10,000,000 

大川原 真一 国研 2019/1-2020/12 ¥0 

松本 秀行 メーカー 2018/7/1〜2019/10/31 ¥3,411,000 

松本 秀行 メーカー 2019/4/1〜2020/3/31 ¥8,840,000 

松本 秀行 メーカー 2019/8/1〜2020/3/31 ¥3,900,000 

吉川 史郎 メーカー 2016～2019年度 ¥2,000,000 

吉田 尚弘、豊田 栄 

山田 桂太 

国研 2019/5/14〜2020/3/30 

 

¥2,000,000 

大河内 美奈 メーカー 2015～2020 ¥6,000,000 

大河内 美奈 メーカー 2018～2020 ¥4,500,000 

大友 明 民間企業 2020/6/5～2021/6/30 ¥4,950,000 

大塚 英幸 民間企業 2021/10/1～2022/9/30 ¥1,508,000 

大塚 英幸 民間企業 2021/5/20 ¥1,638,000 

大塚 英幸 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥660,000 

大塚 英幸 民間企業 2020/1/1～2021/12/31 ¥0 

冨田 育義 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥220,000 

冨田 育義 民間企業 2019/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

冨田 育義 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

冨田 育義 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥220,000 

冨田 育義 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

冨田 育義 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

冨田 育義 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥220,000 

冨田 育義 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

冨田 育義 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 民間企業 2022/1/7～2022/3/15 ¥1,684,800 

久保内 昌敏 民間企業 2021/4/26～2024/6/30 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 民間企業 2018/4/1～2023/3/31 ¥650,000 

久保内 昌敏 民間企業 2020/7/10～2021/3/31 ¥1,300,000 

久保内 昌敏 民間企業 2020/6/24～2021/2/28 ¥1,684,800 

久保内 昌敏 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥650,000 

久保内 昌敏 民間企業 2020/7/10～2021/3/31 ¥1,300,000 

Administrator
2499365473円
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久保内 昌敏 民間企業 2020/6/24～2021/2/28 ¥1,684,800 

久保内 昌敏 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥650,000 

田中 健 民間企業 2015/9/1～2023/8/31 ¥260,000 

田中 健 民間企業 2015/9/1～2021/8/31 ¥260,000 

田中 健 民間企業 2015/9/1～2021/8/31 ¥260,000 

大河内 美奈 民間企業 2020/5/1～2021/3/31 ¥1,300,000 

大河内 美奈 民間企業 2020/05/01～2021/3/31 ¥1,300,000 

伊原 学 民間企業 2021/8/15～2022/3/31 ¥4,992,000 

伊原 学 民間企業 2021/11/15～2022/05/31 ¥3,300,000 

伊原 学 民間企業 2021/11/01～2022/03/31 ¥9,997,000 

伊原 学 民間企業 2020/12/1～2021/3/31 ¥2,600,000 

伊原 学 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,900,000 

伊原 学 民間企業 2020/12/1～2021/3/31 ¥2,600,000 

伊原 学 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,900,000 

大友 明 民間企業 2021/7/1～2022/3/31 ¥4,950,000 

大友 明 民間企業 2020/6/5～2021/6/30 ¥0 

大友 明 民間企業 2018/9/1～2022/8/31 ¥5,000,000 

大友 明 民間企業 2021/7/5～2022/3/31 ¥4,950,000 

大友 明 民間企業 2018/9/1～2022/8/31 ¥50,000,000 

大友 明 民間企業 2018/9/1～2022/8/31 ¥50,000,000 

大塚 英幸 民間企業 2021/10/1～2022/9/30 ¥660,000 

山中 一郎 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

山中 一郎 民間企業 2019/7/1～2021/6/30 ¥3,737,000 

山中 一郎 民間企業 2019/7/1～2021/3/31 ¥7,150,000 

山中 一郎 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

関口 秀俊 民間企業 2022/1/10～2022/3/31 ¥130,000 

関口 秀俊 民間企業 2021/5/1～2023/3/31 ¥2,990,000 

石曾根 隆 民間企業 2021/10/1～2022/9/30 ¥1,500,000 

石曾根 隆 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥1,500,000 

石曾根 隆 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥0 

石曾根 隆 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2021/6/21～2022/3/15 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2021/11/15～2022/8/15 ¥6,399,400 

中嶋 健 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,100,000 

中嶋 健 民間企業 2021/5/1～2022/4/30 ¥600,000 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,500,000 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥1,300,000 

中嶋 健 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥2,000,000 

中嶋 健 民間企業 2018/4/01～2023/3/31 ¥1,000,000 

中嶋 健 民間企業 2017/9/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

中嶋 健 民間企業 2015/7/1～2022/6/30 ¥1,000,000 

中嶋 健 民間企業 2020/9/28～2021/3/15 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

中嶋 健 民間企業 2019/8/1～2020/11/30 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2018/10/15～2020/10/14 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 

中嶋 健 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

中嶋 健 民間企業 2017/9/1～2020/12/31 ¥1,300,000 
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中嶋 健 民間企業 2016/4/18～2021/3/31 ¥750,000 

中嶋 健 民間企業 2015/7/1～2021/6/30 ¥1,000,000 

中嶋 健 民間企業 2020/9/28～2021/3/15 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

中嶋 健 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

中嶋 健 民間企業 2019/8/1～2020/11/30 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2018/10/15～2020/10/14 ¥0 

中嶋 健 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 

中嶋 健 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

中嶋 健 民間企業 2017/9/1～2020/12/31 ¥1,300,000 

中嶋 健 民間企業 2016/4/18～2021/3/31 ¥750,000 

中嶋 健 民間企業 2015/7/1～2021/6/30 ¥1,000,000 

山中 一郎 民間企業 2019/7/1～2021/3/31 ¥7,150,000 

早川 晃鏡 民間企業 2019/10/1～2020/9/30 ¥0 

早川 晃鏡 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥500,000 

早川 晃鏡 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

早川 晃鏡 民間企業 2013/09/01～2021/08/31 ¥2,000,000 

芹澤 武 民間企業 2021/07/20～2022/07/19 ¥1,300,000 

芹澤 武 民間企業 2017/8/22～2023/3/31 ¥2,600,000 

芹澤 武 民間企業 2017/8/22～2022/3/31 ¥2,600,000 

芹澤 武 民間企業 2017/8/22～2022/3/31 ¥2,600,000 

多湖 輝興 民間企業 2021/4/1～2024/3/31 ¥0 

多湖 輝興 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

多湖 輝興 民間企業 2020/6/15～2022/3/31 ¥1,000,000 

荒井 創 民間企業 2021/6/24～2022/9/30 ¥3,300,000 

荒井 創 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥4,290,000 

荒井 創 民間企業 2021/6/14～2022/3/31 ¥3,545,000 

荒井 創 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥0 

荒井 創 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥3,300,000 

荒井 創 民間企業 2020/6/23～2021/3/31 ¥3,545,000 

荒井 創 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥4,290,000 

荒井 創 民間企業 2019/9/1～2020/8/31 ¥0 

荒井 創 民間企業 2020/10/1～2021/9/30 ¥3,300,000 

荒井 創 民間企業 2020/6/23～2021/3/31 ¥3,545,000 

荒井 創 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥4,290,000 

荒井 創 民間企業 2019/9/1～2020/8/31 ¥3,900,000 

安藤 慎治 民間企業 2021/5/1～2022/4/30 ¥3,000,000 

安藤 慎治 民間企業 2021/3/1～2023/2/28 ¥0 

安藤 慎治 民間企業 2017/4/1～2023/3/31 ¥1,650,000 

安藤 慎治 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

安藤 慎治 民間企業 2021/3/1～2022/2/28 ¥1,300,000 

安藤 慎治 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

安藤 慎治 民間企業 2017/4/1～2021/3/31 ¥1,650,000 

安藤 慎治 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

安藤 慎治 民間企業 2021/3/1～2022/2/28 ¥1,300,000 

安藤 慎治 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

安藤 慎治 民間企業 2017/4/1～2021/3/31 ¥1,650,000 

山中 一郎 民間企業 2022/4/1～2022/6/30 ¥0 

山中 一郎 民間企業 2019/7/1～2022/6/30 ¥3,737,000 
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山中 一郎 民間企業 2021/10/11～2022/3/31 ¥2,000,000 

山中 一郎 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,750,000 

山中 一郎 民間企業 2018/4/1～2023/3/31 ¥1,000,000 

山中 一郎 民間企業 2019/7/1～2021/6/30 ¥3,737,000 

早川 晃鏡 民間企業 2013/9/1～2021/8/31 ¥2,000,000 

矢野 哲司 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2020/12/1～2021/11/30 ¥8,694,400 

矢野 哲司 民間企業 2020/10/1～2021/1/29 ¥431,192 

矢野 哲司 民間企業 2020/7/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

矢野 哲司 民間企業 2019/12/1～2020/11/30 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2019/8/8～2021/3/31 ¥5,434,000 

矢野 哲司 民間企業 2015/4/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

舟窪 浩 民間企業 2021/6/15～2022/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2021/2/22～2023/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2019/1/1～2022/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2021/5/17～2022/5/16 ¥1,413,160 

舟窪 浩 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,100,000 

舟窪 浩 民間企業 2021/4/1～2023/3/31 ¥1,575,000 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,758,900 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2021/6/30 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2021/2/22～2023/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2019/1/1～2021/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,758,900 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

舟窪 浩 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2018/1/1～2021/3/31 ¥14,950,000 

舟窪 浩 民間企業 2021/2/22～2023/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2019/1/1～2021/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,758,900 

舟窪 浩 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

舟窪 浩 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥0 

舟窪 浩 民間企業 2018/1/1～2021/3/31 ¥14,950,000 

中島 章 民間企業 2020/7/2～2022/3/31 ¥0 

中島 章 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

中島 章 民間企業 2020/7/2～2022/3/31 ¥0 

中島 章 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

中島 章 民間企業 2020/7/2～2022/3/31 ¥0 

中島 章 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

早川 晃鏡 民間企業 2022/1/13～2025/1/12 ¥0 

早川 晃鏡 民間企業 2021/4/1～2023/3/31 ¥1,500,000 

早川 晃鏡 民間企業 2018/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

早川 晃鏡 民間企業 2013/9/1～2022/8/31 ¥3,250,000 

早川 晃鏡 民間企業 2019/10/1～2020/9/30 ¥0 

早川 晃鏡 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥500,000 

早川 晃鏡 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

矢野 哲司 民間企業 2019/8/8～2021/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2019/6/28～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/12/01～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2021/1/18～2022/5/31 ¥5,287,000 
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宮内 雅浩 民間企業 2019/11/1～2022/3/31 ¥7,150,000 

宮内 雅浩 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/4/1～2022/3/31 ¥30,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2019/6/28～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/12/1～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2020/5/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2019/11/1～2021/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/4/1～2022/3/31 ¥30,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2019/6/28～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/12/1～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2020/5/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2019/11/1～2021/3/31 ¥0 

北本 仁孝 民間企業 2021/11/1～2022/6/30 ¥975,000 

扇澤 敏明 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥6,200,000 

扇澤 敏明 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

扇澤 敏明 民間企業 2019/7/1～2022/6/30 ¥7,436,000 

扇澤 敏明 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

扇澤 敏明 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥7,460,000 

扇澤 敏明 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,300,000 

扇澤 敏明 民間企業 2020/7/1～2021/6/30 ¥7,436,000 

森川 淳子 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,640,000 

矢野 哲司 民間企業 2021/7/12～2023/3/31 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2021/12/1～2022/11/30 ¥8,694,400 

矢野 哲司 民間企業 2021/8/25～2022/1/31 ¥509,971 

矢野 哲司 民間企業 2021/7/12～2023/3/31 ¥5,462,600 

矢野 哲司 民間企業 2020/12/1～2021/11/30 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2015/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

矢野 哲司 民間企業 2019/8/8～2021/3/31 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2020/12/1～2021/11/30 ¥8,694,400 

矢野 哲司 民間企業 2020/10/1～2021/1/29 ¥431,192 

矢野 哲司 民間企業 2020/7/1～2021/3/31 ¥3,000,000 

矢野 哲司 民間企業 2019/12/1～2020/11/30 ¥0 

矢野 哲司 民間企業 2019/8/8～2021/3/31 ¥5,434,000 

矢野 哲司 民間企業 2015/4/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/6/1～2022/3/31 ¥650,000 

下山 裕介 民間企業 2017/2/23～2021/3/31 ¥0 

下山 裕介 民間企業 2017/2/23～2021/3/31 ¥0 

青木 才子 民間企業 2021/9/14～2022/2/28 ¥1,100,000 

青木 才子 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

青木 才子 民間企業 2021/2/5～2021/2/28 ¥1,100,000 

青木 才子 民間企業 2021/2/5～2021/2/28 ¥1,100,000 

稲木 信介 民間企業 2021/10/29～2022/3/31 ¥260,000 

豊田 栄 民間企業 2021/4/12～2026/3/31 ¥0 

豊田 栄 民間企業 2020/9/16～2023/3/31 ¥0 

古屋 秀峰 民間企業 2021/3/1～2023/2/28 ¥3,120,000 

吉川 史郎 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥500,000 



 

139

 

 

 

吉川 史郎 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥500,000 

田中 浩士 民間企業 2021/2/22～2022/3/31 ¥0 

田中 浩士 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥300,000 

田中 浩士 民間企業 2021/2/22～2022/3/31 ¥0 

田中 浩士 民間企業 2021/2/22～2022/3/31 ¥0 

森 伸介 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,136,850 

森 伸介 民間企業 2020/6/1～2021/2/28 ¥3,046,780 

森 伸介 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥245,960 

森 伸介 民間企業 2020/06/1～2021/02/28 ¥3,046,780 

森 伸介 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥245,960 

戸木田 雅利 民間企業 2019/3/1～2023/3/31 ¥0 

戸木田 雅利 民間企業 2018/5/1～2022/6/30 ¥0 

戸木田 雅利 民間企業 2019/3/1～2023/3/31 ¥0 

戸木田 雅利 民間企業 2018/10/1～2021/3/31 ¥750,000 

戸木田 雅利 民間企業 2018/5/1～2021/6/30 ¥3,000,000 

戸木田 雅利 民間企業 2019/3/1～2023/3/31 ¥0 

戸木田 雅利 民間企業 2018/10/1～2021/3/31 ¥750,000 

戸木田 雅利 民間企業 2018/5/1～2021/6/30 ¥3,000,000 

脇 慶子 民間企業 2021/11/1～2022/3/31 ¥1,950,000 

脇 慶子 民間企業 2020/10/1～2021/3/31 ¥4,810,000 

脇 慶子 政府系 2020/10/1～2021/3/31 ¥4,810,000 

吉本 護 民間企業 2021/7/8～2022/3/31 ¥494,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/4/1～2023/3/31 ¥0 

宮内 雅浩 民間企業 2017/4/1～2022/3/31 ¥30,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2022/2/4～2022/3/31 ¥130,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/10/1～2023/3/31 ¥1,000,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/10/1～2022/3/31 ¥500,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/11/29～2023/3/31 ¥4,290,000 

宮内 雅浩 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

下山 裕介 民間企業 2021/10/18～2022/10/17 ¥6,799,000 

柘植 丈治 民間企業 2021/4/1～2023/3/31 ¥650,000 

柘植 丈治 民間企業 2019/10/9～2022/3/31 ¥0 

柘植 丈治 民間企業 2010/12/1～2021/3/31 ¥0 

柘植 丈治 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 

柘植 丈治 民間企業 2019/10/9～2022/3/31 ¥0 

柘植 丈治 民間企業 2010/12/1～2021/3/31 ¥0 

柘植 丈治 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 

松本 英俊 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

松本 英俊 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

松本 英俊 民間企業 2017/12/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2020/10/14～2022/2/28 ¥2,860,000 

松本 英俊 民間企業 2012/8/10～2022/3/31 ¥1,000,000 

松本 英俊 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2019/04/1～2021/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2017/12/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2020/9/1～2022/3/31 ¥2,860,000 

松本 英俊 民間企業 2020/6/24～2021/3/31 ¥1,000,000 

松本 英俊 民間企業 2012/8/10～2021/9/30 ¥1,000,000 
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松本 英俊 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2017/12/1～2023/3/31 ¥0 

松本 英俊 民間企業 2020/9/1～2022/3/31 ¥2,860,000 

松本 英俊 民間企業 2020/6/24～2021/3/31 ¥1,000,000 

道信 剛志 民間企業 2021/4/1～2024/3/31 ¥16,825,250 

合田 義弘 民間企業 2020/7/28～2022/3/31 ¥0 

合田 義弘 民間企業 2020/7/28～2022/3/31 ¥0 

石川 謙 民間企業 2020/7/28～2022/3/31 ¥0 

多田 英司 民間企業 2019/5/1～2022/9/30 ¥0 

多田 英司 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,650,000 

多田 英司 民間企業 2022/1/1～2022/3/31 ¥520,000 

多田 英司 民間企業 2021/8/1～2022/3/31 ¥2,216,500 

多田 英司 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,650,000 

小林 覚 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,650,000 

小林 覚 民間企業 2021/5/1～2022/3/31 ¥1,600,000 

小林 覚 民間企業 2020/4/1～2020/9/30 ¥910,000 

小林 覚 民間企業 2020/10/1～2021/3/31 ¥500,000 

小林 覚 民間企業 2020/4/1～2020/9/30 ¥910,000 

柘植 丈治 民間企業 2020/10/1～2021/3/31 ¥500,000 

林 智広 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,000,000 

林 智広 民間企業 2022/1/7～2023/3/31 ¥0 

林 智広 民間企業 2021/10/1～2022/9/30 ¥1,300,000 

林 智広 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,500,000 

林 智広 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

村石 信二 民間企業 2020/2/1～2021/9/30 ¥0 

村石 信二 民間企業 2020/4/1～2022/9/30 ¥1,430,000 

村石 信二 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,430,000 

上田 光敏 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,430,000 

上田 光敏 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,500,000 

上田 光敏 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥845,000 

上田 光敏 民間企業 2018/9/1～2021/3/31 ¥0 

上田 光敏 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

上田 光敏 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥550,000 

林 幸 民間企業 2018/4/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

林 幸 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,950,000 

林 幸 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥825,000 

林 幸 民間企業 2018/8/1～2022/3/31 ¥0 

林 幸 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,340,000 

林 幸 民間企業 2020/6/1～2021/3/31 ¥550,000 

林 幸 民間企業 2018/8/1～2021/9/30 ¥2,000,000 

林 幸 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,340,000 

林 幸 民間企業 2020/6/1～2021/3/31 ¥550,000 

河村 憲一 民間企業 2018/8/1～2021/9/30 ¥2,000,000 

河村 憲一 民間企業 2021/4/1～2022/1/31 ¥0 

河村 憲一 政府系 2020/5/1～2021/1/31 ¥0 

木村 好里 民間企業 2022/1/13～2025/1/12 ¥0 

木村 好里 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,000,000 

木村 好里 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 
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木村 好里 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,000,000 

小林 郁夫 民間企業 2018/11/1～2021/3/31 ¥509,259 

小林 郁夫 民間企業 2018/9/18～2021/3/31 ¥509,259 

小林 郁夫 民間企業 2018/10/1～2021/3/31 ¥0 

小林 郁夫 民間企業 2018/9/18～2021/3/31 ¥3,870,370 

小林 郁夫 民間企業 2018/11/01～2021/3/31 ¥509,259 

小林 郁夫 民間企業 2018/9/18～2021/3/31 ¥509,259 

小林 郁夫 民間企業 2018/10/1～2021/3/31 ¥0 

小林 郁夫 民間企業 2018/9/18～2021/3/31 ¥3,870,370 

柘植 丈治 民間企業 2021/4/1～2024/3/31 ¥0 

柘植 丈治 民間企業 2019/10/9～2022/3/31 ¥0 

松下 祥子 民間企業 2021/1/1～2021/12/31 ¥3,000,000 

渡邊 玄 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

渡邊 玄 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,300,000 

榧木 啓人 民間企業 2022/1/13～2025/1/12 ¥0 

榧木 啓人 民間企業 2012/11/1～2023/3/31 ¥520,000 

小玉 聡 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥0 

小玉 聡 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥813,670 

小玉 聡 民間企業 2020/6/1～2021/3/31 ¥1,010,100 

小玉 聡 民間企業 2020/6/1～2021/2/28 ¥3,603,077 

小玉 聡 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥0 

小玉 聡 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥159,445 

小玉 聡 民間企業 2020/6/1～2021/3/31 ¥1,010,100 

小玉 聡 民間企業 2020/6/1～2021/02/28 ¥3,603,077 

小玉 聡 民間企業 2016/4/1～2022/3/31 ¥0 

小玉 聡 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥159,445 

塩谷 正俊 民間企業 2021/8/25～2023/3/31 ¥500,000 

塩谷 正俊 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥1,000,000 

塩谷 正俊 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

塩谷 正俊 民間企業 2019/11/1～2020/4/30 ¥0 

塩谷 正俊 民間企業 2020/4/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

塩谷 正俊 民間企業 2019/11/1～2020/4/30 ¥0 

中田 伸生 民間企業 2021/8/1～2022/3/31 ¥1,500,000 

中田 伸生 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,500,000 

中田 伸生 民間企業 2021/6/1～2023/3/31 ¥1,300,000 

中田 伸生 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥1,100,000 

中田 伸生 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,500,000 

中田 伸生 民間企業 2020/8/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

中田 伸生 民間企業 2020/9/1～2021/3/31 ¥1,300,000 

中田 伸生 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,100,000 

中田 伸生 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥2,500,000 

中田 伸生 民間企業 2020/8/1～2021/3/31 ¥1,500,000 

中田 伸生 民間企業 2020/9/1～2021/3/31 ¥1,300,000 

中田 伸生 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥1,100,000 

三宮 工 民間企業 2011/4/1～2023/3/31 ¥0 

三宮 工 民間企業 2011/4/1～2022/3/31 ¥0 

三宮 工 民間企業 2011/4/1～2022/3/31 ¥0 

松下 祥子 民間企業 2021/11/1～2022/10/31 ¥0 

松下 祥子 民間企業 2021/1/1～2022/12/31 ¥0 
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松下 祥子 民間企業 2019/11/1～2021/10/31 ¥0 

松下 祥子 民間企業 2017/1/12～2023/3/31 ¥0 

松下 祥子 民間企業 2020/4/00～2021/10/31 ¥13,046,960 

久保山 敬一 民間企業 2018/9/1～2022/3/31 ¥1,196,000 

AMBARA RACHMAT PRADIPTA 民間企業 2021/12/1～2024/3/31 ¥0 

AMBARA RACHMAT PRADIPTA 民間企業 2021/4/1～2021/11/30 ¥0 

原田 琢也 民間企業 2022/4/1～2022/6/30 ¥0 

原田 琢也 民間企業 2021/10/1～2024/9/30 ¥1,100,000 

田中 克典 民間企業 2021/3/23～2022/03/22 ¥2,200,000 

田中 克典 民間企業 2019/10/1～2024/3/31 ¥0 

田中 克典 民間企業 2019/10/1～2024/3/31 ¥9,300,000 

佐藤 浩太郎 民間企業 2020/4/1～2023/3/31 ¥2,000,000 

久保田 雄太 民間企業 2020/1/20～2023/3/31 ¥1,650,000 

久保田 雄太 民間企業 2020/1/20～2021/3/31 ¥1,650,000 

松本 秀行 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥2,808,000 

松本 秀行 民間企業 2021/4/1～2022/3/31 ¥6,994,000 

松本 秀行 民間企業 2020/9/14～2021/9/30 ¥0 

松本 秀行 民間企業 2020/10/01～2021/3/31 ¥30,000 

松本 秀行 民間企業 2020/6/1～2021/3/31 ¥3,242,320 

松本 秀行 民間企業 2020/9/14～ ¥7,500,000 

松本 秀行 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥8,190,000 

磯部 敏宏 民間企業 2019/5/7～2021/5/31 ¥0 

難波江 裕太 民間企業 2019/4/1～2022/3/31 ¥858,000 

難波江 裕太 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,300,000 

難波江 裕太 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥841,160 

難波江 裕太 民間企業 2020/4/1～2021/3/31 ¥3,300,000 

難波江 裕太 民間企業 2019/4/1～2021/3/31 ¥841,160 

山口 晃 民間企業 2021/7/1～2022/5/31 ¥3,127,800 

宮澤 知孝 民間企業 2021/4/1～2022/2/28 ¥297,000 

保科 拓也 民間企業 2021/10/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

赤坂 修一 民間企業 2018/7/1～2022/6/30 ¥650,000 

赤坂 修一 民間企業 2018/7/1～2022/3/31 ¥0 

赤坂 修一 民間企業 2018/7/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

赤坂 修一 民間企業 2021/7/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

宝田 亘 民間企業 2021/4/1～2023/3/31 ¥750,000 

宝田 亘 民間企業 2014/8/1～2022/3/31 ¥1,300,000 

宝田 亘 民間企業 2014/8/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

宝田 亘 民間企業 2014/8/1～2021/3/31 ¥1,000,000 

宝田 亘 民間企業 2018/9/1～2022/3/31 ¥1,000,000 

久保山 敬一 民間企業 2018/9/1～2022/3/31 ¥1,196,000 

久保山 敬一 民間企業 2021/10/1～2022/3/31 ¥1,196,000 

  合計：¥3,335,693,458 

 

Administrator
?  日にちは無くてもいいでしょうか
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＜５ 地域連携による研究活動＞ 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学院所属教員の一部は、神奈川県立産業技術総合研究所と共同研究を実施しており、学院の担

当教員の一部は、同所の研究プロジェクト（「⾼効率燃料電池開発」、「次世代機能性酸化物

材料」）を実施している。 

 

＜６ 国際的な連携による研究活動＞ 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 2016 年４月から 2022 年３月に至る期間までに、教員の個人ベースでは、別紙に示す大小合わ

せて 136 件の国際共同研究を実施している。 

 
◎国際共同研究一覧 

教員名 相手 期間 

史 蹟 張 政軍(中国清華大学材料学院) 2017年1月～2017年12月 

春本 高志 Wang Chen-Hao(台湾科技大学) 2017年秋～2018年夏頃 

三宮 工 NRCN, Israel 2018年～ 

三宮 工 ETH Zürich, Switzerland 2019年～2020年 

三宮 工 Chalmers Uni. Tech., Sweden 2015年～2017年 

須佐 匡裕 L-W Wang(ワシントン州立大学) 2015年～2016年 

細田 秀樹 バスク大学（スペイン） 2014年4月～現在 

細田 秀樹 ワシントン大学（米国） 2019年4月1日～2021年3月1日 

細田 秀樹 釜慶大学（韓国） 2018年4月1日～現在 

Minho O. Katholieke Universiteit Leuven (K.U. 

Leuven) 

2017年5月15日～2017年8月11日 

稲邑 朋也 John Ball (Mathematical Institute, 

University of Oxford) 

2017年9月～2018年9月 

曽根 正人 Yung-Jung Hsu 教授(台湾国立交通大学) 2014年～現在 

曽根 正人 Xen Luo 講師(中国 貴州理工学院) 2014年～現在 

小林 郁夫 ノルウェー工科大学，富山大学ほか 2019年～2022年 

小林 郁夫 オストラバ工科大学，横浜国立大学ほか 2019年～2022年 

小林 郁夫 ハルビン工業大学 2019年～2020年 

遠藤 理恵 Prof Olena Volkova 

TU Freiberg, Germany 

2017年11月～現在 

村石 信二 Yaoyao Weng（中国・重慶大学） 2017年10月～2018年9月 

村石 信二 Minoru Taya  

(米国・ワシントン大学） 

2012年1月～2020年3月（継続中） 

小林 覚 Mikael Perrut 2018年7月～ 

中田 伸生 Hao Chen 2017年9月～2018年9月 

竹山 雅夫 Shigehisa Naka 2016年～2019年 

竹山 雅夫 Martin Palm 2016年 

竹山 雅夫 Frank Stein 2019年 

竹山 雅夫 S. Y. Chang 2019年 

Vacha Martin Prof. P. Piotrowiak 

(Rutgers University) 

2016年～2018年 

Vacha Martin Prof.M.Turner 

(Manchster University) 

2016年～2018年 

Vacha Martin Dr. H. Lokstein 

(Charles Univ. Prague) 

2016年～現在 

大内幸 雄 Doseok KIM, Prof. 

(Sogang大・物理・韓国) 

2013年～現在 

Administrator
上記につきまして追記，更新等いただくとよいかと思います。

Administrator
FISから関連データを抽出し，更新しました。
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大内 幸雄 Wei ZHOU, Prof. (上海大・化学・中国) 2016年8月1日～2016年8月27日 

扇澤 敏明 Prof. Petr Sbovoda 

(Thomas bata Univ., チェコ） 

2013年～現在」 

鞠谷 雄士 KITECH, Korea (Kolon, Korea) 2012年11月1日～2017年5月31日 

鞠谷 雄士 海外メーカー 2015年8月1日～2019年10月31日 

早川 晃鏡 Prof. Padma GOPALAN 

(Univ. of Wisconsin-Madison) 

2018年～2020年 

早川 晃鏡 Prof. Christopher K. OBER, 

(Cornell University) 

2017年-2020年 

森 健彦 Dominique Lorcy・Marc Fourmigue 

(University Rennes) 

2013年～現在 

森川 淳子 George Fytas MaxPlanck 

Polymer Institute 

2019年～2021年 

森川 淳子 Saulius Juodkazis 

(Swinburn University of Technology) 

2019年～2022年 

森川 淳子 Sergei Kazarian Imperal 

(College London) 

2016年～2018年 

森川 淳子 Jean-Christophe Batsale 

(ParisTech Arts et Metier) 

2017年～2019年 

森川 淳子 Christophe Schick 

(Rostock University) 

2018年～2019年 

道信 剛志 Mansun Chan (HKUST), Bumjoon J. Kim 

and Steve Park (KAIST), Qichun Zhang 

(Nanyang Technological University), 

Guifang Dong(Tsinghua University) 

2016年4月～2019年3月 

早水 裕平 Katrin Domke (Max Planck Insistuite 

for Polymer Research,Germany) 

2018年8月～2018年11月 

早水 裕平 Hendrik Heinz (University of 

Colorado Boulder, USA) 

2017年8月～2018年11月 

川本 正 John A. Schlueter  

(アルゴンヌ国立研究所) 

2016年～現在 

芦沢 実 Zhenan Bao（スタンフォード大学） 2018年9月～現在 

保科 拓也 Dragan Damjanovic (EPFL) 2016年8月～2017年3月 

武田 博明 Kheirreddine Lebbou (Univ.Lyon1) 2016年4月～2019年3月 

矢野 哲司 ソルボンヌ大学(仏) 2017年～2018年 

矢野 哲司 PNNL(米国) 2017年～2018年 

矢野 哲司 アメリカカソリック大学 VLS研究所(米国) 2017年～2019年 

矢野 哲司 EPFL(スイス) 2018年～2019年 

矢野 哲司 チェコ 2019年 

宮内 雅浩、山口 晃 中南大学（中国） 2019年4月～2021年3月 

（3年間） 

宮内 雅浩 国立交通大学（台湾） 2018年9月～2023年9月 

（5年間） 

矢野 豊彦 Branko Matovic 2016年10月～2107年3月 

吉田 克己 Jelena Maletaskic 2016年10月～2107年3月 

北本 仁孝 University College London 2017年4月～現在 

林 智広 ナンヤン工科大学(シンガポール) 2016年～2019年 

笹川 崇男 Yulin Chen (英オックスフォード大学) 2016年4月～2018年3月 

若井 史博 ユーリッヒ研究センター 2016年1月～4年間 

真島 豊 Sunchon National University 2015年9月～2020年8月 

川路 均 フランス地質調査所(BRGM)など 2016年4月～ 

東 正樹 中国科技院 物理研究所 2017年度～2019年度 

北野 政明 Haijun Chen 2019年7月～2022年7月 

村橋 哲郎 Prof. Polly Arnold 2018年3月～2018年3月 

Administrator
★　“継続中”削除
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鷹尾 康一朗 津島悟, Juliane Maerz, Moritz Schmidt 

(Helmholtz Zentrum Dresden- 

Rossendorf, ドイツ) 

2017年度～2021年度 

小西 玄一 Klymchenko教授(ストラスブール大学) 2013年～現在 

小西 玄一 Bruger教授(ニース大学) 2015年～現在 

稲木 信介 Meisheng Wu 2017年8月～2018年8月 

伊藤 繁和 TRIUMF 2015年～現在 

伊藤 繁和 University of British Columbia 2018年～現在 

穐田 宗隆、田中 裕也 Swarup Kumar Chattopadhyay 2018年4月2日〜2018年7月2日 

宍戸 厚 Christopher J. Barrett 2016年11月～2017年4月 

安藤 慎治、石毛 亮平 Vidamantas Gulbinas教授 

(リトアニア共和国) 

2017年4月～2019年3月 

安藤 慎治、石毛 亮平 Yu-Cheng Chiu准教授 

(中華民国(台湾)・台湾科技大) 

2018年10月～2019年9月 

安藤 慎治、石毛 亮平 Pornnappa KASEMSIRI准教授 

(タイ･コンケーン大学) 

2017年10月～2018年2月 

安藤 慎治、石毛 亮平 Chang Sik HA教授(韓国･プサン国立大) 2017年10月～2017年12月 

大塚 英幸 イリノイ大学 

スタンフォード大学 

2017年4月～2019年3月 

大塚 英幸 漢陽大学（韓国） 2016年4月～2019年9月 

小坂田 耕太郎 堀江 正樹教授 

(台湾国立清華大学化学工学科) 

2016年4月～2020年3月 

久保内 昌敏 李 俊毅(台湾科技大教授) 2016年～2017年 

福島 孝典 Prof. Ben L. Feringa (University 

of Groningen) 

2016年～現在 

福島 孝典 Prof. Michael Zharnikov (Heidelberg 

University), Prof. Egbert Zojer (Graz 

University of Technology) 

2016年～現在 

桑田 繁樹 F. E. Hahn教授 

(ドイツ・ミュンスター大学) 

2016年6月～2018年6月 

横井 俊之 海外メーカー 2015年1月～2020年12月 

横井 俊之 海外メーカー 2015年10月～2020年12月 

横井 俊之 Prof. Ute Kolb (Johannes 

Gutenberg-Universität Mainz) 

2018年10月～2020年3月 

和田 裕之 Stephan Barcikowski教授 

(Duisburg-Essen大学) 

2016年～2018年 

谷口 泉 Snunkhaem Echaroj 

(Thammasat University, Thailand) 

2016年3月～2016年5月末 

谷口 泉 Zhumabay Bakenov 

(Nazarbayev University, Kazakhstan) 

2014年12月～2017年12月 

谷口 泉 Anara Molkenova  

(Nazarbayev University, Kazakhstan) 

2018年7月～2019年6月 

塚原 剛彦 Prof. Eric S. Fraga, 

(Univesity Colledge of London) 

2017年～2019年 

塚原 剛彦 Dr. Craig Priest  

(Univesity of South Australia) 

2016年～2018年 

平山 雅章 ナント大学（フランス） 2016年4月17日～2016年7月24日 

菅野 了次 ウプサラ大学（スウェーデン） 2016年8月1日～2016年10月31日 

菅野 了次 University of Muenster（ドイツ） 2016年9月14日～2016年12月13日 

菅野 了次 National Taiwan University of Scienc 2018年8月1日～2018年8月31日 

Administrator
？　University College London　みたいです
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菅野 了次 Karlsruhe Institute of Technology 

(KIT), Justus-Liebig University 

Giessen (JLU), Westfälische Wilhelms-

Universität Münster (WWUM), 

Forschungszentrum Jülich (FZJ) (ドイ

ツ) 

2018年4月1日～2021年2月28日 

アルブレヒト 建 Tae-Lim Choi 

(Seoul National University, Korea) 

2016年～ 

アルブレヒト 建 Jacek Ulanski, Beata Luszczynska 

(Lodz University of Technology, 

Poland) 

 

2017年～ 

アルブレヒト 建 Uwe H. F. Bunz 

(Heidelberg University, Germany) 

2018年のみ 

アルブレヒト 建 M. Carmen Ruiz Delgado 

(University of Málaga) 

2018年～ 

葛目 陽義 Prof. A. Esteve-Nunez  

(University of Alcala, Spain) 

2010～ 

葛目 陽義 Dr. P. Broekmann, Dr. A. Dutta, Dr. 

I.V. Pobelov (University of Bern, 

Switzerland) 

 

2014年～ 

葛目 陽義 Dr. S. Vesztergom  

(Eotvos Lorand University, Hungary) 

2014年～ 

葛目 陽義 Dr. A.V. Rudnev, Dr. U.E. Zhumaev 

(University of Bern, Switzerland / 

MPI in Mainz, Germany) 

 

2010年～ 

葛目 陽義 Dr. V. Kaliginedi  

(EPFL, Switzerland) 

2010年～ 

葛目 陽義 Prof. J.M. Feliu, Dr. V. Climent 

(University of Alicante, Spain) 

2005年～ 

葛目 陽義 Prof. Th.J. Schmidt (PSI, ETH 

Zurich, Switzerland) 

2014年～ 

伊原 学、長谷川 馨 フランス国立応用科学院リヨン校 

(INSA de Lyon, リヨン大学) 

2016年4月1日～2021年3月31日 

伊原 学、長谷川 馨 南洋理工大学（NTU、シンガポール） 2017年～2021年3月31日 

伊原 学、長谷川 馨 南洋理工大学（NTU、シンガポール） 2017年～2022年3月31日 

山口 猛央 U. S. Hareesh (CSIR-National 

Institute for Interdisciplinary 

Science and Technology, India) 

2016年度～2019年度 

和田 雄二 Zhe Chien Sum, Prof.  

(Nangyang Technological University) 

2028年度～2019年度 

豊田 栄 Dr. Liu Ye,  

(The University of Queensland, 

Australia) 

2018年～2021年 

豊田 栄 Dr. Jinho Ahn 

(Seoul National University) 

2017年6月19～2017年6月23日 

田中 祐圭 Kevin Critchley (University of Leeds) 2018年4月1日～2020年3月31日 

田中 祐圭 Sarah Staniland (Sheffield 

University) 

2016年4月1日～2020年3月31日 

稲木 信介 中華人民共和国 2021年07月～2022年03月 

相良 剛光 スイス連邦 2020年04月～ 

宮内 雅浩 中華人民共和国 中南大学 2021年04月～2022年03月 

安藤 慎治 中華人民共和国 

Joint research with Tsinghua 

University, China 

2021年04月～ 
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安藤 慎治 ドイツ連邦共和国 

Joint research with the University of 

Konstanz, Germany 

2021年04月～ 

道信 剛志 大韓民国 2021年04月～2022年03月 

道信 剛志 台湾 2021年04月～2022年03月 

道信 剛志 オーストラリア 2021年04月～2022年03月 

道信 剛志 中華人民共和国 2021年04月～2022年03月 

相良 剛光 スイス連邦 2020年04月～ 

大内 幸雄 Shanghai University（中華人民共和国） 2008年04月～ 

大内 幸雄 Fudan University（中華人民共和国） 2016年04月～ 

大内 幸雄 Sogang University（大韓民国） 2002年04月～ 

道信 剛志 KAUST（サウジアラビア王国） 2020年04月～2021年03月 

道信 剛志 Queensland University of Technology 

(オーストラリア) 

2020年04月～2021年03月 

道信 剛志 台湾 2020年04月～2021年03月 

道信 剛志 The ASPIRE League Partnership Seed 

Fund（大韓民国） 

2020年04月～2021年03月 

 
〇 革新的な特定研究分野をグループ化して国際的な研究拠点形成の基盤或いは社会ニーズ/国家

的目標に対応した新プロジェクトを戦略的に展開するため、学院独自の理工統合物質創成イ

ノベーション研究推進体を主導的に構築し、国際共同研究推進のために以下のような活動を

実施した。 

① 「European Project2018」（2018 年２月 26日～３月２日）：教員約 10 名のチームを編

成し、Max Planck Institute at Mainz、 Manchester University、 Imperial 

College London、 EVONIC Industries at Essen、 BASF at Ludwigshafen am Rhein、 

JSPS London、 Université de Paris-Sud、 ONERA へ分担訪問し、共同研究マッチング

のためのワークショップ、MOU 締結、企業との連携教育活動について、意見交換及び今

後の具体的な進め方について合意を得た。 

② 前項の活動を継続する形で、❶Max Planck Institute at Mainz：早水准教授が共同研究

協議の為に訪問。続いて、Imperial College London (ICL)に交流に関する協議の為に訪

問、❷Manchester University 等より９名来校してワークショップを実施。❸ICL より５

名来校してワークショップを実施。❹３月に、本学のアーヘン工科大学アネックス開設に

合わせて、物質理工学院教員とアーヘン工科大学教員とによるワークショップを実施。ア

ネックスを起点とする今後の交流に道筋をつけた。 

③ 2019 年 7 月 29 日に「BASF 上海ワークショップ」を開催するなど、持続的な 研究活動

を行っている。 

 

＜７ 研究成果の発信／研究資料等の共同利用＞ 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 2016度４月から現在に至る期間までに、別紙に示すように160件の研究成果をプレス等に発

信した。  

◎物質理工学院における研究成果の発信等 

教員名 研究成果の発信の内容 

Minho O. 「読売新聞 （2019年7月26日（金）掲載紙面：31面 地域：（鹿児島））」 

本研究所の近藤正聡准教授を代表とする研究チームの研究成果が、鹿児島読売新聞に

掲載された。 

タイトル：資源循環型社会を実現する「易融金属繊維補強コンクリート」 

異分野融合チームで資源枯渇、廃棄物処理、環境負荷低減の課題解決を目指す。 

Administrator
適宜修正，追記等お願いします。

Administrator
FISから関連データを抽出し，更新しました。

Administrator
★　文頭と同じ番号を使用していたため、白抜きに変更
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曽根 正人  「IEEE SENSORS2016（2016年10月）」 

同紙において東工大の益研究グループ、ＮＴＴーＡＴとの共同研究"A Damping 

Constant Model for Proof-Mass Structure Design of MEMS Inertial Sensor by 

Multi-Layer Metal Technology"の研究発表を行い、Best Industrial Paper Award

を受賞した。 

早川 晃鏡 「日本経済新聞 （2018年11月10日）」 

「日本発祥の合成技術が貢献  高分子材料を高機能に」と題し，記事の一部に紹介

された．本主題は1990年代半ばに生まれた「リビングラジカル重合」の技術とその発

展についてであり，京都大学名誉教授の澤本光男教授の成果を中心に記載されてい

る。その中で，我々の高分子材料も成果の一部として紹介された。 

早川 晃鏡 「日本経済新聞 （2018年11月8日）」 

「半導体の微細加工 安く」と題され掲載された．物質の「自己組織化」を利用し，

次世代半導体リソグラフィ技術の開発を目指す内容が記事にされ，従来の光照射技

術と得られるパターンの解像度を凌駕する新技術と高分子材料開発の大切さが紹介さ

れた。 

森川 淳子 「プレスリリース」 

ナノ薄膜上に高速応答の温度センサーを製作 

https://www.titech.ac.jp/news/2018/041484.html 

森川 淳子 「プレスリリース」 

ウイルスでできた熱伝導フィルムを開発 

https://www.titech.ac.jp/news/2018/040895.html 

森川 淳子 「プレスリリース」 

機械学習の「記憶」を活用し、高分子の熱伝導性の大幅な向上に成功 

https://www.titech.ac.jp/news/2019/044570.html 

松本 英俊 「第65回高分子討論会プレスリリース （2016年9月5日）」 

光を熱に変えるプラスチックフィルムで発電に成功 

芦沢 実 「第65回高分子討論会プレスリリース （2016年9月5日）」 

チエノイソインジゴポリマーを用いた光熱電変換現象の測定に関して 

中島 章 「日刊工業新聞 (平成30年9月5日)」 

「化学工業日報 (平成30年9月11日)」 

新規開発した抗菌抗ウイルス材料（La2Mo2O9）について 

松下 祥子 増感型熱利用発電に関する国内外メディア報道（計30件以上）を自身のサイトにま

とめて発信している。またtwitterなどで招待講演・学会発表・論文提出などを発信

している。 

宮内 雅浩 「プレスリリース （2019年2月18日）」 

温室効果ガスを有用な化学原料に転換 

舟窪 浩  「プレスリリース」 

酸化ハフニウム基強誘電体の基礎特性を解明 

―超高密度で高速動作する不揮発性メモリー実現に道― 

舟窪 浩  「プレスリリース」 

振動発電の高効率化に新展開 

強誘電体材料のナノサイズ化による新たな特性制御手法を発見 

舟窪 浩  「プレスリリース」 

圧電体の複雑な結晶構造変化の高速応答を直接測定 

―IoTセンサーの高性能化に期待― 

細野 秀雄 

原 亨和 

「JSTリリース」 

低温で高活性なアンモニア合成新触媒を実現 

原 亨和 

鎌田 慶吾 

喜多 祐介 

「東工大プレスリリース」 

欲しいものだけを合成する新触媒  ―医農薬からバイオマスの高付加価値化まで 

細野 秀雄 

原 亨和 

「東工大プレスリリース」 

低温で高効率にアンモニアを合成できる触媒を開発 

原亨和 

チャンドラ・デ

ブラジ 

「東工大プレスリリース」 

副産物ほぼゼロの特異構造のナノ粒子触媒による有用物合成 

原 亨和 

鎌田 慶吾 

大場 史康 

「東工大プレスリリース」 

硫黄化合物を低温・高効率で酸化する環境型触媒を開発 

http://www.titech.ac.jp/news/2018/041484.html
http://www.titech.ac.jp/news/2018/041484.html
http://www.titech.ac.jp/news/2018/040895.html
http://www.titech.ac.jp/news/2018/040895.html
http://www.titech.ac.jp/news/2019/044570.html
http://www.titech.ac.jp/news/2019/044570.html
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原 亨和 

鎌田 慶吾 

大場 史康 

「東工大プレスリリース」 

貴金属触媒を使わずバイオマスからプラスチック原料を合成 

中村 一隆 「プレスリリース」 

「超短パルスス光を用い固体中の量子経路干渉を観測」と題して、研究成果のプレス

リリースを日本語および英語で行なった。 

中村 一隆 「プレスリリース」 

「超短パルスス光でダ゙イヤモンドの光学フォノン量子状態を制御」と題して、研究成

果のプレスリリースを日本語および英語で行なった。 

村橋 哲郎 「プレスリリース」 

「13個の金属原子を三次元型にサンドイッチした有機金属ナノクラスターの開発に

成功」と題して東工大・分子研・京大からプレスリリースした。 

鷹尾 康一朗 「東工大新技術説明会(JST, 2017年10月17日)」 

内閣府ImPACT藤田プログラム成果として特許出願したガラス固化体湿式処理技術に

関する発明の内容を紹介 

鷹尾 康一朗 「内閣府ImPACT藤田プログラム公開成果報告会 (2019年3月9日)」 

「核変換による高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化」にてガラス固化体湿

式処理技術の開発における研究成果を報告。 

小西 玄一 「東工大ニュース （2017.5.30）」 

特定の化学物質を簡便に検出できる高分子ゲルを開発 ―環境汚染物質トリハロメタ

ンを光照射で検出―   

https://www.titech.ac.jp/news/2017/038421.html 

伊藤 繁和 「東工大ニュース （2016.5.10）」 

省電力半導体の実現に有用な複素環化合物を開発―フッ化水素の検知物質としても利

用可能―   

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「日刊工業新聞 （2018年4月4日23面９） 

「ウイルス整列でフィルム」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「化学工業日報 （2018年4月4日1面）」 

「ウイルス原料に熱伝導フィルム」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「科学新聞（ 2018年4月13日4面）」 

「ウイルスから熱伝導フィルム開発」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「電子デバイス産業新聞（2018年5月3日8面）」 

「ウイルスフィルム 熱伝導材に活用可」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「財経新聞（livedoor NEWS）」 

「ウイルスから作られた熱伝導フィルム、東京工業大学が開発」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「Sciencer Daily （2018年4月3日」」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「EurekAlert! （2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「BrightSurf.com （2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「NEWSelectronics （2018年4月3日）」 

「Dissipating heat from electronic devices with non-toxic filamentous 

virus」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「SCIENMAG （ 2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「Open Nanofabrication （ 2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「Innovations report （ 2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

芹澤 武、 

澤田 敏樹 

「nanowerk （ 2018年4月3日）」 

「Non-toxic filamentous virus helps quickly dissipate heat generated by 

electronic devices」 

http://www.titech.ac.jp/news/2017/038421.html
http://www.titech.ac.jp/news/2017/038421.html
Administrator
★「量子経路干渉を観測用い固体中の」二重のようなので削除しました

Administrator
★原文が文字化けしていたので、ネットより内容を検索、慶応大学とのプレスリリースの表題から追記しました

Administrator
★　URLより追記
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一杉 太郎  「マテリアルズインフォマティクスの新潮流 （ 2019年 5月号）」 

一杉 太郎  「EMIRA 2019-4-2」 

世界でただ一つの視点から、全固体電池の新たな研究領域を切り開く   

一杉 太郎  「EMIRA 2019-3-29」 

全固体電池の実用化に向けた大きな一歩！ 電極界面抵抗の謎を解き明かし  

一杉 太郎  「日経産業新聞 2018年11月29日 

リチウムイオンの動き解明  

一杉 太郎  「化学工業日報（2018年11月27日）」 

イオン伝導性向上、界面抵抗を抑制 

一杉 太郎  「日本経済新聞 （ 2018月10月15日）」 

材料開発 AIで脱・職人技 ロボと実験反復  

一杉 太郎  「新エネルギー新聞  （2018年9月3日） 

高出力な全固体電池で超高速充電   

一杉 太郎  「日経産業新聞  （2018年8月10日）」 

全固体電池を高出力化 高圧電極材で安定動作   

一杉 太郎  「化学工業日報  （2018年8月8日）」 

全固体高出力LIB 高速充電可能な電極材料   

一杉 太郎  「化学工業日報 （ 2018年7月25日）」 

ナノ細線 機械学習で作成ガイドライン  

一杉 太郎  「月刊ニューメディア(NEW MEDIA) （ 2018年 4月号）」 

Al が考え 24 時間実験する “科学者ロポット” 

未知の探索空間も解析して新素材を開発  

一杉 太郎  「日経産業新聞 （ 2017年10月25日）」 

有機半導体に高電流  

一杉 太郎  「化学工業日報 （ 2017年10月20日）」 

高効率の有機半導体用電極  

一杉 太郎  「日刊工業新聞 （ 2017年10月18日）」 

有機半導体に注入  

一杉 太郎  「日経産業新聞 （ 2017年9月26日）」 

記憶素子に忘れる機能 東工大 蓄電池技術を利用  

一杉 太郎  「日刊工業新聞  （2017年7月24日）」 

スピネル型酸化物材料 原子像観察に成功   

一杉 太郎  「日経産業新聞 （2017年7月4日）」 

酸化物原子単位で観察 

一杉 太郎  「日経産業新聞 （ 2017年5月10日）」 

スマホ瞬間充電狙う  

一杉 太郎  「化学工業日報 （ 2017年2月16日）」 

グラフェンリボン形成過程を解明  

一杉 太郎  「科学新聞  （2016年11月18日）」 

正八面体構造のセレン化ニオブ原子層薄膜作製に成功   

一杉 太郎  「化学工業日報  （2016年11月16日）」 

同一元素で金属／半導体 東北大など、作り分け成功   

山中 一郎 「日経産業新聞 （2019年3月22日）」 

「天然ガス，簡単に液体燃料」掲載 

塚原 剛彦 「日経産業新聞 （2018年12月16日）」 

 「レアメタル回収簡単に」掲載 

菅野 了次 「朝日新聞 (2017年12月6日)」 

「EV新電池  挽回のカギ」 

菅野 了次 「日経産業新聞 (2017年12月19日)」 

「全固体型、EVの原動力」 

菅野 了次 「朝日新聞 (2018月4月12日) 

「日本発  全固体電池に期待」 

菅野 了次 「化学工業日報 (2018年7月17日)」 

「次世代EVに照準。電池材料の技術競争激化」 

菅野 了次 

 

「日経産業新聞 (2018年11月20日)」 

「開発進む次世代電池」 

鈴木 耕太 「日本経済新聞 (2019年1月11日)」 
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「全固体リチウム電池に挑戦」 

菅野 了次 「読売新聞 (2019年2月14月)」 

「全固体電池  世の中変える力」 

本倉 健  「プレスリリース （2017年6月19日）」 

ACS Catalysis, 2017, 7, 4637-4641 に掲載された研究成果「触媒活性指標の回転

数が一桁高い190万回を実現 ―極めて高い活性を示す固定化ロジウム触媒を開発

―」に関して、プレス発表を行った

（https://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotech20170619_motokura.pdf）。その

後、科学新聞（1面、7/7)、化学工業日報(6/21)等の各種報道機関にて成果が取り上

げられた。 

 

本倉 健  

「プレスリリース （2019年6月13日）」 

ACS Sustainable Chemistry & Engineering, 2019, 7, 11056-11061 に掲載された

研究成果 

「二酸化炭素を資源に変える有機分子触媒を発見 環境にやさしい手法で容易に転

換を実現」に関して、プレス発表を行った 

（https://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotechpr20190613_motokura_2.pdf）。

日刊工業新聞(7/8)やAsian Scientist (6/25, 

https://www.asianscientist.com/2019/06/in-the- lab/tetrabutylammonium-

formate-carbon-dioxide-capture-chemistry-catalysis/)など、国内外の各種機関

で報道されるとともに、共著者の眞中准教授がクロスアポイントで所属する産総研

福島再生可能エネルギー研究所HPにも成果が掲載された。 

神戸 徹也 

山元 公寿 

「プレスリリ－ス」 

Angewandte Chemie International Editionに掲載の際、プレスリリ－スした。当グ

ループが独自開発していたデンドリマーと呼ばれる規則的に枝分かれを繰り返す樹

状構造をした高分子を利用することで、発光体を精密に配置した分子を作ることに

成功した。 

 

アルブレヒト 建 

山元 公寿 

「プレスリリース」 

Science Advances掲載の際、プレスリリ－スした。デンドリマーを原子のように結

合（重合）させて並べることを達成し、このカプセルに金属塩を集積できることを

見出した。金属塩はサイズ制御されたナノ粒子へと変換可能であることから様々な

機能を持ったナノ粒子を配列することが可能となる。 

 

今岡 享稔 

山元 公寿 

「プレスリリース」 

Science Advances掲載の際、プレスリリ－スを実施した。粒径１ｎｍ程度の極微小

なナノ粒子に３種類の金属を精密に合金化する手法を開発し、 銅と貴金属群の合金

界面が炭化水素の酸化反応で高い触媒活性を示すことを発見した。 

今岡 享稔 

山元 公寿 

「プレスリリース」 

Nature Communications掲載の際、プレスリリ－スした。 環状の白金錯体を利用し

て白金原子数5から12の原子数のクラスター担持触媒をミリグラムオーー゙で合成する

ことに成功した。この白金クラスターは再利用可能な触媒として活用できる可能性

がある。 

神戸 徹也 

山元 公寿 

「プレスリリース」 

Nature Communications掲載の際、プレスリリ－スした。13個のアルミニウム原子で

構成される「超原子」（Al13−）の溶液中での合成に成功した。デンドリマーを鋳型

として13原子のアルミニウムを集積させることにより、アルミニウム超原子の液相中

での合成を実現した。 

塚本 孝政 

山元 公寿 

神戸 徹也 

今岡 享稔 

「プレスリリース」 

Nature Communications掲載の際、プレスリリースした。極微小なナノ粒子中に多種

の金属元素をさまざまな比率・組み合わせで配合できる「アトムハイブリッド法]」

を開発し、これを利用した5種類あるいは6種類の金属を配合した多元合金ナノ粒子

の合成に初めて成功した。 

春田 直毅 

塚本 孝政 

山元 公寿 

葛目 陽義 

神戸 徹也 

「プレスリリース」 

Nature Communications掲載の際、プレスリリースした。コンピューターシミュレー

ションを用いた理論化学的手法により、特定の金属元素からなる微小な四面体型クラ

スターは、既存物質ではありえないほど、多くのエネルギー状態が重なることを明ら

かにした。 

ミフタフル・ブ 

山元 公寿 

塚本 孝政 

田邊 真 

「プレスリリース」 

Angewandte Chemie International Editionに掲載の際、プレスリリ－スした。粒径

1ナノメートル (nm) 程度の極微小なナノ粒子「サブナノ粒子」を触媒にして有機溶

媒を使用せず、酸素を酸化剤とする炭化水素の酸化反応を開発した。 

http://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotech20170619_motokura.pdf
http://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotech20170619_motokura.pdf
http://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotechpr20190613_motokura_2.pdf
http://www.titech.ac.jp/news/pdf/tokyotechpr20190613_motokura_2.pdf
http://www.asianscientist.com/2019/06/in-the-
http://www.asianscientist.com/2019/06/in-the-
Administrator
？　
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塚本 孝政 

春田 直毅 

山元 公寿 

葛目 陽義 

神戸 徹也 

「プレスリリース」 

Nature Communications掲載の際、プレスリリ－スした。コンピューターシミュレー

ションを用いた理論化学的手法に基づき、分子などの微小な物質（ナノ物質）が持つ

エネルギー状態を記述する「対称適合軌道モデル」を開発した。このモデルは、ナ

ノ物質が持つ様々な幾何学的対称性に着目することで、それらの形状や性質などを

正確に予測する。 

神戸 徹也 

山元 公寿 

「プレスリリース」 

Journal of the American Chemical Society掲載の際、プレスリリ－スした。ボロ

フェンに類似するホウ素二次元ナノシートを常圧大気下で簡便に合成することに成

功した。この構造体では、ホウ素と酸素からなる単原子層がカリウムカチオン層と

交互に積層しており、層間に働く結合力が弱いため、ホウ素と酸素の原子層を簡単

に取り出せることが分かった。 

伊原 学 「日本経済新聞朝刊 （2019年5月19日）」 

解説記事 「水素社会の未来図(下) 温暖化抑制へ活用必須に」 

長谷川 馨 

伊原 学 

「日本経済新聞web版 （2018年3月9日）」 

 東工大と早大、ウエハー級品質の太陽電池用シリコン薄膜の作製に成功 ほか 新

聞記事3件 

加藤 之貴 「Energy Technology Roadmaps of Japan, Springer (2017)」 

編集、電子・印刷出版した。日本のエネルギー技術の現状と2050年までの技術展望

をまとめた。2019/9時点で4.7万ヴンロードされ、Springer出版物中でDL数が上位

25％。 

中島 章 「日経産業新聞」 

プラ製品に抗ウイルス機能  

永島 佑貴 「製薬オンラインNEWS」 

光を利用した「ロジウムアート錯体」の発生に成功 有機ホウ素化合物合成の新触媒

として材料化学・医薬化学に貢献  

永島 佑貴 「Touched by light」 

 Photoexcited stannyl anions are great for producing organotin compounds 

永島 佑貴 「マイナビニュース」 

東工大、有機スズアニオンを光励起させて新たなスズ化学種への変換に成功  

永島 佑貴 「日刊工業新聞 」 

スズでジラジカル反応 –精密化学合成法 提案–  

田中 健 「Less Is More」 

 Reduction Allows for Cleaner and More Efficient Catalytic Reactions 

田中 健 「ケムステニュース」 

東工大発、光を操るイミド化合物/光で創られるロジウムアート錯体  

田中 健 「会誌・広報誌 」 

光を利用した「ロジウムアート錯体」の発生に成功 

田中 健 「会誌・広報誌」  

光を利用した「有機スズジラジカル」の発生に成功 

松本 英俊 「日刊工業新聞 （2021年4月30日付 14ページ）」 

空調用エアフィルターにおけるセルロースナノファイバーの活用  

渡邊 玄 「株式会社フジテレビジョン ハイパークラフトバラエティ!ゼロイチできんのか!? 

（2020年12月30日 8:50~9:50フジテレビ系列）」 

砂鉄からの製鉄法について  

伊原 学 「日刊県民福井新聞」 

福井県敦賀市の水素エネルギー関連プロジェクトに対するコメント  

伊原 学 「中日新聞福井版」 

福井県敦賀市の水素エネルギー関連プロジェクトに対するコメント  

伊原 学 「テレビ東京 出没！アド街ック天国～大岡山～」 

東工大 環境エネルギーイノベーション棟の研究、伊原研研究紹介  

伊原 学 「KAJIMAダイジェスト4月号」 

水素社会の現在地鹿島建設（株） 

佐藤 浩太郎 「Science to enable sustainable plastics」 

宮内 雅浩 「日刊工業新聞」 

光触媒、コロナ不活化  

中嶋 健 「NHK「チコちゃんに叱られる！」」「ゴム報知新聞」 

中嶋東工大教授が解説 



153

 

 
 

 

中嶋 健 「日本テレビ「いざわ・ふくらの解けば解くほど賢くなるクイズ」」 

中嶋 健 「NHK「チコちゃんに叱られる」」 

柘植 丈治 「鹿児島読売新聞読売新聞（鹿児島版）」 

地球環境と調和するバイオプラスチックの創成と生分解性高分子材料の展開  

磯部 敏宏 「マイナビ日刊工業新聞」 

温めると縮む材料発見  

赤坂 修一 「週刊ゴム報知新聞」 

ゴムの先端研究ポスティコーポレーション  

赤坂 修一 「化学工業日報」 

三菱ケミカル 遮音材1/8の軽さ 音響メタマテリアル技術応用  

舟窪 浩 ※「提供非公開」 

高電圧処理不要で高い性能を示す圧電体膜の低温作製に成功  

舟窪 浩 ※「提供非公開」 

高い強誘電性を有する窒化物強誘電体の薄膜化に成功 

田中 祐圭 「プレスリリース」 

がんの光温熱療法に適した金ナノ粒子を、ペプチドを用いて簡便に合成 

田中 祐圭 「プレスリリース」 

生体膜の曲面構造を認識するタンパク質の網羅的な探索技術を開発 

田中 祐圭 「東京工業大学未来社会DESIGN機構 STAY HOME, STAY GEEK（動画配信）」 

生物機能を真似るナノ粒子合成  

田中 克典 「プレスリリース」 

糖鎖の不均一性を秩序よく高次化してがんを見つける －生体を模倣した細胞認識の

新合成戦略－ 理化学研究所 研究成果 

田中 克典 「プレスリリース」 

生体内の金属触媒反応で薬効と物性を制御する －プロドラッグのデザインに新たな

指針－理化学研究所 研究成果 

田中 克典 「プレスリリース」 

がん細胞上で薬剤を化学合成 －生体内で薬剤の骨格を作る新しいプロドラッグ概念

－理化学研究所 研究成果   

田中 克典 「プレスリリース」 

体内での環化付加反応によるがん化学療法 －アクロレインを利用した反応で副作用

をなくすことに成功－理化学研究所 研究成果   

田中 克典 「プレスリリース」 

世界初のマウス体内におけるタギング治療 －生体内での金属触媒反応による次世代

がん治療戦略－理化学研究所 研究成果  

松下 祥子 エコテックグランプリ 最優秀賞/サカタインクス賞/ダイキン賞 熱エネルギーを直

接電力に変える、増感型熱利用発電 

三宮 工 「EurekAlert!」 

Chiral Light Emission From a SphereAmerican Association for the Advancement 

of Science. 

大塚 英幸 「日刊工業新聞」 

力で色変化・高強度化 東工大など、新材料開発  

大塚 英幸 「科学新聞」 

分子の結晶成長化過程 可視化・定量評価 東工大が成功『微小な力』に注目 蛍光

発する特殊な分子利用  

大塚 英幸 「化学工業日報」 

高分子の結晶成長過程 蛍光で見える化  

大塚 英幸 「日本経済新聞（電子版）」 

東工大、高分子結晶化過程の可視化・定量化に成功  

大塚 英幸 「日刊工業新聞」 

高分子の結晶化過程 東工大、蛍光で可視化 ３次元観察手法を開発  

永島 佑貴 「ChemStation（錯体化学ポータルサイト）」 

東工大発、光を操るイミド化合物/光で創られるロジウムアート 

 https://www.chem-station.com/chemistenews/2021/08/rh.html 

伊原 学 「月刊「先端教育」4月号」 

「東京工業大学、新しいエネルギー社会を変革・デザインする卓越人材を育成」 

伊原 学 「「PVeye」3月号」 

「東工大、カーボン空気蓄電池システムを開発 大容量蓄電に期待」 
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伊原 学 「Newton ３月号 Focus欄」 

CO2を利用する新しい蓄電池 

伊原 学 「TBS NEWS ウェブサイト」 

二酸化炭素を電気分解して世界初の蓄電システム 

伊原 学 「日刊工業新聞ウェブサイト」 

炭素・酸素で充放電 カーボン空気二次電池 再生エネ大量導入 東工大 

伊原 学 「日刊工業新聞」 

炭素・酸素で充放電 カーボン空気二次電池 再生エネ大量導入 東工大 

澤田 敏樹 「日刊工業新聞」 

東工大、ペプチド蛍光センサーで水溶性高分子を識別  

大塚 英幸 「財経新聞」 

プラスチックゴミで食糧問題を救う新たなリサイクル方法 東工大ら 

大塚 英幸 「日本農業新聞」 

廃プラが肥料に！？ 植物由来、尿素へ変換 東工大など仕組み開発  

大塚 英幸 「日本経済新聞」 

プラスチック、肥料原料に 東工大など 尿素を合成、生育良く  

大塚 英幸 「化学工業日報」 

植物由来樹脂から肥料生成 東工大など実証 次世代のリサイクルシステム 産官学

での事業化視野  

大塚 英幸 「日刊工業新聞」 

プラ、植物肥料に変換 東工大など アンモニア水で分解  

大塚 英幸 「化学工業日報」 

植物由来PCから肥料 東工大 モノマー・尿素に変換  

大塚 英幸 「化学工業日報」 

力で光る高分子材料 東工大-相模中研 蛍光物質を放出  

大塚 英幸 「科学新聞」 

植物由来のプラスチック、アンモニア水で分解、原料に 東工大など リサイクルシ

ステム実証  

大塚 英幸 「読売新聞」 

植物原料のプラスチックを肥料に リサイクル新技術、東工大チームが開発  

大塚 英幸 「テレビ東京ワールドビジネスサテライト（WBS）」 

バイオ由来ポリカーボネートの分解反応による肥料化  

青木 才子 「学会誌「フルードパワー」」 

インタビュー 

稲木 信介 「日本経済新聞」「日経産業新聞」 

研究成果掲載  

O MIN HO 「会誌・広報誌」 

 ゴミにならないエコなコンクリート 

O MIN HO 「会誌・広報誌」 

 液体金属 その新たな可能性 

O MIN HO 「新聞・雑誌」 

 豪田ヨシオ部取材：実は廃プラより多い!? 日本国内の廃コンクリ年間3000万トン 

リサイクル可能な繊維補強コンクリート開発に挑む 

難波江 裕太 「科学新聞」 

燃料電池の非白金化に直結  

難波江 裕太 「化学工業日報」 

鉄由来触媒 安定性向上  

難波江 裕太 「TECH+ Powerd by マイナビニュース（Webページ）」 

燃料電池の非白金化につながる鉄系新物質、東工大などが開発 

難波江 裕太 「日刊工業新聞」 

酸性電解質中でも安定 東工大など 鉄系酸素還元触媒  

松下 祥子 「日経エレクトロニクスp.80-87」 

常識覆す温度差不要の熱発電 太陽電池越えの可能性も 日本経済新聞出版社  

安藤 慎治 「Chem-Station (化学ポータルサイト)」 

東工大発、光を操るイミド化合物 

安藤 慎治 「日刊工業新聞」 

蛍光色10色超表現  
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宮内 雅浩 「東工大プレスリリース」 

14元素を均一に含む超多元触媒の開発に成功  

永島 佑貴 「Less Is More」  

Reduction Allows for Cleaner and More Efficient Catalytic Reactions 

永島 佑貴 「日本経済新聞」 

東工大と東大、単一分子を与える究極の［2+2+2］付加環化反応を開発 

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP629166_V20C22A3000000/ 

 

〇 物質理工学院では、理学院化学系と共同し、文部科学省の先端研究基盤共用促進事業の採択を

受けて大型機器分析装置の分析機器共用システムを構築し、設備共用化を推進している。令和

元年度は、50 余台が登録され、Web ツールを用いた利用管理が稼働しているとともに、利用指

導、維持管理や修理など、教育・研究の一層の推進と機器管理の効率化のための運用を実施し

ている。 
 

＜８ 総合的領域の振興＞  

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 イノベーション研究推進体の「異分野融合研究プロジェクト」を担当してもらう若手教員の募

集を行い、11 名の応募者から、４名を選抜した。この選抜のために、第３回及び第４回学院

横断物質科学研究会を開催した。この４名の若手教員に対して、研究費の援助を行うととも

に、今後のプロジェクト拡充のために、共通機器購入及び共通ラボ設置準備費用を割り当て

た。 
 

＜９ 学術コミュニティへの貢献＞ 

〇 2016 年４月から現在に至る期間までに別紙に示すように、86 件の学協会等の要職（会長・副

会長・理事・評議員等のみ。学協会等の下部組織や部会の役職等は含まない。）を本学院教員

は担っている。 

〇 2016 年４月から現在に至る期間までに学院所属教員が関与する研究で 195 件の国内・国際会

議、シンポジウム、ワークショップ等を主宰している。 

 

◎学会等の役職一覧 

教員名 役職名 期間 

須佐 匡裕 日本鉄鋼協会 理事及び編集委員会委員長 2016 年～2017 年 

須佐 匡裕 日本鉄鋼協会 監事 2018 年～2019 年 

須佐 匡裕 日本熱物性学会 副会長 2019 年 

細田 秀樹 日本金属学会 副会長・理事 2015 年 4 月～2019 年 4 月 

小林 郁夫 日本熱処理技術協会 評議員 2005 年 4 月～現在 

小林 郁夫 日本バイオマテリアル学会 評議員 2010 年 4 月～現在 

小林 郁夫 日本銅学会 理事 2018 年 6 月～現在 

遠藤 理恵 日本熱物性学会 評議員 2018 年～2019 年 

木村 好里 日本熱電学会 研究会委員会 委員長 2018 年 10 月 29 日～現在 

梶原 正憲 日本鉄鋼協会 理事 2016 年 4 月～2018 年 3 月 

梶原 正憲 日本技術者教育認定機構 審査員研修部会 部会長 2016 年 4 月～現在 

西方 篤 電気化学会 副会長 2016 年 

西方 篤 腐食防食学会 副会長 2016 年～2018 年 

西方 篤 腐食防食学会 会長 2019 年～2020 年 

Administrator
？　「下記」でいいでしょうか

Administrator
FISから関連データを抽出し，更新しました。

Administrator
?  要　確認
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竹山 雅夫 日本学術振興会第 123 委員会 委員長 2012 年 1 月～ 

Vacha Martin 
国際学術誌 NPG Asia Materials (Springer Nature出版, 

IF - 8.05) 編集長 
2012 年～現在 

扇澤 敏明 日本接着学会 理事（および関東支部長 2014/06-2016/06） 2012 年 6 月～2016 年 6 月 

扇澤 敏明 日本接着学会 副会長 2016 年 6 月～現在 

扇澤 敏明 プラスチック成形加工学会 監事 2018 年 6 月～現在 

扇澤 敏明 高分子学会高分子表面研究会 運営委員長 2018 年 4 月～現在 

鞠谷 雄士 繊維学会 会長 2014 年 6 月～2018 年 6 月 

鞠谷 雄士 The Fiber Society (USA) 副会長 2018 年 10 月～ 

鞠谷 雄士 日本学術振興会第 120 委員会委員長 2018 年 4 月～ 

早川 晃鏡 高分子学会業務執行理事 
2018 年 5 月 25 日 

～2020 年 5 月 24 日 

早川 晃鏡 繊維工業技術振興会 理事 2016 年～現在 

森川 淳子 日本熱物性学会 副会長 2017 年度～現在 

石川 謙 日本液晶学会 理事 2016 年度 

松下 伸広 日本 MRS 理事･副会長、国際対応委員長 2019 年 6 月～現在 

中島 章 日本セラミックス協会 理事 2018 年～2019 年 

松下 祥子 日新奨学会 評議員 2016 年～ 

北本 仁孝 エレクトロニクス実装学会 配線板製造技術委員会委員長 2016 年 4 月～現在 

北本 仁孝 粉体粉末冶金協会 理事 2018 年 5 月～現在 

北本 仁孝 国際フェライト委員会 委員長 2018 年 5 月～現在 

真島 豊 応用物理学会 理事 2016 年 3 月～2018 年 3 月 

石曽根 隆 高分子学会関東支部 副支部長 2018 年 4 月-2020 年 3 月 

冨田 育義 高分子学会 理事（国際交流委員長） 2016 年 5 月～2018 年 5 月 

伊藤 繁和 有機合成化学協会関東支部 監事 2018 年 3 月～現在 

田中 健 日本化学会 理事 2017 年～2018 年 

田中 健 近畿化学協会有機金属部会 幹事 2016 年～2019 年 

田中 健 JST さきがけ「元素戦略」領域アドバイザー 2015 年～2017 年 

田中 健 科研費／特別研究員 審査委員 2015 年～2018 年 

下山 裕介 化学工学会超臨界流体部会 副部会長 2017 年 4 月～2019 年 3 月 

中嶋 健 日本表面科学会 理事 2016 年 4 月～2018 年 3 月 

中嶋 健 日本表面真空学会 理事 2018 年 4 月～ 

中嶋 健 日本表面真空学会 フェロー 2019 年 5 月 18 日 

宍戸 厚 日本液晶学会 理事 2019 年 9 月～ 

芹澤 武 高分子学会 理事 2016 年 4 月～2018 年 5 月 

芹澤 武 高分子学会 業務執行理事 2018 年 6 月～2020 年 5 月 

久保内 昌敏 日本材料科学会 会長・理事 2013 年 6 月～2016 年 6 月 

久保内 昌敏 腐食防食学会 理事 2018 年 3 月～ 

久保内 昌敏 強化プラスチック協会 理事 2018 年 4 月～ 

谷口 泉 粉体工学会 評議委員 2016 年 4 月～現在 
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菅野 了次 日本固体イオニクス学会 会長 
2018 年 12 月 6 日 

～2020 年 12 月 

山口 猛央 化学工学会 庶務理事 2017 年度～2018年度 

山口 猛央 日本膜学会 理事 2018 年度 

山口 猛央 日本膜学会 副会長 2019 年度～現在 

加藤 之貴 日本鉄鋼協会 理事 2018 年～2019 年 

淺井 茂雄 日本材料科学会 評議員 1999 年 04 月～ 

扇澤 敏明 日本接着学会 理事 2020 年 04 月～2021 年 03 月 

芹澤 武 日本バイオマテリアル学会 評議員 2020 年 04 月～ 

中辻 寬 日本表面真空学会 理事 2019 年 05 月～ 

佐藤 浩太郎 高分子学会 理事 2020 年 06 月～ 

宝田 亘 プラスチック成形加工学会 理事 2021 年 04 月～ 

木村 好里 日本熱電学会 理事 2018 年 09 月～現在 

斎藤 礼子 シクロデキストリン学会 理事 2020 年 04 月～ 

大河内 美奈 化学工学会 理事 2020 年 04 月～2023 年 03 月 

大河内 美奈 化学とマイクロ・ナノシステム研究会 理事 2020 年 04 月～2022 年 05 月 

中嶋 健 日本ゴム協会 理事 2021 年 05 月～ 

松本 英俊 ナノファイバー学会 理事 2012 年 10 月～ 

松本 英俊 ナノファイバー学会 副会長 2020 年 10 月～ 

中島 章 色材協会 理事 2016 年 04 月～ 

早川 晃鏡 プリンテッドデバイス技術（PDTec）研究会 理事 2017 年 04 月～2019 年 06 月 

多湖 輝興 日本ゼオライト学会 理事 2020 年 06 月～ 

芹澤 武 日本バイオマテリアル学会 評議員 2021 年 04 月～ 

荒井 創 電気化学会 理事 2022 年 03 月～2024 年 03 月 

松本 英俊 繊維学会 理事 2020 年 06 月～2023 年 05 月 

関口 秀俊 化学工学会 理事、国際交流センター長 2015 年 04 月～2017 年 03 月 

三宮 工 日本顕微鏡学会関東支部 評議員 2017 年 10 月～ 

扇澤 敏明 日本接着学会 理事 2021 年 04 月～2022 年 04 月 

久保山 敬一 ナノ構造ポリマー研究会 理事・幹事 2012 年 04 月～ 

山中 一郎 触媒学会 副会長 2021 年 05 月～2022 年 05 月 

史 蹟 在日中国学者材料学会 会長 2018 年 04 月～ 

松下 伸広 日本 MRS 理事 2017 年 04 月～ 

早川 晃鏡 高分子学会 理事 2020 年 05 月～2022 年 05 月 

村橋 哲郎 錯体化学会 理事 2019 年 09 月～2021 年 09 月 

戸木田 雅利 繊維学会 理事 2012 年 06 月～ 
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（２）研究成果の状況 

＜研究業績＞ 

   【学院の目的に沿った研究業績の選定の判断基準】 

物質理工学院では、「環境(Environment)」「エネルギー(Energy)」「安心・安全(Safety)」の

３つの視点から、人間社会の持続可能な豊かさに資する先進的な研究を材料系、応用化学系で

それぞれ展開し、数多くの新物質、新機能、新プロセス、新概念、新計測技術等を創出してき

た。世界を牽引する成果が多数得られており、学術や産業界への貢献も大きい。理論からプロ

セスまで多彩な分野の教員を備えており、本学の中でも最も強みを持つ分野であると言える。

その中で特に、国際学会において依頼・招待講演を受けた、若しくはインパクトファクターの

高い論文誌に掲載された等の国際的に高い評価を受けている研究業績、あるいは産業の発展に

貢献した開発研究として学官のみならず産業界からも高い評価を受けている研究業績等を選

定している。 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 「種々の先端的手法による異種金属接合及び衝撃圧接機構の解明」の研究では、爆発圧接や

電磁圧接等の衝撃圧接法に着目し、マイクロ秒オーダーの極短時間で起こるメタルジェッ

ト放出や接合材の変形挙動について明らかにするとともに、粒子法を用いた衝撃解析や熱

伝導解析により衝突速度や衝突角度と接合界面の熱履歴の関係について探求し、特徴的な

波状界面の形成メカニズムや接合界面の合金化領域や中間層の形成過程について解明して

いる。 

〇 「半導体量子ドットおよびペロブスカイトナノ結晶のナノスケール発光特性」の研究では、

次世代の光・電子デバイスのための発光材料としてカドミウムフリー半導体量子ドットお

よびハライドペロブスカイトナノ結晶の光物性、光物理的過程に着目し、単一分子分光法を

用い１粒子レベルでの特性の研究を目的にした。電界発光およびフォトルミネセンスの比

較、ブリンキングの原因とその制御、発光効率の解明とその向上などに成功した。 

〇 「高分子薄膜の垂直配向制御技術の確立と半導体リソグラフィ材料への応用」の研究では、

高分子ミクロ相分離薄膜におけるナノ構造垂直配向制御について、一次構造、形態、基板界

面、および配向性の相関等の未解明問題を解決し、半導体リソグラフィ用レジスト等への応

用を目的とした。空気界面、基板界面における偏析に適した高分子材料の分子設計と材料合

成を達成し、薄膜におけるドメイン構造制御、10 nm 以細のパターンの創出に成功した。 

〇 「高分子ならびにソフトマテリアルにおける熱伝導に関する研究」では、電子材料・自動車

部品等における電気的絶縁性部位の熱伝導、特に薄膜や局所的な計測について、新たな計測

法の開発と、フォノンスペクトルの測定、それによる材料の設計と創生、さらにはマテリア

ルズインフォマティクスによる分子構造探索の方法論を確立した。 

〇 「有機半導体高分子を用いたトランジスタの研究」では、有機高分子を用いた p 型トランジ

スタは多く研究されているが、高性能な n 型トランジスタの成功例は数少ないことを受け

Administrator
以降、項目がないので、「1」を削除しました

Administrator
（）であったものを【】にしました

Administrator
「よび」でしたので「および」にしました
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て、ナフタレンジイミドを主鎖に含む共役高分子を合成し、分子内水素結合によって平面性

を向上させることで、電子移動度の大幅な向上を実現した。また、深いフロンティア軌道準

位を有する高分子は、大気安定性が向上した。 

〇 「誘電体・圧電体の基礎・応用に関する研究」では，独自のテラヘルツ測定技術と理論計算

により、誘電特性の起源を明らかにし、それを基に新規誘電体材料・圧電材料の創製を行っ

ている。また、HfO2 基蛍石構造強誘電体について、自発分極値やキュリー温度がこれまで

の強誘電体に匹敵すること、イットリウムを添加すると１μm までの膜厚の膜が作製できる

こと、電圧の印加によって結晶構造が大きく変化すること等を明らかにした。 

〇 「巨大負熱膨張材料の研究」では、ナノテクノロジーの進展に伴って顕在化している、熱膨

張による精密位置決めの狂いを解消するため、熱膨張抑制材として期待される負熱膨張材

料の開発を行っている。サイト間電荷移動や極性―非極性転移といった相転移を起源とす

る負熱膨張物質を発見し、メカニズムの解明と産業化に取り組んだ。 

〇 「有機金属クラスターの創製研究」では、機能性材料や触媒として有用である金属クラスタ

ーについて、新たに不飽和炭化水素類を配位子として活用してサブナノサイズの金属クラ

スターを分子レベルで合成することに成功したものであり、金属錯体の構造に対して新し

い知見を与えるだけでなく、サブナノ金属クラスターを有機金属錯体としてとり扱い利用

する道を切り拓いた点で画期的である。 

〇 「斬新かつ実用性を追求した凝集誘起発光色素の開発と有機材料及び生命科学への応用」の

研究では、励起状態の光反応ダイナミクスの理論的解析法である最小エネルギー円錐交差

（MECI）に着目することにより、内部変換における中間体を推定し、色素の発光性を予測す

ることに初めて成功した。 

〇 「薄膜化による遷移金属酸化物の新奇物性開拓」では，遷移金属酸化物における超伝導転移

や金属－絶縁体転移を外場によって制御する研究は、基礎・応用の両面から注目を集めてい

る。本研究では、遷移金属酸化物に対してバルクでは得られない準安定な結晶構造を薄膜で

実現し、結晶品質を高めることで外場による効果を電気伝導性の顕著な変化として観測す

るとともに、それらのメカニズムが明らかにされている。 

〇 「全固体電池における界面抵抗起源の探索」では，本研究は世界で唯一の全真空プロセスシ

ステムとエピタキシャル薄膜作製技術を活用することで、清浄な固体電解質/電極界面を形

成し全固体電池における界面抵抗起源探索の研究を行っている。全固体電池の実用化に向

けた超低抵抗界面形成の設計指針を得ることを目指している。 

〇 「メカノファンクショナル高分子の開発に関する研究」では、力学的な刺激を受けた際に機

能を発現するメカノファンクショナル高分子の開発に関するものである。特に平衡系の共

有結合を高分子骨格中に導入することで、結合の組み換え反応に基づく自己修復性や、発生

するラジカル種に基づくメカノクロミック特性を実現している。また、光応答性分子骨格を

利用し、力学的反応性を光刺激によって制御することにも成功している。 
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〇 「超原子クラスターの合成と理論モデル」の研究では、元素を代替できる次世代の手法とし

て「超原子」が注目されていることを受け、デンドリマーを鋳型として構成原子数を規定す

ることで、アルミニウム 13 原子からなる超原子の液相合成に成功した。また、対称適合軌

道の理論モデルにより、「ナノ物質の周期表」を作り出すことに成功した。これは、球対称

の原子よりも高い対称性を持つクラスターの発見につながった。 

〇 「高効率合成反応の実現へ向けた活性点集積型触媒の開発」の研究では、固体表面へ触媒機

能を集積することにより、固定化触媒でありながら従来系を凌駕する活性が発現すること

を見出した。金属錯体・有機分子・固体表面官能基など、多岐にわたる活性種を均一系・不

均一系触媒の知見を融合し、同一表面への精密配置を可能とした。得られた触媒は、新たな

触媒設計概念の提供によって学術・産業両面における貢献が期待される。 
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Ⅳ 次期中期目標期間に向けた課題等 

2016 年度に物質理工学院が設置され、立ち上げから 6 年間の教育研究等の実績について自己点

検・評価を行った。この間、新型コロナウイルスによるパンデミックが起こり、大学を取り巻く環

境が一変したが、終息に向かう状況下でニューノーマルという新しい生活様式が始まりつつある。

次期中期目標期間ではこのニューノーマル時代に対応した物質理工学院の課題について以下に記載

する。 

１. 教育に関する課題等 

（１）カリキュラムの改善 

現行のカリキュラムは、旧組織のカリキュラムの考え方が残ったものとなっており、学院

設置から 7 年が経過した今、カリキュラムの見直しと改善が必要である。学生主体の学

びを真に実践するために、学士課程では必修科目の制限を見直し、その代わりとして履修

モデルとその出口イメージの提示、修士課程とのカリキュラムの整合、さらには系を跨い

だ学院共通科目の設置など、大胆な改善が必要である。また、修士課程についても学士課

程との整合に加え、コロナ禍で経験した遠隔講義システムを活用する新しい講義様式の

提供などにより、キャンパス間で差異無く学生が主体的な学びを実現するカリキュラム

整備が必要である。 

（２）博士学生数の確保 

           物質理工学院の博士定員は過去の経緯から教員あたりの定員数が多く、教員が多くの博

士学生を獲得しないとその定員数を満たすことができない。そのため、博士学生数の充足

に向 けて 様々な対策を講じる必要がある。経済的支援の充実、博士の魅力を伝えるこ

とによる進学意識の醸成と保護者への理解などは重要な方策と言えるだろう。加えて社

会人博士の勧誘も、高度な専門教育の機会の提供と学院の研究推進という観点から、積極

的に進める必要がある。さらに、物質理工学院は、2 つの卓越教育院（物質情報卓越教育

院、エネルギー情報卓越教育院）とも深く関わっており、これらの教育院との連携により

多くの博士学生の獲得を目指す。 

（３）国際連携 

           物質理工学院では発足当初より積極的な国際連携活動を進めてきたが、コロナ禍による

渡航制限などにより活動がほとんど停止した。しかし、遠隔システムを活用し、一部の大

学や研究機 関との連携は維持した。コロナ禍が終息しつつある今、まずは学院が重点と

位置づける大学や研究機関との学生交流・研究者交流を早急に再開し、連携強化を進める

必要がある。特に、コロナ禍でも連携活動を継続してきたアーヘン工科大学や大連理工大

学とは、博士学生の共通指導を含めた学生交流や研究者交流を積極的に推進させる。ま

た、これまで国費留学生優先配置を可能とする国際大学院プログラムを実施しているが、

今後も継続的に採択を目指し、主にアジア地域の優秀な学生の獲得を目指す必要がある。 

Administrator
自己点検・評価やその他の評価等を踏まえ，第３期中期目標期間における各取り組みで生じた課題とその改善案を，表題を付して記載してください。
なお、次期中期目標期間における重要課題や発展に向けて観点から記載してください。

Administrator
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２. 研究に関する課題 

 研究に関しては、今回の報告にあるように物質理工学院は、高インパクトファクター雑誌への

掲載数、トップ 10 ジャーナルへの掲載数、さらには大型研究予算の獲得など優れた研究実績を

残している。基本的には教員個人の努力によるものではあるが、URAや関係事務の支援の結果で

もある。この実績を継続的に挙げられるように、ハード面、ソフト面の両面からの研究環境整備

を計画的に行う必要がある。また、以下の点については特に重点的な支援が必要である。 

（１）若手研究者支援 

若手研究者の育成は学院の使命であり、そのための支援は欠かせない。特に予算獲得が難

しい芽生え期の研究などに研究費を支援する方策が必要である。加えて若手研究者のネッ

トワーク構築の支援も重要である。なかでも学内や学院内での横のつながりは、大学に居

ながらも研究教育に関し幅広い視野を涵養できる。これらに対する方策と環境構築が必要

である。 

また、サバティカル制度の実質的な運用も重要である。サバティカル制度は幅広い経験や

これまでの研究を見直せる素晴らしい制度である。若手研究者のみならず、中堅の研究者

にもこ の機会を得られるように環境を整備する必要がある。 

（２）産学連携推進、大型予算獲得支援 

予算が年々削減される国立大学は、産学連携や政府系ファンドの大型予算などを積極的に

獲得しなくてはならない。予算獲得のため、URAや産学連携の部署との連携・支援の下で、

学院内あるいは学院を跨いだ複数教員が参画できる共同研究体制づくりが必要である。特

に産学連携については、企業が物質理工学院での研究力や研究内容に魅力的に感じる必要

があり、このための広報活動も積極的に行う必要がある。また、これからは海外企業との

共同研究も重要になり、海外の大学との連携も活用して推進することが求められよう。 

 

３. 終わりに 

物質理工学院が設置された 2016 年度から今日までを振り返ると、新型コロナウイルスによるパ

ンデミック、ロシアのウクライナ侵攻、そして気候変動による自然災害といった世界を取り巻く

情勢・環境が大きく変化した。そして国際社会共通の目標として SDGｓが提唱され、2050 年カー

ボンニュートラル社会実現という目標が示されている。このような変化を踏まえ、今後、物質理

工学院はどのような方向に向かうべきなのか、つまり学院の中長期的な将来構想と戦略を、将来

を担う学院の教員も交えて議論し策定する必要がある。 

 

 


